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凡 

例 
一 
本
書
は
、
都
城
島
津
伝
承
館
史
料
集
第
十
五
号
「
都
城
島
津
家
役
所
日
記

十
五
」
で
あ
る
。 

一 

本
書
に
は
都
城
島
津
伝
承
館
所
蔵
の
史
料
の
う
ち
二
冊
を
収
め
た
。
原
題

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
史
料
の
性
格
か
ら
『
役
所
日
記
』
と
し
た
。 

一 

古
体
字
・
異
体
字
・
略
体
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。 

一 

変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
が
、
助
詞
に
使
用
さ
れ
て

い
る
ニ
・
而
・
江
・
茂
・
者
な
ど
は
そ
の
ま
ま
小
文
字
で
示
し
た
。 

一 

字
間
や
行
間
、
余
白
等
に
挿
入
さ
れ
た
文
字
で
本
文
の
補
充
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
該
当
す
る
個
所
に
続
け
て
記
し
た
。 

一 

校
訂
に
あ
た
っ
て
、
本
文
中
に
読
点( 

、)

と
並
列
点(
・)
を
加
え
た
。 

一 

表
紙
は
、
巻
ご
と
に
そ
の
形
状
を
模
し
、
寸
法
を
記
し
た
。 

一 

原
本
が
破
損
や
虫
損
等
に
よ
り
解
読
し
難
い
文
字
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

字
数
を
計
っ
て
□
を
挿
入
し
た
。
な
お
、
字
数
を
計
り
か
ね
る
も
の
に
つ

い
て
は
［ 
 

］
で
示
し
た
。 

一 

抹
消
文
字
の
判
読
可
能
な
も
の
は
、
文
字
の
左
傍
に
〻
を
付
け
、
判
読
困

難
な
も
の
は
そ
の
字
数
を
計
っ
て
■
を
挿
入
し
た
。
な
お
、
字
数
を
計
り

か
ね
る
も
の
に
つ
い
て
は

■
で
示
し
た
。 

一 

敬
意
を
表
す
欠
字
や
平
出
等
に
つ
い
て
は
、
一
字
空
け
て
記
し
た
。 

一 

校
訂
者
の
加
え
た
注
は
す
べ
て
（ 

）
を
施
し
た
。 

一 

印
章
は
適
宜
㊞
・
、
花
押
に
つ
い
て
は
（
花
押
）
と
記
し
た
。 

一 

本
史
料
中
に
は
、
現
在
の
視
点
か
ら
見
る
と
明
ら
か
に
不
適
切
と
思
わ
れ

る
表
現
も
一
部
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
性
格
に

鑑
み
、
原
則
と
し
て
原
文
の
と
お
り
収
録
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

人
権
の
保
護
に
鑑
み
て
、
原
文
の
ま
ま
収
録
す
る
こ
と
が
困
難
な
部
分
も

あ
り
、
一
部
の
地
名
・
個
人
名
に
限
っ
て
、
そ
の
標
記
を
省
略
し
、
字
数

を
計
っ
て
□
を
挿
入
し
た 

一 

本
史
料
集
の
筆
耕
・
校
訂
は
、
都
城
島
津
邸
学
芸
員
が
行
い
、
そ
の
校
閲

を
都
城
島
津
伝
承
館
審
議
会
原
口
泉
会
長
に
お
願
い
し
た
。 
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発
刊
に
あ
た
っ
て 

 

平
成
十
六
年
十
月
、
都
城
島
津
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
が
一
括
し
て

都
城
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十

七
日
に
は
博
物
館
施
設
「
都
城
島
津
邸
」
が
開
館
し
、
そ
の
敷
地
内

に
史
料
を
保
存
・
展
示
す
る
施
設
で
あ
る
「
都
城
島
津
伝
承
館
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

都
城
島
津
家
伝
来
の
史
料
群
に
つ
い
て
は
、
市
へ
の
寄
贈
後
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
、
史
料
調
査
事
業
を
行
い
、
詳
細

な
目
録
を
発
刊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
都
城
島
津
伝
承
館
完
成
後
は

同
館
に
お
い
て
、
そ
の
史
料
の
展
示
・
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
同
史
料
を
都
城
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て

活
用
し
、
か
つ
歴
史
的
・
学
術
的
な
価
値
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
広
く
史
料
の
内
容
を
公
開
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
史
料
公
開
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十

三
年
度
か
ら
都
城
島
津
伝
承
館
が
保
管
す
る
史
料
に
つ
い
て
、
翻
刻

し
刊
行
す
る
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

都
城
島
津
家
に
関
す
る
史
料
集
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

や
研
究
者
に
よ
る
史
料
の
活
用
を
促
進
し
、
都
城
地
域
の
歴
史
研
究

が
さ
ら
に
深
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

都
城
に
関
す
る
史
料
の
価
値
や
そ
の
意
義
が
広
く
発
信
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

発
行
す
る
史
料
集
は
、
史
料
の
中
か
ら
特
に
こ
れ
ま
で
活
字
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
中
か
ら
「
都

城
島
津
家
役
所
日
記
」
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
公
開
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
家
の
政
治
的
動
向
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

今
回
は
そ
の
江
戸
初
期
及
び
前
期
の
日
記
二
冊
を
翻
刻
・
刊
行
し

ま
す
。 

な
お
、
令
和
五
年
度
刊
行
分
か
ら
紙
媒
体
で
は
な
く
、
都
城
島
津

邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
皆
様
に
活
用
い
た

だ
き
、
都
城
の
歴
史
研
究
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
八
年
三
月 

都
城
島
津
邸 
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17.8㎝

27･

0
㎝

(

表
紙
）

未
十
一
月

 
 
 

「
御
用
人
座
」

 
 
 
 
 
 

日

帳
矣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
巳
改
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
日

一
今
朝
、
出
仕
衆
日
記
を
以

奥
方
へ
御
申
被
成
候
事

一
長
田
内
蔵
允
殿
内
之
者
十
三
歳
之
男
、
せ
い
ほ
そ
く
、
墨
染
之
あ

ハ
せ
、
同
ぬ
の
こ
一
ツ
着
用
候
而
、
今
月
十
一
日
之
晩
ニ
相
走
候
、

其
辺
於
罷
通
者
留
立
可
申
出
者
也

 
 

未
十
月
廿
一
日 

 
 
 
 
 

民
部
少
輔

印

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
渡
守

同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

因
幡
守

 
 
 
 

諸
所
噯
衆
中

右
廻
文
、
今
朝
か
こ
し
ま
ゟ
参
候
間
、
則
諸
口
諸
外
城
へ
申
渡
候

事
一
上
田
主
右
衛
門
殿
・
松
下
加
右
衛
門
殿
へ
被
仰
渡
候
、
町
中
普
請

方
々
へ
有
之
事
ニ
候
、
何
色
之
普
請
ニ
よ
ら
す
可
被
仕
付
ハ
、
木
屋

奉
行
両
人
へ
相
理
見
せ
候
而
被
致
談
合
可
被
調
候
、
又
公
儀
ゟ
被
仰

付
候
普
請
之
事
ニ
候
間
、
不
日
道
具
ハ
慥
ニ
取
あ
つ
め
木
屋
へ
可
致

首
尾
候
、
右
之
旨
被
仰
渡
候
、
返
事
被
仰
聞
候
旨
畏
入
申
候
、
此

中
ハ
山
喜
左
衛
門
殿
被
相
詰
候
、
た
い
松
な
と
ニ
罷
成
候
竹
ハ
如
其

相
調
申
、
殿
役
所
そ
こ

く
ニ
渡
付
申
候
、
其
外
少
々
有
之
分
ハ
、

木
屋
へ
首
尾
仕
候
、
豊
前
ゟ
以
後
、
弥
右
之
旨
可
申
調
候
由
被
申

候
事

一
良
き
せ
り
は
ち
・
の
み
口
幷
さ
ほ
、
此
前
龍
峯
寺
ゟ
し
ハ
ち
加
々
右

衛
門
殿
使
ニ
而
か
り
被
成
、
今
日
御
役
所
へ
被
上
候
ヲ
、
荒
河
石
右

衛
門
殿
へ
可
渡
由
御
役
所
不
知
候
間
、
今
日
石
右
衛
門
殿
御
番
之

由
候
ニ
付
、
小
番
所
ニ
而
石
右
衛
門
殿
へ
慥
ニ
相
渡
候
、
使
相
馬
伝

右
衛
門
ニ
て
候
事

一
津
曲
筑
兵
衛
殿
へ
被
仰
渡
候
、
去
年
も
東
方
之
書
物
之
首
尾
新
右

未(
朱
書)

矣

(

付
箋)

申

く

（
背  

細

く
）

也
民
部
少
輔

（
山
田
有
栄
）

民
部
少
輔

佐
渡
守

（
北
郷
久
加
）

佐
渡
守

因
幡
守

佐
渡
守

（
川
上
久
国
）

ち
加
々
右

（
忠
重
カ
）

衛
門
ニ
て

曲
筑
兵
衛

（
兼
典
）
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衛
門
殿
迄
被
成
候
、
当
年
も
新
右
衛
門
殿
へ
も
被
仰
候
間
、
談
合

候
て
太
儀
な
か
ら
首
尾
可
有
由
被
仰
渡
候
、
畏
入
由
候
事

一
梶
山
ゟ
鹿
・
し
ゝ
取
候
而
被
上
候
、
被
仰
候
ハ
、
代
官
所
へ
う
す
塩

被
申
候
而
召
置
候
様
ニ
と
御
座
候
、
其
通
長
井
喜
右
衛
門
殿
へ
被
申

渡
候
、
又
前
々
の
し
ゝ
ハ
塩
ヲ
あ
つ
く
被
申
候
而
召
置
候
様
ニ
と
被

仰
候
、
同
前
ニ
申
渡
候
事

一
乙
守
兵
右
衛
門
殿
・
山
内
覚
右
衛
門
殿
、
此
度
上
使
様
御
着
ニ
付
、

御
振
舞
さ
い
も
り
へ
被
仰
付
由
候
、
畏
入
由
両
人
共
ニ
被
申
候
、
右

衆
へ
和
田
左
近
兵
衛
殿
へ
可
合
候
由
申
渡
候
事

一
清
水
長
右
衛
門
殿
、
明
日
町
へ
茶
湯
道
具
は
こ
は
せ
被
成
候
ニ
付
、

夫
丸
三
人
入
由
物
奉
行
衆
へ
被
仰
候
へ
と
も
、
御
蔵
方
へ
夫
丸
一

人
も
無
之
候
由
候
、
就
夫
御
役
所
へ
被
申
上
候
、
左
候
へ
ハ
殿
役

所
ゟ
可
出
由
権
助
殿
被
仰
候
、
任
御
下
知
ニ
其
手
形
、
則
長
右
衛
門

殿
相
渡
候
、
殿
役
所
へ
引
付
候
手
形
に
て
候
事

一
安
永
衆
皿
良
正
右
衛
門
殿
、
三
日
前
ニ
か
こ
し
ま
へ
被
参
候
、
今
日

帰
宅
ニ
て
候
事

（
半
丁
空
白
）

 
 
 

十
一
月
二
日

晴 
 
 

野
崎
作
兵
衛

一
火
か
き

一
ツ

右
ハ
荒
川
石
右
衛
門
殿
・
清
水
長
右
衛
門
殿
ゟ
可
遣
由
候
間
、
町

へ
遣
由
候
、
此
使
乙
房
丸
ノ
吉
川
吉
兵
衛
小
者
助
市
と
申
者
ニ
慥
ニ

相
渡
申
候

一
米
五
斗
者
、
須
田
屋
与
左
衛
門
ゟ
使
清
三
郎
と
申
人
指
下
被
申
候
ニ

被
遣
由
候
、
物
奉
行
衆
へ
此
旨
可
申
由
候
間
、
志
摩
藤
右
衛
門
殿

へ
召
列
申
、
則
可
遣
由
被
申
候
、
但
、
■
■
部
当
所
ニ

上
使
御
着

ニ
付
、
御
役
人
衆
御
詰
被
成
候
、
部
当
所
ゟ
物
奉
行
所
へ
被
仰
遣
候
、

使
相
馬
吉
左
衛
門

 
 
 

十
一
月
三
日

晴

 
 

野
﨑
作
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

一
火
縄
六
寸
計
、
町
ゟ
津
曲
筑
兵
衛
殿
御
用
之
由
候
、
上
田
利
左
衛

門
殿
へ
手
形
出
候
而
、
火
な
ハ
請
取
遣
申
候
、
但
、
新
左
衛
門
殿
御

下
知
ニ
候
［ 

 
]

如
此
候
事

一
火
は
ち

壱
ツ

本
町

（
虫
損
）

十
一
月
三
日

（
大
館
賢
順
）

（
忠
益
）

（
忠
仍
）

（
重
将
）
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衛
門
殿
迄
被
成
候
、
当
年
も
新
右
衛
門
殿
へ
も
被
仰
候
間
、
談
合

候
て
太
儀
な
か
ら
首
尾
可
有
由
被
仰
渡
候
、
畏
入
由
候
事

一
梶
山
ゟ
鹿
・
し
ゝ
取
候
而
被
上
候
、
被
仰
候
ハ
、
代
官
所
へ
う
す
塩

被
申
候
而
召
置
候
様
ニ
と
御
座
候
、
其
通
長
井
喜
右
衛
門
殿
へ
被
申

渡
候
、
又
前
々
の
し
ゝ
ハ
塩
ヲ
あ
つ
く
被
申
候
而
召
置
候
様
ニ
と
被

仰
候
、
同
前
ニ
申
渡
候
事

一
乙
守
兵
右
衛
門
殿
・
山
内
覚
右
衛
門
殿
、
此
度
上
使
様
御
着
ニ
付
、

御
振
舞
さ
い
も
り
へ
被
仰
付
由
候
、
畏
入
由
両
人
共
ニ
被
申
候
、
右

衆
へ
和
田
左
近
兵
衛
殿
へ
可
合
候
由
申
渡
候
事

一
清
水
長
右
衛
門
殿
、
明
日
町
へ
茶
湯
道
具
は
こ
は
せ
被
成
候
ニ
付
、

夫
丸
三
人
入
由
物
奉
行
衆
へ
被
仰
候
へ
と
も
、
御
蔵
方
へ
夫
丸
一

人
も
無
之
候
由
候
、
就
夫
御
役
所
へ
被
申
上
候
、
左
候
へ
ハ
殿
役

所
ゟ
可
出
由
権
助
殿
被
仰
候
、
任
御
下
知
ニ
其
手
形
、
則
長
右
衛
門

殿
相
渡
候
、
殿
役
所
へ
引
付
候
手
形
に
て
候
事

一
安
永
衆
皿
良
正
右
衛
門
殿
、
三
日
前
ニ
か
こ
し
ま
へ
被
参
候
、
今
日

帰
宅
ニ
て
候
事

（
半
丁
空
白
）

 
 
 

十
一
月
二
日

晴 
 
 

野
崎
作
兵
衛

一
火
か
き

一
ツ

右
ハ
荒
川
石
右
衛
門
殿
・
清
水
長
右
衛
門
殿
ゟ
可
遣
由
候
間
、
町

へ
遣
由
候
、
此
使
乙
房
丸
ノ
吉
川
吉
兵
衛
小
者
助
市
と
申
者
ニ
慥
ニ

相
渡
申
候

一
米
五
斗
者
、
須
田
屋
与
左
衛
門
ゟ
使
清
三
郎
と
申
人
指
下
被
申
候
ニ

被
遣
由
候
、
物
奉
行
衆
へ
此
旨
可
申
由
候
間
、
志
摩
藤
右
衛
門
殿

へ
召
列
申
、
則
可
遣
由
被
申
候
、
但
、
■
■
部
当
所
ニ

上
使
御
着

ニ
付
、
御
役
人
衆
御
詰
被
成
候
、
部
当
所
ゟ
物
奉
行
所
へ
被
仰
遣
候
、

使
相
馬
吉
左
衛
門

 
 
 

十
一
月
三
日

晴

 
 

野
﨑
作
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

一
火
縄
六
寸
計
、
町
ゟ
津
曲
筑
兵
衛
殿
御
用
之
由
候
、
上
田
利
左
衛

門
殿
へ
手
形
出
候
而
、
火
な
ハ
請
取
遣
申
候
、
但
、
新
左
衛
門
殿
御

下
知
ニ
候
［ 

 
]

如
此
候
事

一
火
は
ち

壱
ツ

由

間部

本
町

形
出
候

［
]

（
虫
損
）

［壱 ［

十
一
月
三
日

衆
へ
和
田
左

一
清
水
長
右
衛

（
大
館
賢
順
）

御
役
人

馬
吉
左
衛

（
忠
益
）

﨑
作
兵
衛

馬
伝
左
衛

（
忠
仍
）

﨑
作
兵
衛

（
重
将
）
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此
使
へ
申
候
事

右
た
は
こ
道
具
、
蔵
人
殿
宿
衆
へ
長
峯
関
右
衛
門
殿
参
被
成
、
か

り
請
被
成
候
事

一
段
子
幕

片
間

壱

 
 

右
ハ
上
使
御
役
人
御
宿
へ
入
由
候
ハ
丶
、
渡
辺
善
左
衛
門
殿
ゟ

淡
路
守
殿
へ
書
状
参
候
間
、
上
田
利
左
衛
門
殿
へ
申
候
て
、
兵

具
所
へ
格
護
候
ま
ゝ
遣
申
候
、
使
戸
高
加
左
衛
門
、
郡
も
と
ノ

人
也

「
兵
具
所
」

一
役
所
ち
や
わ
ん
壱
ツ
、
新
右
衛
門
殿
ゟ
荒
川
石
右
衛
門
殿
へ
被
遣

候
、
使
来
住
口
小
窪
助
右
衛
門

一
上
使
様
、
明
日
御
着
ニ
付
、
普
請
方
之
儀
高
木
へ
清
兵
衛
殿
ゟ
被
仰

遣
候
、
使
時
任
喜
之
介

一
な
つ
め

壱
ツ

幷
引
茶
入
に
候

 
 

右
者
満
木
与
介
宿
ゟ
長
井
銀
兵
衛
殿
・
木
藤
伊
兵
衛
殿
ゟ
入
由
候

ニ
付
遣
候
、
此
使
大
岩
田
口
麓
曽
原
勘
介

一
灯
台

四
ツ

一
手
そ
へ
た
い

壱
ツ

 
 

右
ハ
本
町
ゟ
蔵
助
殿
可
遣
由
被
仰
候
間
、
金
艮
蔵
ゟ
出
、
則
持

せ
申
候
、
使
中
尾
口
牧
崎
勘
解
由

一
な
つ
め

壱
ツ

納
戸
所
ゟ
出

一
同

壱
ツ
ハ
権
助
殿
ゟ
出

一
同

壱
ツ
筆
者
所
ゟ
出

 
 

右
ハ
本
町
へ
清
水
長
右
衛
門
殿
へ
持
せ
遣
候
、
此
使
来
住
口
星

小
窪
助
右
衛
門

一
御
手
巾

壱
ツ

上
使
様
御
宿
蔵
助
殿
ゟ
御
用
之
由
候
、
物
奉
行

所
ゟ
召
寄
候
而
遣
申
候
、
使
山
田
衆
松
山
泉
長

一
上
使
様
御
着
ニ
付
ひ
き
茶
入
由
候
、
就
夫
な
つ
め
四
ツ
者
御
座
候
、

納
戸
所
へ
申
候
而
受
取
申
候
へ
共
不
入
由
候
而
、
則
か
へ
し
上
候
、

此
使
堀
切
杢
右
衛
門
殿
に
て
候
事

（
半
丁
空
白
）

 
 
 

十
一
月
四
日 

 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛

（
銀
）

（
天
部
付
箋
）
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右
ハ
権
助
殿
は
ち
ニ
て
候
、
是
ハ
長
井
吟
兵
衛
殿
相
渡
候
、
吉
左
衛

門
・
伝
左
衛
門
・
作
兵
衛
存 

一
た
は
こ
入 

壱
ツ 

ご
と
う
ノ
も
ん 

一
火
入 

 
 

壱
ツ 

右
同 

一
は
い
ふ
き 

壱
ツ 
右
同 

一
た
は
こ
道
具 

請
台
弐
ツ 
あ
か
ゝ
ね 

 
 

右
四
通
ハ 

上
使
御
着
ニ
付
、
本
町
ゟ
内
蔵
助
殿
・
財
部
権
兵
衛

殿
、
此
両
人
ゟ
御
用
之
由
候
ニ
付
、
淡
路
殿
・
新
右
衛
門
殿
御
下

知
ニ
付
持
せ
遣
候
、
使
来
住
口
ノ
山
口
喜
右
衛
門 

一
筆
■
対
者 

上
使
様
御
着
ニ
付
、
本
町
宿
見
舞
衆
内
蔵
助
殿
・
財
権

兵
衛
殿
ゟ
入
用
之
由
被
仰
越
候
ニ
付
、
物
奉
行
衆
へ
申
候
て
、
手
形

は
御
進
物
蔵
ゟ
受
取
、
右
両
人
へ
持
せ
置
候
、
使 

 
 
 

一
硯
箱 

一
通 

内
ニ
硯
一
ツ 

水
入
有
墨
一
丁 

 
 
 
 
 
 
 

か
け
こ
ニ
筆
二
対
有 

 

一
上
杉
原 

一
帖 

 

一
中
杉
原 

一
帖 

 

一
上
中
折 

三
帖 

 
 

右
四
通
、
渡
辺
善
左
衛
門
殿
ゟ
内
蔵
助
殿
・
権
兵
衛
殿
へ
可
相

渡
由
引
付
参
候
間
、
町
上
使
様
御
宿
へ
持
せ
申
候
、
使
横
市
山
下

治
部
左
衛
門 

一
ま
く 

片
間 

但
、
ぬ
の
た
ち
は
な
ノ
も
ん 

 
 

右
ハ 

上
使
様
御
着
ニ
付
、
御
陸
衆
ノ
宿
ニ
入
由
、
渡
辺
善
左
衛

門
殿
ゟ
被
申
越
候
間
、
納
戸
所
ノ
ま
く
片
間
御
持
せ
被
遣
候
、

使
大
岩
田
口
ノ
曽
原
勘
介
、
但
、
右
使
へ
淡
路
守
殿
従
御
下
知

遣
候
事 

一
古
垣
久
兵
衛
殿
・
西
牟
田
茂
右
衛
門
殿
・
大
寺
弥
五
右
衛
門
殿 

 

右
ハ
、
長
崎
へ
御
使
ニ
被
参
候
而
、
今
朝
未
明
帰
宅
に
て
候
事 

一
永
筵
弐
枚
者 

上
使
御
着
ニ
付
、
本
町
ゟ
財
部
権
兵
衛
殿
書
状
ニ
而

被
申
越
候
、
御
支
配
所
に
有
之
永
筵
者
被
申
越
候
間
、
淡
路
守
殿
へ

申
候
て
遣
候
、
使
山
田
ノ
千
長
坊
に
て
候
事 

一
た
は
こ
入 

壱
ツ 

朱
ぬ
り
ノ
箱 

一
火
入 

壱
ツ 

但
、
ご
と
う
ノ
も
ん 

一
た
は
こ
道
具
入
ノ
台 

壱
ツ 

あ
か
か
ね 

 
 

右
ハ
三
通
、
上
使
御
着
ニ
付
御
用
之
由
候
間
、
蔵
人
殿
御
宿
衆
へ

か
り
申
候
て
町
へ
遣
候
、
使
来
住
口
ノ
南
崎
万
七
左
衛
門
・
渡

辺
善
左
衛
門
殿
ゟ
被
申
越
候
間
、
善
左
衛
門
殿
へ
可
被
相
渡
由

壱 

〻 

（
マ
マ
） 

（
久
之
） 

（
北
郷
久
孝
） 

（
北
郷
久
和
カ
） 
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此
使
へ
申
候
事

右
た
は
こ
道
具
、
蔵
人
殿
宿
衆
へ
長
峯
関
右
衛
門
殿
参
被
成
、
か

り
請
被
成
候
事

一
段
子
幕

片
間

壱
 
 

右
ハ
上
使
御
役
人
御
宿
へ
入
由
候
ハ
丶
、
渡
辺
善
左
衛
門
殿
ゟ

淡
路
守
殿
へ
書
状
参
候
間
、
上
田
利
左
衛
門
殿
へ
申
候
て
、
兵

具
所
へ
格
護
候
ま
ゝ
遣
申
候
、
使
戸
高
加
左
衛
門
、
郡
も
と
ノ

人
也

「
兵
具
所
」

一
役
所
ち
や
わ
ん
壱
ツ
、
新
右
衛
門
殿
ゟ
荒
川
石
右
衛
門
殿
へ
被
遣

候
、
使
来
住
口
小
窪
助
右
衛
門

一
上
使
様
、
明
日
御
着
ニ
付
、
普
請
方
之
儀
高
木
へ
清
兵
衛
殿
ゟ
被
仰

遣
候
、
使
時
任
喜
之
介

一
な
つ
め

壱
ツ

幷
引
茶
入
に
候

 
 

右
者
満
木
与
介
宿
ゟ
長
井
銀
兵
衛
殿
・
木
藤
伊
兵
衛
殿
ゟ
入
由
候

ニ
付
遣
候
、
此
使
大
岩
田
口
麓
曽
原
勘
介

一
灯
台

四
ツ

一
手
そ
へ
た
い

壱
ツ

 
 

右
ハ
本
町
ゟ
蔵
助
殿
可
遣
由
被
仰
候
間
、
金
艮
蔵
ゟ
出
、
則
持

せ
申
候
、
使
中
尾
口
牧
崎
勘
解
由

一
な
つ
め

壱
ツ

納
戸
所
ゟ
出

一
同

壱
ツ
ハ
権
助
殿
ゟ
出

一
同

壱
ツ
筆
者
所
ゟ
出

 
 

右
ハ
本
町
へ
清
水
長
右
衛
門
殿
へ
持
せ
遣
候
、
此
使
来
住
口
星

小
窪
助
右
衛
門

一
御
手
巾

壱
ツ

上
使
様
御
宿
蔵
助
殿
ゟ
御
用
之
由
候
、
物
奉
行

所
ゟ
召
寄
候
而
遣
申
候
、
使
山
田
衆
松
山
泉
長

一
上
使
様
御
着
ニ
付
ひ
き
茶
入
由
候
、
就
夫
な
つ
め
四
ツ
者
御
座
候
、

納
戸
所
へ
申
候
而
受
取
申
候
へ
共
不
入
由
候
而
、
則
か
へ
し
上
候
、

此
使
堀
切
杢
右
衛
門
殿
に
て
候
事

（
半
丁
空
白
）

 
 
 

十
一
月
四
日 

 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛

金
艮
蔵

（
銀
）

人
也

「
兵
具
所
」

（
天
部
付
箋
）
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一
火
縄
十
五
寸
計

上
使
様
御
着
ニ
付
、
川
東
新
右
衛
門
殿
ゟ
入
由
候

間
、
上
田
利
左
衛
門
殿
ゟ
我
等
受
取
候
て
、
新
右
衛
門
殿
へ
持
せ

申
候
、
尤
使
後
町
ノ
少
吉
郎

 
 
 

本
町
部
当
所
御
道
具
番
賦

一
番

来
住
口

弐
人

二
番

大
岩
田
口
弐
人

三
番

中
尾
口

弐
人

四
番

鷹
尾
口

壱
人 

 

弓
場
田
口
壱
人

合
両
人

 
 

右
者
御
番
賦
両
人
ツ
丶
今
日
ゟ
可
被
相
勤
候
、
朝
五
ツ
時
ニ
被
参
、

筆
者
所
之
日
記
ニ
被
付
候
て
、
番
居
替
ニ
可
被
申
候
、
如
此
賦
次

第
ニ
無
油
断
可
被
相
次
候
、
緩
有
間
敷
候
、
以
上

未
霜
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

筆
者
所

 
 
 

諸
口
噯
衆
中

一
上
使
様
、
今
朝
日
出
時
分
ニ
爰
元
へ
御
着
被
成
、
御
仕
合
能
御
立
被

成
候
事

 
 
 
 
 

五
日

一
中
嶋
給
左
衛
門
殿
ゟ
い
か
た
借
用
被
成
候
由
候
ニ
付
、
御
両
人
へ
書

状
参
候
、
返
書
被
成
、
衆
中
分
之
い
か
た
被
遣
候
、
い
か
た
ハ
兵

具
所
ゟ
出
候
、
給
左
衛
門
殿
小
者
三
蔵
と
申
者
ニ
相
渡
候
事

一
右
い
か
た
給
左
衛
門
殿
ゟ
返
シ
被
成
候
間
、
高
橋
彦
六
へ
持
せ
候
而
、

上
田
利
左
衛
門
殿
へ
か
へ
し
付
候
事

一
今
日
高
木
衆
山
路
与
右
衛
門
、
鹿
児
嶋
へ
御
用
候
而
御
状
参
候
、
持

参
被
申
候
事

 
 
 
 
 

六
日

晴

一
上
使
様
御
帰
宅
ニ
付
つ
れ
ら
れ
、
為
見
合
木
藤
伊
兵
衛
殿
福
山
ま
て

今
朝
被
遣
候
、
山
田
衆
山
路
平
佐
・
大
峯
宇
介
・
瀬
戸
口
大
炊
兵

衛
、
右
三
人
為
小
使
被
相
添
福
山
被
参
候
、
賄
等
ハ
福
山
御
か
り

屋
坂
本
助
市
へ
、
此
旨
物
奉
行
衆
ゟ
手
形
為
被
遣
由
候
事

一
権
助
殿
ゟ
左
京
亮
殿
へ
被
仰
付
候
、
様
子
ハ
、
高
木
へ
被
罷
居
候

自
庵
、
此
度

上
使
様
御
下
向
被
成
候
、
左
候
へ
ハ
寄
候
、
御
知

人
ニ
て
候
、
指
出
可
懸
御
目
由
被
申
候
通
聞
召
候
、
左
様
ニ
候
而
ハ

笑
止
被
思
召
候
、
指
出
候
ハ
ぬ
様
ニ
噯
衆
へ
被
仰
付
候
様
ニ
堅
可
被

仰
付
候
、
若
被
指
出
候
ハ
丶
、
噯
衆
越
度
ニ
可
罷
成
候
、
其
通
堅
可

召
候

被

付
仰
付

申仰
付
仰
付

罷
成

仰
付

〻

屋
坂
本
助

一
権
助
殿
ゟ

（
土
持
貞
綱
）助
市
へ

此
旨

ゟ
左
京
亮
殿

助ゟ（
鎌
田
政
喬
）
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被
仰
付
候
、
左
様
成
通
、
左
京
進
殿
御
手
前
ゟ
稠
敷
可
仰
付
候
由

候
、
此
旨
申
渡
候
事

一
山
内
作
右
衛
門
殿
へ
被
仰
候
ハ
、
此
度

御
法
事
ニ
付
、
正
福
寺
ゟ

竹
五
束
望
度
由
被
申
候
、
御
買
用
ニ
ハ
難
被
成
候
、
何
と
そ
才
覚
可

有
由
被
仰
候
、
返
事
被
申
候
ハ
、
手
形
出
シ
申
候
へ
ハ
、
買
用
ニ
不

罷
成
候
へ
ハ
不
罷
成
候
間
、
右
意
見
噯
衆
・
庄
や
へ
御
談
合
被
成

候
へ
、
噯
・
庄
や
被
参
候
ハ
丶
、
談
合
可
申
由
被
申
候
事

（
半
丁
空
白
）

七
日

一
か
こ
し
ま
か
り
屋
番
衆
か
ち
山
ノ
坂
口
権
助
、
今
朝
被
罷
帰
候
、

様
子
ハ
、
上
使
様
か
こ
し
ま
御
出
船
被
成
御
座
申
来
候
事

一
上
使
様
、
福
山
へ
夕
部
八
ツ
時
ニ
御
着
船
之
由
候
通
、
木
藤
伊
兵
衛

殿
ゟ
被
申
越
候
、
使
山
田
ノ
せ
と
口
大
炊
丞
殿
ニ
而
候
、
今
日
巳
ノ

刻
ニ
参
着
候
事

一
布
幕
か
た
間
十
文
字
、
野
辺
勘
左
衛
門
殿
ゟ
被
申
遣
候
間
、
被
遣

候
使
安
永
衆
竪
山
源
介
ニ
而
持
せ
被
遣
候
事

一
木
伊
兵
衛
殿
ゟ
被
申
越
候
、

上
使
様
■
四
ツ
時
分
ニ
御
打
立
可
有

由
被
申
越
候
、
本
田
六
左
衛
門
殿
ゟ
直
ニ
承
候
由
被
申
越
候
、
使
山

田
ノ
大
嶺
宇
介
ニ
而
候
事

一
な
つ
め
弐
ツ
、
本
町
客
や
へ
御
用
之
由
候
間
、
相
馬
善
左
衛
門
殿

へ
持
せ
申
候
、
使
大
田
軍
助
也

一
わ
ん
ぶ
た
へ
十
も
ん
じ
の
ま
く
兵
具
衆
ゟ
う
け
取
候
て
、
本
町
客

や
へ
野
辺
勘
左
衛
門
殿
へ
持
せ
申
候
、
使
竪
山
源
助
也

十
一
月
八
日

右
ハ
西
牟
田
茂
右
衛
門
殿
・
上
田
利
左
衛
門
殿
へ
返
し

付
申
候

一
上
使
様
御
宿
御
門
番
四
人
被
仰
付
候
、
就
夫
か
ゝ
り
火
御
た
か
せ

被
成
候
、
か
ゝ
り
火
之
台
二
ツ
鎌
田
藤
左
衛
門
殿
へ
御
下
被
成
候
、

使
大
岩
田
ノ
木
原
弥
右
衛
門
ニ
而
候
事

（
半
丁
空
白
）

 
 
 
 
 

八
日

晴 
 
 
 
 

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

一
上
使
様
、
か
こ
し
ま
ゟ
昨
日
爰
元
へ
御
着
被
成
候
、
今
日
六
ツ
過
ニ

（
兼
尚
）
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被
仰
付
候
、
左
様
成
通
、
左
京
進
殿
御
手
前
ゟ
稠
敷
可
仰
付
候
由

候
、
此
旨
申
渡
候
事

一
山
内
作
右
衛
門
殿
へ
被
仰
候
ハ
、
此
度

御
法
事
ニ
付
、
正
福
寺
ゟ

竹
五
束
望
度
由
被
申
候
、
御
買
用
ニ
ハ
難
被
成
候
、
何
と
そ
才
覚
可

有
由
被
仰
候
、
返
事
被
申
候
ハ
、
手
形
出
シ
申
候
へ
ハ
、
買
用
ニ
不

罷
成
候
へ
ハ
不
罷
成
候
間
、
右
意
見
噯
衆
・
庄
や
へ
御
談
合
被
成

候
へ
、
噯
・
庄
や
被
参
候
ハ
丶
、
談
合
可
申
由
被
申
候
事

（
半
丁
空
白
）

七
日

一
か
こ
し
ま
か
り
屋
番
衆
か
ち
山
ノ
坂
口
権
助
、
今
朝
被
罷
帰
候
、

様
子
ハ
、
上
使
様
か
こ
し
ま
御
出
船
被
成
御
座
申
来
候
事

一
上
使
様
、
福
山
へ
夕
部
八
ツ
時
ニ
御
着
船
之
由
候
通
、
木
藤
伊
兵
衛

殿
ゟ
被
申
越
候
、
使
山
田
ノ
せ
と
口
大
炊
丞
殿
ニ
而
候
、
今
日
巳
ノ

刻
ニ
参
着
候
事

一
布
幕
か
た
間
十
文
字
、
野
辺
勘
左
衛
門
殿
ゟ
被
申
遣
候
間
、
被
遣

候
使
安
永
衆
竪
山
源
介
ニ
而
持
せ
被
遣
候
事

一
木
伊
兵
衛
殿
ゟ
被
申
越
候
、

上
使
様
■
四
ツ
時
分
ニ
御
打
立
可
有

由
被
申
越
候
、
本
田
六
左
衛
門
殿
ゟ
直
ニ
承
候
由
被
申
越
候
、
使
山

田
ノ
大
嶺
宇
介
ニ
而
候
事

一
な
つ
め
弐
ツ
、
本
町
客
や
へ
御
用
之
由
候
間
、
相
馬
善
左
衛
門
殿

へ
持
せ
申
候
、
使
大
田
軍
助
也

一
わ
ん
ぶ
た
へ
十
も
ん
じ
の
ま
く
兵
具
衆
ゟ
う
け
取
候
て
、
本
町
客

や
へ
野
辺
勘
左
衛
門
殿
へ
持
せ
申
候
、
使
竪
山
源
助
也

十
一
月
八
日

右
ハ
西
牟
田
茂
右
衛
門
殿
・
上
田
利
左
衛
門
殿
へ
返
し

付
申
候

一
上
使
様
御
宿
御
門
番
四
人
被
仰
付
候
、
就
夫
か
ゝ
り
火
御
た
か
せ

被
成
候
、
か
ゝ
り
火
之
台
二
ツ
鎌
田
藤
左
衛
門
殿
へ
御
下
被
成
候
、

使
大
岩
田
ノ
木
原
弥
右
衛
門
ニ
而
候
事

（
半
丁
空
白
）

 
 
 
 
 

八
日

晴 
 
 
 
 

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

一
上
使
様
、
か
こ
し
ま
ゟ
昨
日
爰
元
へ
御
着
被
成
候
、
今
日
六
ツ
過
ニ

野
平
兵
衛

（
兼
尚
）
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御
立
被
成
候
事

一
権
助
殿
火
は
ち

上
使
様
御
着
ニ
付
入
由
候
而
、
借
用
申
候

一
今
朝
戻
上
申
候
、
右
使
木
原
弥
助
、
町
御
宿
へ
参
候
、
今
日

被

戻
上
候

一
上
使
様
御
着
ニ
付
、
ま
く
二
ツ
、
壱
ツ
ハ
十
文
字
、
壱
ツ
ハ
た
ち
花

の
文
之
御
座
候
、
戻
上
申
候
使
野
村
大
郎
兵
衛
殿
へ
渡
■

一
同
殿
火
は
ち
戻
上
申
候
、
使
野
村
大
郎
兵
衛
殿
へ
渡

一
ま
く
切
数
三
ツ

但
、
き
ぬ
上
田
利
左
衛
門
殿
へ
渡

右
ハ
上
使
様
御
着
ニ
付
御
宿
へ
入
申
候

一
勝
岡
丹
波
守
殿
ゟ
役
所
へ
御
使
ニ
而
候
、
様
子
ハ
、

上
使
様
御
下

向
ニ
て
候
、
殊
ニ
此
方
御
宿
被
成
候
仕
合
能
御
座
候
通
、
一
段
目
出

度
存
候
、
此
等
之
旨
御
申
被
成
候
、
此
使
山
内
弥
八
左
衛
門
殿
ニ
而

候
事

 
 
 

霜
月
九
日

晴 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛

一
野
鳫
く
ふ
り
ニ
付
、
道
番
衆
之
事
、
中
尾
口
三
人
、
鷹
尾
口
三
人
、

弓
場
田
口
三
人
、
来
住
口
三
人
、
此
賦
之
様
ニ
可
被
相
閉
由
申
候
而
、

番
帳
中
尾
口
噯
之
衆
へ
今
日
相
渡
候
事

一
か
こ
し
ま
ゟ
丸
盆
御
引
せ
可
有
由
候
ニ
而
、
安
永
ノ
馬
形
作
左
衛
門
、

明
日
可
被
参
由
申
候
而
、
伺
今
日
遣
候
、
か
こ
し
ま
ゟ
参
候
状
相
添

候
事
、
但
、
釘
崎
丹
後
左
衛
門
殿
へ
右
廻
文
相
渡
候
事

一
か
こ
し
ま
へ
為
御
使
相
馬
吉
左
衛
門
殿
、
今
日
被
参
候
事

一
上
使
御
通
ニ
付
、
辛
労
被
申
候
衆
へ
御
酒
被
給
候
事

 
 
 

霜
月
十
日

晴 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

一
タ
鳫
く
ふ
り
、
西
田
治
部
右
衛
門
殿
へ
御
役
所
ゟ
鈴
弐
対
被
遣
候
、

使
相
馬
伝
左
衛
門

一
垂
水
ゟ
奥
方
へ
御
使
参
候
、
ミ
か
ん
進
納
ニ
て
候
事
、
椛
山
と
の
ノ

由
候

一
今
日
、
相
馬
善
左
衛
門
殿
か
こ
し
ま
へ
為
御
使
被
参
、
跡
ゟ
追
ニ
而

鶴
田
治
吉
殿
福
山
迄
被
遣
候
事

一
納
戸
衆
へ
御
役
所
ゟ
被
仰
渡
候
、
様
子
ハ
、
奥
方
御
物
参
に
可
被

成
時
、
御
ツ
タ
イ
被
申
候
衆
計
ニ
而
ハ
見
か
け
あ
し
く
候
間
、
ぞ
く

人
衆
被
加
御
供
被
申
候
様
ニ
、
自
今
以
後
御
供
賦
可
被
申
由
候
、
又

御
先
ニ
両
人
被
参
候
衆
被
仰
付
候
ハ
丶
可
然
候
、
其
子
細
ハ
む
さ
と

御

一
同
殿
火
は

（
権
助
殿
）
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馬
な
と
引
か
け
、
無
調
法
成
事
共
無
之
様
に
、
御
先
ニ
両
人
ツ
丶
御

供
被
申
候
人
可
被
仰
付
候
て
可
然
由
被
仰
候
、
使
相
馬
伝
左
衛
門

 
 
 

霜
月
十
一
日

晴

一
野
鳫
く
ひ
り
衆
か
こ
し
ま
ゟ
指
越
被
成
候
ニ
付
、
此
中
鷹
衆
被
相
添

候
へ
共
、
其
分
ニ
而
ハ
不
罷
成
候
、
就
夫
三
崎
伝
兵
衛
殿
可
被
相
添

由
、
権
助
殿
ゟ
申
遣
候
由
候
、
畏
入
由
被
申
上
候
事
、
但
、
清
兵

衛
殿
被
参
候
而
子
細
可
被
承
由
申
候

一
右
儀
ニ
付
左
京
進
殿
へ
申
遣
候
由
、
三
崎
伝
兵
衛
殿
野
鳫
く
び
り
衆

へ
可
被
相
付
候
、
御
手
寄
事
闕
ニ
御
座
候
へ
共
先
如
此
候
、
其
通
左

京
亮
殿
へ
申
入
候
事

一
朝

今
日
ゟ
御
法
事
於
龍
峯
寺
御
座
候
、
法
事
奉
行
志
間
加
々
右

衛
門
殿
・
内
藤
筑
兵
衛
殿
、
振
舞
奉
行
長
井
喜
左
衛
門
殿
・
和
田

左
近
兵
衛
殿
、
御
霊
膳
盆
衆
上
田
利
左
衛
門
殿
・
渡
辺
茂
兵
衛
殿
ニ

候
事

一
御
役
人
衆
御
両
人
・
三
原
次
郎
右
衛
門
殿
御
法
事
ニ
付
、
龍
峯
寺
へ

御
参
被
成
候
事

一
上
使
様
御
通
候
砌
辛
労
被
申
候
衆
、
先
日
九
日
ニ
御
振
舞
致
し
御
座

候
、
左
様
成
衆
、
今
日
御
ふ
る
ま
い
被
成
候
ニ
付
、
役
人
衆
御
代
ト

シ
テ
新
右
衛
門
殿
い
つ
れ
も
へ
御
振
舞
被
成
候
事

一
■
■
■
■
■
■
■
内

御
酒
弐
十
壱
盃
半
入
候
、
残
者
七
盃
也
、
酒
盈
屋
へ
相
渡
候
、
受
取

有
候

一
今
晩
奥
方
龍
峯
寺
へ
御
参
被
成
候
事

 
 
 
 
 

十
二
日

曇

一
か
こ
し
ま
ゟ
相
良
新
右
衛
門
殿
、
御
法
事
ニ
付
為
御
使
御
越
候
、
進

物
奥
方
樽
一
荷
・
深
折
一
ツ
可
下
候
、
御
振
舞
御
座
候
、
御
相
半

次
郎
左
衛
門
殿
・
蔵
人
殿
に
て
候
事

一
今
日
頴
娃
左
馬
頭
殿
、
高
岡
ゟ
御
帰
宅
ニ
而
候
、
左
候
而
龍
峯
寺
之

様
ニ
御
参
被
成
候
へ
く
事

一
鶴
田
治
兵
衛
、
か
こ
し
ま
ゟ
今
日
帰
宅
被
申
候
事

 
 
 
 
 

十
三
日

晴 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

一
野
鳫
く
ふ
り
人
へ
、
今
日
御
振
舞
被
仰
候
、
但
、
三
兵
衛
・
伝
兵

衛
相
伴
被
申
候
、
野
鳫
く
ふ
り
ノ
衆
ニ
而
ふ
る
ま
い
可
被
申
由
申
渡

御
酒
弐
拾
八
盃
半

上
使
御
通
ニ
付
辛
労
被
成
候
衆
へ
御
振
舞
被
成
候
ニ
而
受
取
候
内

〻

（
三
原
重
貞
）

（
北
郷
久
孝
カ
）

（
重
貞
）

（
北
郷
久
秀
カ
）
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馬
な
と
引
か
け
、
無
調
法
成
事
共
無
之
様
に
、
御
先
ニ
両
人
ツ
丶
御

供
被
申
候
人
可
被
仰
付
候
て
可
然
由
被
仰
候
、
使
相
馬
伝
左
衛
門

 
 
 

霜
月
十
一
日

晴

一
野
鳫
く
ひ
り
衆
か
こ
し
ま
ゟ
指
越
被
成
候
ニ
付
、
此
中
鷹
衆
被
相
添

候
へ
共
、
其
分
ニ
而
ハ
不
罷
成
候
、
就
夫
三
崎
伝
兵
衛
殿
可
被
相
添

由
、
権
助
殿
ゟ
申
遣
候
由
候
、
畏
入
由
被
申
上
候
事
、
但
、
清
兵

衛
殿
被
参
候
而
子
細
可
被
承
由
申
候

一
右
儀
ニ
付
左
京
進
殿
へ
申
遣
候
由
、
三
崎
伝
兵
衛
殿
野
鳫
く
び
り
衆

へ
可
被
相
付
候
、
御
手
寄
事
闕
ニ
御
座
候
へ
共
先
如
此
候
、
其
通
左

京
亮
殿
へ
申
入
候
事

一
朝

今
日
ゟ
御
法
事
於
龍
峯
寺
御
座
候
、
法
事
奉
行
志
間
加
々
右

衛
門
殿
・
内
藤
筑
兵
衛
殿
、
振
舞
奉
行
長
井
喜
左
衛
門
殿
・
和
田

左
近
兵
衛
殿
、
御
霊
膳
盆
衆
上
田
利
左
衛
門
殿
・
渡
辺
茂
兵
衛
殿
ニ

候
事

一
御
役
人
衆
御
両
人
・
三
原
次
郎
右
衛
門
殿
御
法
事
ニ
付
、
龍
峯
寺
へ

御
参
被
成
候
事

一
上
使
様
御
通
候
砌
辛
労
被
申
候
衆
、
先
日
九
日
ニ
御
振
舞
致
し
御
座

候
、
左
様
成
衆
、
今
日
御
ふ
る
ま
い
被
成
候
ニ
付
、
役
人
衆
御
代
ト

シ
テ
新
右
衛
門
殿
い
つ
れ
も
へ
御
振
舞
被
成
候
事

一
■
■
■
■
■
■
■
内

御
酒
弐
十
壱
盃
半
入
候
、
残
者
七
盃
也
、
酒
盈
屋
へ
相
渡
候
、
受
取

有
候

一
今
晩
奥
方
龍
峯
寺
へ
御
参
被
成
候
事

 
 
 
 
 

十
二
日

曇

一
か
こ
し
ま
ゟ
相
良
新
右
衛
門
殿
、
御
法
事
ニ
付
為
御
使
御
越
候
、
進

物
奥
方
樽
一
荷
・
深
折
一
ツ
可
下
候
、
御
振
舞
御
座
候
、
御
相
半

次
郎
左
衛
門
殿
・
蔵
人
殿
に
て
候
事

一
今
日
頴
娃
左
馬
頭
殿
、
高
岡
ゟ
御
帰
宅
ニ
而
候
、
左
候
而
龍
峯
寺
之

様
ニ
御
参
被
成
候
へ
く
事

一
鶴
田
治
兵
衛
、
か
こ
し
ま
ゟ
今
日
帰
宅
被
申
候
事

 
 
 
 
 

十
三
日

晴 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

一
野
鳫
く
ふ
り
人
へ
、
今
日
御
振
舞
被
仰
候
、
但
、
三
兵
衛
・
伝
兵

衛
相
伴
被
申
候
、
野
鳫
く
ふ
り
ノ
衆
ニ
而
ふ
る
ま
い
可
被
申
由
申
渡

シ
テ
新
右
衛
門
殿
い
つ
れ
も
へ
御
振
舞
被
成
候
事

■
■
■
■
■
■
■
内

御
酒
弐
拾
八
盃
半

上
使
御
通
ニ
付
辛
労
被
成
候
衆
へ
御
振
舞
被
成
候
ニ
而
受
取
候
内

朝衛
門

〻

物
奥
方
樽

次
郎
左
衛

（
三
原
重
貞
）

・
深
折
一
ツ

蔵
人
殿
に
て

（
北
郷
久
孝
カ
）

原
次
郎
右

（
重
貞
）

左
様
成
衆

テ
新
右
衛
門
殿

テ
新
右
衛
門
殿

（
北
郷
久
秀
カ
）
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候
、
代
官
所
ニ
も
ふ
る
ま
い
ノ
事
申
候
事

一
今
日
ま
て
於
龍
峯
寺
、

廓
安
様
御
法
事
相
調
候
事

 
 
 
 
 

十
四
日

晴 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門

箸
野
平
兵
衛

一
大
川
原
万
兵
衛
殿
、
今
日
か
こ
し
ま
へ
御
使
ニ
被
参
候
、
但
、
御
法

事
之
首
尾
ノ
御
使
之
由
候
、
恵
■
灯
院
・
南
林
寺
ニ
も
御
使
へ
被
参

候
、
又
か
こ
し
ま
ゟ
御
法
事
ニ
付
、
御
使
相
良
新
右
衛
門
殿
御
出
候
、

左
様
成
使
ニ
而
参
候
事

一
内
蔵
助
殿
へ
蔵
人
殿
ゟ
御
使
申
候
、
様
子
ハ
、
吉
右
衛
門
殿
此
度

上
使
御
着
ニ
付
、
於
高
木
早
使
之
入
組
候
、
左
様
成
ニ
付
寺
家
可
被

成
由
被
申
候
、
高
木
次
候
も
寺
家
被
申
候
間
、
吉
右
衛
門
殿
も
寺

家
被
成
候
而
可
然
候
、
今
明
日
間
ニ
日
次
第
に
て
候
、
所
中
之
寺
家

ニ
而
も
不
苦
候
間
、
其
通
合
点
可
有
由
御
使
申
候
、
又
前
か
と

御

姫
様
御
助
銀
子
被
申
渡
候
衆
、
知
行
目
録
不
相
済
候
、
急
ニ
首
尾
可

有
様
ニ
可
被
仰
済
由
、
御
使
申
候
、
相
馬
伝
左
衛
門

 
 
 
 
 

十
五
日 

 
 
 
 
 

古
垣
休
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
善
左
衛
門

一
本
御
城
之
荒
神
之
上
ふ
き
損
候
間
、
か
や
に
て
可
被
相
調
由
普
請

奉
行
衆
へ
申
遣
之
由
候
間
、
石
坂
二
左
衛
門
殿
へ
申
候
ヘ
ハ
、
被

申
候
ハ
普
請
方
ゟ
此
中
仕
候
事
な
く
候
、
乍
去
被
仰
付
事
ニ
候
間
、

と
も
か
く
も
御
下
知
次
第
之
由
被
申
候
、
就
夫
被
仰
候
ハ
、
さ
れ

ハ
例
ニ
罷
成
事
ニ
候
間
、
い
つ
か
た
よ
り
相
調
候
事
ニ
哉
相
談
候
而

被
申
上
由
候
、
其
旨
則
坂
二
左
衛
門
殿
へ
申
候
事

一
た
は
こ
壱
箱
ハ
北
郷
佐
渡
守
殿
御
貰
儀
ニ
付
、
御
座
御
供
衆
ま
て
ニ

出
候
、
き
せ
る
五
本
ハ
預
物
ニ
て
召
寄
候
事
、
古
垣
石
右
衛
門
・
渡

辺
善
左
衛
門
為
存
候
而
候

一
塩
鴨
壱
ツ
ハ

外
城
様
へ
、
佐
州
様
御
着
地
可
有
と
御
座
候
而
被
遂

候
、
使
乙
守
源
八
郎
殿
、
右
手
形
之
う
ら
書
渡
、
山
内
覚
右
衛
門

申
候
而
源
八
殿
へ
相
渡
候
事

 
 
 
 
 

十
六
日 

 
 
 
 

古
垣
石
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
善
左
衛
門

（
現
空
白
）

ま
い
ノ
事
申
候

廓
安
様
御
法

（
北
郷
久
直
）

候旨
則
坂
二
左

（
石
脱
）

 
 
 
 

相箸

詰

左
様
成
使

一
内
蔵
助
殿

（
北
郷
久
和
）

垣
石
右

辺
善
左

（
元
）

ニ
而
参
候
事

へ
蔵
人
殿
ゟ

（
北
郷
久
孝
）
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十
七
日 

 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
善
左
衛
門

一
三
崎
伝
兵
衛
為
内
証
被
申
上
候
、
野
鳫
く
ひ
り
衆
、
今
晩
可
参
由

被
申
候
、
不
如
意
ニ
御
座
候
間
、
御
酒
少
御
加
勢
被
成
度
由
被
申
候
、

尤
ニ
思
召
候
間
、
三
盃
被
遣
候
様
ニ
代
官
所
へ
可
申
由
候
間
、
喜
三

兵
衛
へ
状
を
以
申
遣
候
事

一
吉
利
下
総
守
殿
ゟ
御
使
ニ
而
候
、
様
子
ハ
、
小
右
衛
門
と
申
人
、
本

来
爰
元
之
人
由
候
、
去
年
八
月
か
こ
し
ま
へ
参
候
而
、
銀
子
借
申
度

由
申
候
ニ
付
、
下
総
守
殿
被
聞
召
付
、
銀
子
御
か
し
被
成
候
、
就
夫

替
合
な
く
に
て
ハ
罷
成
間
敷
候
由
被
仰
候
ニ
付
、
石
崎
甚
右
衛
門
替

合
に
て
書
物
ニ
判
被
仕
、
銀
子
被
申
請
候
、
神
田
橋
茂
右
衛
門
殿
も

様
子
被
聞
召
候
由
候
へ
共
、
書
物
ニ
判
不
被
成
候
、
然
ハ
右
小
右
衛

門
、
当
年
五
月
堪
忍
不
罷
成
由
に
て
相
は
つ
し
申
候
ニ
付
、
銀
子

早
々
可
被
相
済
由
、
甚
右
衛
門
方
へ
も
茂
右
衛
門
殿
前
に
被
仰
候
而

事
済
候
様
ニ
と
両
度
申
候
へ
共
未
相
済
申
候
、
何
様
御
言
に
く
き
儀

ニ
候
へ
共
、
爰
元
御
役
人
衆
前
ゟ
替
合
ま
て
被
仰
渡
相
調
候
様
ニ
と

被
仰
候
、
使
押
川
主
悦
助
殿
と
申
人
ニ
而
候
事

一
右
御
使
之
儀
ニ
付
、
神
田
橋
茂
右
衛
門
殿
・
石
崎
甚
右
衛
門
被
召
寄
、

右
之
様
子
ニ
候
通
御
尋
可
有
由
候
而
、
右
両
人
へ
使
被
遣
候
へ
共
、

甚
右
衛
門
ハ
山
へ
被
参
候
由
候
、
不
参
ニ
而
候
、
茂
右
衛
門
殿
被
参

候
ニ
付
御
尋
被
成
候
ヘ
ハ
、
被
仰
聞
候
様
ニ
小
右
衛
門
銀
子
吉
利
殿

へ
申
請
候
時
、
甚
右
衛
門
替
合
に
て
書
物
共
仕
候
、
茂
右
衛
門
事

も
様
子
承
候
へ
共
、
書
物
ニ
判
ハ
不
仕
候
へ
と
も
、
吉
利
殿
ゟ
両
度

銀
子
返
上
申
候
様
ニ
申
付
候
へ
と
承
候
へ
と
も
、
小
右
衛
門
い
ま
た

銀
子
か
り
出
し
不
申
由
候
間
、
御
尋
候
而
可
為
出
候
通
返
事
申
候
、

甚
右
衛
門
へ
右
御
尋
被
成
而
も
替
合
に
て
ハ
無
之
な
と
ゝ
ハ
申
し
上

ま
し
く
候
間
、
今
ち
と
銀
子
返
上
御
尋
被
成
候
へ
、
と
か
く
上
納

候
ハ
て
ハ
不
叶
事
ニ
候
間
、
小
右
衛
門
召
寄
相
済
候
様
ニ
と
甚
右
衛

門
も
可
申
付
候
由
被
申
候
、
就
夫
又
茂
右
衛
門
殿
へ
被
仰
候
ハ
、

と
か
く
甚
右
衛
門
御
使
と
同
道
仕
、
か
こ
し
ま
へ
参
候
而
一
着
相
済

候
ハ
て
ハ
調
間
敷
候
、
吉
利
殿
へ
も
一
着
之
御
返
事
不
被
成
候
に

て
ハ
不
成
合
事
ニ
候
間
、
甚
右
衛
門
被
罷
帰
次
第
、
一
着
之
御
返
事

被
申
候
へ
、
其
通
ヲ
吉
利
殿
へ
も
可
被
仰
由
候
ニ
付
、
甚
右
衛
門
殿

へ
茂
右
衛
門
殿
同
道
に
て
参
候
而
、
右
之
通
申
渡
候
へ
ハ
、
と
か
く

御
達
次
第
ニ
御
使
と
同
道
仕
、
か
こ
し
ま
へ
罷
越
候
而
小
右
衛
門
へ

〻

（
忠
張
）

- 16 -



- 17 -

 
 
 
 
 

十
七
日 

 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
善
左
衛
門

一
三
崎
伝
兵
衛
為
内
証
被
申
上
候
、
野
鳫
く
ひ
り
衆
、
今
晩
可
参
由

被
申
候
、
不
如
意
ニ
御
座
候
間
、
御
酒
少
御
加
勢
被
成
度
由
被
申
候
、

尤
ニ
思
召
候
間
、
三
盃
被
遣
候
様
ニ
代
官
所
へ
可
申
由
候
間
、
喜
三

兵
衛
へ
状
を
以
申
遣
候
事

一
吉
利
下
総
守
殿
ゟ
御
使
ニ
而
候
、
様
子
ハ
、
小
右
衛
門
と
申
人
、
本

来
爰
元
之
人
由
候
、
去
年
八
月
か
こ
し
ま
へ
参
候
而
、
銀
子
借
申
度

由
申
候
ニ
付
、
下
総
守
殿
被
聞
召
付
、
銀
子
御
か
し
被
成
候
、
就
夫

替
合
な
く
に
て
ハ
罷
成
間
敷
候
由
被
仰
候
ニ
付
、
石
崎
甚
右
衛
門
替

合
に
て
書
物
ニ
判
被
仕
、
銀
子
被
申
請
候
、
神
田
橋
茂
右
衛
門
殿
も

様
子
被
聞
召
候
由
候
へ
共
、
書
物
ニ
判
不
被
成
候
、
然
ハ
右
小
右
衛

門
、
当
年
五
月
堪
忍
不
罷
成
由
に
て
相
は
つ
し
申
候
ニ
付
、
銀
子

早
々
可
被
相
済
由
、
甚
右
衛
門
方
へ
も
茂
右
衛
門
殿
前
に
被
仰
候
而

事
済
候
様
ニ
と
両
度
申
候
へ
共
未
相
済
申
候
、
何
様
御
言
に
く
き
儀

ニ
候
へ
共
、
爰
元
御
役
人
衆
前
ゟ
替
合
ま
て
被
仰
渡
相
調
候
様
ニ
と

被
仰
候
、
使
押
川
主
悦
助
殿
と
申
人
ニ
而
候
事

一
右
御
使
之
儀
ニ
付
、
神
田
橋
茂
右
衛
門
殿
・
石
崎
甚
右
衛
門
被
召
寄
、

右
之
様
子
ニ
候
通
御
尋
可
有
由
候
而
、
右
両
人
へ
使
被
遣
候
へ
共
、

甚
右
衛
門
ハ
山
へ
被
参
候
由
候
、
不
参
ニ
而
候
、
茂
右
衛
門
殿
被
参

候
ニ
付
御
尋
被
成
候
ヘ
ハ
、
被
仰
聞
候
様
ニ
小
右
衛
門
銀
子
吉
利
殿

へ
申
請
候
時
、
甚
右
衛
門
替
合
に
て
書
物
共
仕
候
、
茂
右
衛
門
事

も
様
子
承
候
へ
共
、
書
物
ニ
判
ハ
不
仕
候
へ
と
も
、
吉
利
殿
ゟ
両
度

銀
子
返
上
申
候
様
ニ
申
付
候
へ
と
承
候
へ
と
も
、
小
右
衛
門
い
ま
た

銀
子
か
り
出
し
不
申
由
候
間
、
御
尋
候
而
可
為
出
候
通
返
事
申
候
、

甚
右
衛
門
へ
右
御
尋
被
成
而
も
替
合
に
て
ハ
無
之
な
と
ゝ
ハ
申
し
上

ま
し
く
候
間
、
今
ち
と
銀
子
返
上
御
尋
被
成
候
へ
、
と
か
く
上
納

候
ハ
て
ハ
不
叶
事
ニ
候
間
、
小
右
衛
門
召
寄
相
済
候
様
ニ
と
甚
右
衛

門
も
可
申
付
候
由
被
申
候
、
就
夫
又
茂
右
衛
門
殿
へ
被
仰
候
ハ
、

と
か
く
甚
右
衛
門
御
使
と
同
道
仕
、
か
こ
し
ま
へ
参
候
而
一
着
相
済

候
ハ
て
ハ
調
間
敷
候
、
吉
利
殿
へ
も
一
着
之
御
返
事
不
被
成
候
に

て
ハ
不
成
合
事
ニ
候
間
、
甚
右
衛
門
被
罷
帰
次
第
、
一
着
之
御
返
事

被
申
候
へ
、
其
通
ヲ
吉
利
殿
へ
も
可
被
仰
由
候
ニ
付
、
甚
右
衛
門
殿

へ
茂
右
衛
門
殿
同
道
に
て
参
候
而
、
右
之
通
申
渡
候
へ
ハ
、
と
か
く

御
達
次
第
ニ
御
使
と
同
道
仕
、
か
こ
し
ま
へ
罷
越
候
而
小
右
衛
門
へ

右
御

間
、
今

〻

衛

を

利
下
総
守

（
忠
張
）
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も
申
談
一
着
可
申
済
由
被
申
上
候
、
左
候
而
被
申
上
候
、
其
通
ニ
可

然
由
被
仰
候
事

一
吉
利
殿
御
使
へ
御
返
事
ト
シ
テ
被
仰
候
ハ
、
茂
右
衛
門
・
甚
右
衛

門
此
両
人
口
か
ら
承
候
、
仰
候
様
ニ
甚
右
衛
門
替
合
申
、
書
物
仕
候

由
申
候
、
就
夫
御
使
と
同
道
仕
、
か
こ
し
ま
へ
参
候
而
小
右
衛
門
へ

も
申
聞
せ
一
着
可
相
済
由
申
候
間
、
其
通
御
申
可
有
由
被
仰
候
事
、

使
渡
善
左
衛
門
ニ
而
候
事

 
 
 
 
 

十
八
日 

 
 
 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
善
左
衛
門

（
現
空
白
）

 
 
 
 
 

十
九
日

晴 
 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛

（
現
空
白
）

 
 
 
 
 

廿
日 

 

晴 
 
 
 
 

相
馬
吉
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛

一
川
東
・
山
田
・
に
し
た
け
ニ
川
成
検
地
ニ
被
参
候
衆
、
友
重
十
郎
右

衛
門
殿
・
中
嶋
電
右
衛
門
殿
・
神
野
久
左
衛
門
殿
ニ
而
候
事

一
梅
北
・
寺
柱
・
中
之
郷
、
右
三
ヶ
所
ノ
行
司
衆
ゟ
こ
ぜ
い
つ
と
壱

ツ
丶
被
上
候
間
、
納
殿
衆
野
村
太
郎
兵
衛
殿
ニ
而
奥
方
へ
上
申
候
事

 
 
 
 
 

廿
一
日 

 
 
 
 

詰

箸
野
平
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
善
左
衛
門

一
か
も
弐
ツ
、
壱
ツ
ハ
奥
方
へ
、
壱
ツ
ハ
後
室
様
へ
御
役
所
ゟ
御
上

被
成
候
、
山
内
覚
右
衛
門
殿
・
豊
丸
分
右
衛
門
殿
へ
相
渡
し
申
候
、

使
平
兵
衛

 
 
 
 
 

廿
二
日

晴 
 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛

一
う
つ
ら
野
明
時
日
か
け
候
て
可
被
上
由
申
渡
候
、
志
和
地
・
の
ゝ

み
谷
・
高
木
・
横
市

詰

和
地

（
池
）
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一
猪
筋
引 

四
ツ 

 

右
ハ
代
官
所
ゟ
今
日
被
召
寄
候
而
、
町
へ
か
こ
し
ま
ゟ
殿
役
衆
指
越

ニ
て
候
、
其
宿
へ
被
遣
由
候
間
、
大
草
段
右
衛
門
殿
・
山
田
四
郎
兵

衛
殿
へ
相
渡
候
事 

  
 
 
 
 

廿
三
日 

八
ツ
過
ゟ
雨 

箸
野
平
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛 

  

（
現
空
白
） 

   
 
 
 
 

廿
四
日 

 
 
 
 
 

詰 

箸
野
平
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

野
崎
作
兵
衛 

一
本
日
ハ
鹿
児
嶋
ゟ
ノ
廻
状
四
ツ
、
又
天
長
寺
ゟ
ノ
状
一
ツ
、
正
応

寺
へ
野
崎
市
右
衛
門
殿
被
持
候
、
来
住
口
番
衆
有
馬
土
佐
右
衛
門

持
参
候
事 

一
今
日
ハ
次
郎
左
衛
門
様
御
病
気
之
由
候
て
、
御
指
出
不
被
成
候
事 

 

 
 
 
 
 

廿
五
日 

 
 
 
 
 
 

箸
野
平
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門 

  

（
現
空
白
） 

   
 
 
 
 

廿
六
日 

 
 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛 

一
御
祈
念
大
般
若
に
て
候
、
正
僧
、
天
長
寺
御
相
伴
善
兵
衛
殿
に
て

候
事 

  
 
 
 
 

廿
七
日 

晴 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛 

一
船
御
手
形
之
儀
ニ
付
、
手
形
之
前
書
幷
御
状
二
ツ
、
か
こ
し
ま
今
日

高
木
治
右
衛
門
と
申
人
使
ニ
被
遣
候
事 

一
山
田
四
郎
兵
衛
殿
ゟ
被
申
候
ハ
、
殿
役
番
所
作
候
ニ
付
、
御
用
か
ら

竹
廿
五
本
・
な
よ
竹
廿
五
本
出
さ
れ
へ
き
様
ニ
、
山
奉
行
へ
被
仰
候

而
可
被
下
由
被
申
候
、
御
役
所
へ
申
候
而
、
山
奉
行
佐
藤
五
郎
介
殿
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猪
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病
気
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不
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五
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箸
野
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兵
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相
馬
伝
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衛
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（
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空
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廿
六
日 

 
 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
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古
垣
久
兵
衛 

一
御
祈
念
大
般
若
に
て
候
、
正
僧
、
天
長
寺
御
相
伴
善
兵
衛
殿
に
て

候
事 

  
 
 
 
 

廿
七
日 

晴 
 
 
 
 

相
馬
伝
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
垣
久
兵
衛 

一
船
御
手
形
之
儀
ニ
付
、
手
形
之
前
書
幷
御
状
二
ツ
、
か
こ
し
ま
今
日

高
木
治
右
衛
門
と
申
人
使
ニ
被
遣
候
事 

一
山
田
四
郎
兵
衛
殿
ゟ
被
申
候
ハ
、
殿
役
番
所
作
候
ニ
付
、
御
用
か
ら

竹
廿
五
本
・
な
よ
竹
廿
五
本
出
さ
れ
へ
き
様
ニ
、
山
奉
行
へ
被
仰
候

而
可
被
下
由
被
申
候
、
御
役
所
へ
申
候
而
、
山
奉
行
佐
藤
五
郎
介
殿
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へ
竹
被
遣
候
様
ニ
と
申
候
事

 
 
 
 
 

廿
八
日

一
佐
藤
七
左
衛
門
、
か
ち
山
へ
移
候
儀
ニ
付
、
明
日
か
こ
し
ま
へ
為
可

承
可
可
被
参
候
由
被
仰
付
候
、
就
夫
野
村
大
学
助
殿
・
和
田
讃
岐

殿
へ
次
郎
左
衛
門
殿
御
寄
ゟ
御
状
被
遣
候
、
則
今
日
万
左
衛
門
殿

へ
御
渡
に
て
候
事

 
 
 
 
 

廿
九
日 

 
 
 
 
 
 

箸
野
平
兵
衛

一
今
日
、
古
休
兵
衛
殿
・
相
伝
左
衛
門
殿
詰
寄
に
て
候
処
、
御
役
人

衆
川
へ
御
出
候
ニ
付
、
右
両
人
被
参
候
、
替
と
し
て
我
等
詰
申
候

一
今
日
、
御
役
人
衆
川
あ
そ
ひ
へ
御
出
候
、
御
三
人
と
も
ニ
御
参
不
被

成
候
事
、
御
留
主
ニ
ハ
淡
路
守
殿
御
存
ニ
而
候
事

一
今
日
、
長
田
甚
七
郎
罷
下
候
、
大
坂
ゟ
長
右
衛
門
、
七
右
衛
門
殿

ゟ
御
役
所
へ
状
二
ツ
持
参
候
、
淡
路
守
殿
ゟ
御
役
人
衆
長
飯
へ
御

出
候
ニ
御
持
せ
被
成
候
事

一
今
日
、
庄
や
詰
寄
田
中
重
右
衛
門
ニ
而
候
事

 
 
 
 
 

丗
日

晴 
 
 
 
 

野
崎
作
兵
衛

（
現
空
白
）

藤
七
左

可
可
被

（
マ
マ
）
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日日
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島島
津津
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史史
料料  IIDD 11001100

）） 
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〕〕〈〈
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年年
（（
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日日
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（（
都都
城城
島島
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史史
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）） 
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30･

7
㎝

20.9㎝
(

表
紙
）

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
朱
書
）

 
 
 

「
慶
安
元
年
四
月
五
日
云
云
」

一
慶
安
元
年
四
月
五
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
岩
切
六
右
衛
門
殿
御
使
ニ

而
従

御
家
老
被
仰
聞
候
、
北
郷
又
次
郎
殿
事
、
直
ニ
被
召
仕
候
処
、

少
身
ニ
テ
諸
事
大
儀
之
体
候
、
殊
此
度
於
江
戸
犬
追
物
被
相
勤
候
、

今
体
ニ
テ
ハ
如
何
ニ
候
間
、
庶
子
分
之
知
行
出
候
而
可
然
被
思
召
候
、

後
室
前
ゟ
御
校
量
ニ
て
ハ
之
儀
ニ
候
、
尤
讃
岐
殿
於
御
存
生
者
無
余

儀
事
ニ
候
間
、
不
及
被
仰
候
へ
共
、
先
以
此
等
之
段
、
後
室
へ
御
談

合
之
由
承
候
、
但
、
比
志
嶋
監
物
殿
御
同
前
ニ
被
成
承
候
事
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使

北
郷
次
右
衛
門

一
同
十
日
、
後
室
御
返
事
之
旨
御
両
使
へ
申
入
候
、
必
被
仰
聞
候
、

又
次
郎
事
少
身
ニ
候
ニ
付
、
知
行
之
儀
御
談
合
之
由
候
、
被
付
御
心

忝
存
候
、
然
者
此
方
知
行
之
内
為
庶
子
分
指
出
可
遣
由
被
仰
聞
候
、

尤
左
様
ニ
可
有
之
候
へ
共
、
当
家
事
名
跡
不
定
候
而
、
女
斗
罷
有
候

処
、
従
前
代
格
護
之
知
行
差
分
可
遣
事
難
成
存
候
、
其
上
古
よ
り

庶
子
之
者
共
多
々
有
之
事
ニ
候
へ
共
、
知
行
之
内
差
分
遣
た
る
例
無

御
座
候
、
定
而
名
跡
も
急
度
可
被
仰
付
候
間
、
其
刻
之
被
成
御
沙
汰

可
被
下
由
為
御
返
事
申
入
候
、
比
志
嶋
監
物
殿
御
同
前
ニ
被
聞
召
候

事
一
同
八
月
四
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
を
以
被
仰
聞

候
、
様
子
ハ
、
北
郷
又
次
郎
殿
知
行
之
儀
、
前
稜
従
後
室
北
郷
次

右
衛
門
を
以
御
申
候
旨
、
御
家
老
衆
細
々
被
聞
召
上
候
、
就
夫
為

御
返
事
被
仰
出
候
、
爰
元
も
皆
々
庶
子
分
之
知
行
出
申
体
ニ
候
、
又

次
郎
殿
事
も
在
江
戸
之
御
奉
公
共
候
、
然
者
少
身
ニ
而
ハ
可
難
調
儀

ニ
候
間
、
知
行
を
も
被
遣
候
ハ
て
ハ
の
儀
候
、
先
日
後
室
被
成
申
候

ハ
、
当
分
名
跡
も
無
之
候
処
、
知
行
分
之
儀
難
斗
由
候
へ
と
も
、

是
非
共
庶
子
分
知
行
被
遣
可
然
候
、

殿
様
へ
も
被
聞
召
上
之
儀

炊
助
殿
・

郷
又
次
郎

（
久
常
）知

行
出
候
而
可

尤
讃
岐
殿
於

（
北
郷
忠
能
）

郷
次
右
衛

（
久
孝
）

候
へ
共

嶋
監
物
殿

（
範
員
）

猿
渡
大

（
上
置
）

及
被
仰
候

比
志
嶋 候嶋

（
上
置
）

訪
杢
右
衛

（
兼
清
）
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候
間
、
縦
名
跡
被
成
御
定
候
と
て
も
、
子
細
有
之
間
敷
事
ニ
候
、
右

之
旨
、
後
室
へ
及
御
納
得
候
様
ニ
申
候
而
可
然
由
候
、
此
旨
比
志
嶋

監
物
殿
被
召
烈
、
於
御
屋
形
承
申
候
事

右
之
使

土
持
権
助

一
同
八
月
十
七
日
、
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
・
猿
渡
大
炊
助
殿
へ
後
室
為

御
返
事
申
上
候
者
、
先
日
又
次
郎
庶
子
分
知
行
之
儀
被
仰
聞
候
、

細
々
承
届
申
候
、
就
夫
前
々
ゟ
家
之
庶
子
雖
御
座
候
、
庶
子
分
知

行
遣
候
其
例
無
之
事
ニ
候
、
就
中
当
分
ハ
名
跡
も
無
之
候
処
、
女
共

為
分
別
難
斗
存
候
、
前
之
御
公
儀
以
御
下
知
、
又
次
郎
へ
高
五
百

石
遣
置
候
、
其
時
節
庶
子
分
ハ
為
相
済
与
存
候
、
雖
然
遮
而
被
仰
儀

候
間
、
当
分
知
行
之
上
ニ
少
々
ハ
相
加
遣
可
申
候
、
大
分
之
儀
候

ハ
ヽ
、
何
ヶ
度
も
御
侘
言
可
申
上
候
、
殊
更
当
家
事
ハ
借
銀
過
分
ニ

御
座
候
、
為
彼
返
弁
家
中
之
者
共
及
両
度
上
地
仕
、
疲
果
及
迷
惑

候
、
以
彼
是
大
分
ニ
知
行
可
遣
儀
難
成
被
存
候
通
申
上
候
、
然
処
、

知
行
前
高
ニ
少
々
相
加
可
被
遣
之
由
被
成
申
候
、
高
何
程
可
被
相
加

之
由
候
哉
与
御
使
衆
ゟ
被
成
御
尋
候
、
従
此
方
申
上
候
ハ
、
細
々

之
儀
ハ
不
被
申
聞
候
、
前
高
ニ
相
加
千
石
程
ニ
而
も
可
有
之
歟
与
申

入
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使

北
郷
次
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
持
権
助

一
同
廿
二
日
、

御
城
へ
被
召
寄
、
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
・
猿
渡
大
炊

助
殿
被
成
御
尋
候
、
様
子
ハ
、
此
方
申
分
之
儀
、
殿
様
へ
可
被
聞

召
上
候
、
左
様
之
時
節
御
尋
者
可
有
御
座
之
儀
候
間
被
仰
由
候
、
北

郷
殿
高
、
前
々
ハ
八
万
石
与
聞
召
候
、
当
分
之
高
ニ
下
り
候
儀
如
何

様
之
仕
合
ニ
候
哉
、
又
北
郷
加
賀
守
殿
へ
知
行
之
分
り

御
朱
印
ニ

而
候
様
ニ
聞
得
候
、
是
又
如
何
様
ニ
候
哉
御
尋
之
由
候
、
申
上
候
ハ
、

本
高
下
り
候
事
ハ
祁
答
院
へ
移
之
時
節
下
候
与
聞
得
申
候
、
北
郷

加
賀
守
殿
御
知
行
之
儀
者

御
朱
印
之
地
に
て
候
由
申
来
候
通
申
入

候
処
、
御
両
使
被
仰
候
者
、
今
些
思
惟
候
而
、
明
日
様
子
可
申
上
候

由
、
被
仰
候
事
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使

北
郷
次
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
持
権
之
助

一
同
廿
三
日
、
両
人
罷
出
、
御
両
使
へ
申
入
候
、
昨
日
申
上
候
ニ
、
遮

而
無
相
易
儀
候
、
乍
然
北
郷
加
賀
守
殿
知
行
之
儀
ハ
、
前
々
太
閤
公

御
下
向
之
砌
、
当
家
人
質
ト
シ
テ
一
雲
之
子
新
次
郎
致
上
洛
候
、

此
外
ニ
子
を
今
一
人
御
奉
公
ニ
指
出
被
申
上
候
、
北
郷
先
地
日
向
之

内
ニ
有
之
由
候
ヲ
其
人
へ
可
被
仰
付
与
之

御
朱
印
ト
見
得
候
、
夫

（
三
久
）

（
貞
綱
）

（
北
郷
忠
頼
）
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候
間
、
縦
名
跡
被
成
御
定
候
と
て
も
、
子
細
有
之
間
敷
事
ニ
候
、
右

之
旨
、
後
室
へ
及
御
納
得
候
様
ニ
申
候
而
可
然
由
候
、
此
旨
比
志
嶋

監
物
殿
被
召
烈
、
於
御
屋
形
承
申
候
事

右
之
使

土
持
権
助

一
同
八
月
十
七
日
、
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
・
猿
渡
大
炊
助
殿
へ
後
室
為

御
返
事
申
上
候
者
、
先
日
又
次
郎
庶
子
分
知
行
之
儀
被
仰
聞
候
、

細
々
承
届
申
候
、
就
夫
前
々
ゟ
家
之
庶
子
雖
御
座
候
、
庶
子
分
知

行
遣
候
其
例
無
之
事
ニ
候
、
就
中
当
分
ハ
名
跡
も
無
之
候
処
、
女
共

為
分
別
難
斗
存
候
、
前
之
御
公
儀
以
御
下
知
、
又
次
郎
へ
高
五
百

石
遣
置
候
、
其
時
節
庶
子
分
ハ
為
相
済
与
存
候
、
雖
然
遮
而
被
仰
儀

候
間
、
当
分
知
行
之
上
ニ
少
々
ハ
相
加
遣
可
申
候
、
大
分
之
儀
候

ハ
ヽ
、
何
ヶ
度
も
御
侘
言
可
申
上
候
、
殊
更
当
家
事
ハ
借
銀
過
分
ニ

御
座
候
、
為
彼
返
弁
家
中
之
者
共
及
両
度
上
地
仕
、
疲
果
及
迷
惑

候
、
以
彼
是
大
分
ニ
知
行
可
遣
儀
難
成
被
存
候
通
申
上
候
、
然
処
、

知
行
前
高
ニ
少
々
相
加
可
被
遣
之
由
被
成
申
候
、
高
何
程
可
被
相
加

之
由
候
哉
与
御
使
衆
ゟ
被
成
御
尋
候
、
従
此
方
申
上
候
ハ
、
細
々

之
儀
ハ
不
被
申
聞
候
、
前
高
ニ
相
加
千
石
程
ニ
而
も
可
有
之
歟
与
申

入
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使

北
郷
次
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
持
権
助

一
同
廿
二
日
、

御
城
へ
被
召
寄
、
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
・
猿
渡
大
炊

助
殿
被
成
御
尋
候
、
様
子
ハ
、
此
方
申
分
之
儀
、
殿
様
へ
可
被
聞

召
上
候
、
左
様
之
時
節
御
尋
者
可
有
御
座
之
儀
候
間
被
仰
由
候
、
北

郷
殿
高
、
前
々
ハ
八
万
石
与
聞
召
候
、
当
分
之
高
ニ
下
り
候
儀
如
何

様
之
仕
合
ニ
候
哉
、
又
北
郷
加
賀
守
殿
へ
知
行
之
分
り

御
朱
印
ニ

而
候
様
ニ
聞
得
候
、
是
又
如
何
様
ニ
候
哉
御
尋
之
由
候
、
申
上
候
ハ
、

本
高
下
り
候
事
ハ
祁
答
院
へ
移
之
時
節
下
候
与
聞
得
申
候
、
北
郷

加
賀
守
殿
御
知
行
之
儀
者

御
朱
印
之
地
に
て
候
由
申
来
候
通
申
入

候
処
、
御
両
使
被
仰
候
者
、
今
些
思
惟
候
而
、
明
日
様
子
可
申
上
候

由
、
被
仰
候
事
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使

北
郷
次
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
持
権
之
助

一
同
廿
三
日
、
両
人
罷
出
、
御
両
使
へ
申
入
候
、
昨
日
申
上
候
ニ
、
遮

而
無
相
易
儀
候
、
乍
然
北
郷
加
賀
守
殿
知
行
之
儀
ハ
、
前
々
太
閤
公

御
下
向
之
砌
、
当
家
人
質
ト
シ
テ
一
雲
之
子
新
次
郎
致
上
洛
候
、

此
外
ニ
子
を
今
一
人
御
奉
公
ニ
指
出
被
申
上
候
、
北
郷
先
地
日
向
之

内
ニ
有
之
由
候
ヲ
其
人
へ
可
被
仰
付
与
之

御
朱
印
ト
見
得
候
、
夫

与
聞
召
候

郷
加
賀
守

（
三
久
）

持
権
助

（
貞
綱
）

之
儀
ハ

前

子
新
次
郎
致

（
北
郷
忠
頼
）
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ニ
付
追
付
加
賀
殿
在
京
ニ
テ
拝
領
之
知
行
ニ
て
候
由
聞
得
申
候
、
右

之
御
朱
印
ハ
必
北
郷
家
ニ
被
給
た
る
物
ニ
而
無
之
候
、
御
公
儀
へ
之

御
朱
印
ニ
候
、
其
中
ニ
右
之
条
々
相
籠
申
候
写
ヲ
此
方
へ
格
護
申
候
、

右
之
段
巨
細
可
被
聞
召
上
候
、
北
郷
佐
渡
守
殿
御
方
へ
御
尋
候
ハ

丶
可
相
聞
得
候
由
申
入
候
事

右
之
使

北
郷
次
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
持
権
之
助

一
同
廿
七
日
、
前
申
上
候

御
朱
印
写
、
都
之
城
よ
り
召
寄
候
、
為

念
ニ
候
由
申
、
比
志
嶋
監
物
殿
懸
御
目
候
、
被
成
御
覧
、
彼
書
物
御

使
衆
猿
渡
大
炊
助
殿
・
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
被
成
御
覧
候
様
ニ
可
被
仰

由
候
而
、
監
物
殿
へ
被
召
置
候
事右

使

土
持
権
助

一
同
八
月
卅
日
猿
渡
大
炊
助
殿
御
一
人
ニ
テ
被
仰
聞
候
、
又
次
郎
殿
知

行
之
儀
ニ
付
、
従
前
之
庶
子
分
地
無
之
由
、
又
諸
士
上
地
共
有
之
事

ニ
候
間
、
高
大
分
ニ
ハ
難
成
由
御
申
候
、
御
家
老
衆
被
思
召
候
ハ
、

御
分
限
之
儀
ニ
候
間
、
其
相
応
之
高
ヲ
被
究
御
申
上
可
然
候
、
其
時
、

殿
様
へ
可
被
仰
上
候
、
其
砌

殿
様
も
不
相
応
之

御
意
共
候

ハ
ヽ
、
夫
ハ
御
家
老
衆
御
前
ゟ
細
々
御
申
分
可
被
成
候
、
其
心
得

候
而
高
員
数
之
究
御
申
上
可
有
候
由
被
仰
聞
候
事

右
之
使

土
持
権
助

一
同
九
月
一
日
、
御
屋
形
へ
罷
出
、
比
志
嶋
監
物
殿
・
猿
渡
大
炊
助

殿
御
同
前
ニ
懸
御
目
候
、
大
炊
助
殿
為
御
内
証
被
仰
聞
候
ハ
、
昨
日

被
仰
候
又
次
郎
殿
高
定
之
儀
、
我
々
分
別
ト
シ
テ
於
爰
元
指
図
ハ

罷
成
間
敷
候
哉
与
被
仰
候
、
申
上
候
者
、
是
ハ
不
軽
儀
ニ
候
、
我
々

ト
シ
テ
是
非
ヲ
申
上
候
儀
、
曽
以
罷
成
間
敷
由
申
上
候
、
此
監
物

殿
被
仰
候
ハ
、
申
分
尤
ニ
候
、
勿
論
都
城
後
室
へ
被
聞
召
候
ハ
て
ハ

罷
成
間
敷
候
、
先
以
早
々
権
助
帰
被
遣
可
然
候
由
、
監
物
殿
御
取

合
ニ
候
、
又
前
ニ
懸
御
目
候

御
朱
印
写
一
段
題
目
之
物
ニ
候
、
彼

本
書
ハ
定
而
此
方
へ
雖
可
有
之
候
、
御
評
定
所
へ
御
写
留
被
召
置
候
、

先
々
彼
写
慥
御
戻
之
由
候
而
、
此
方
へ
返
給
候
事

右
使

土
持
権
助

一
九
月
十
八
日
、
御
使
衆
猿
渡
大
炊
助
殿
・
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
へ
申

入
候
意
趣
ハ
、
北
郷
又
次
郎
知
行
之
儀
、
前
々
公
儀
以
御
下
知
高

五
百
石
遣
置
候
、
然
処
御
公
儀
へ
被
召
仕
候
ニ
付
、
為
庶
子
分
此
上

ニ
知
行
可
遣
儀
、
当
家
前
々
ヨ
リ
其
例
無
之
事
ニ
候
、
此
旨
御
侘
言

籠
申
候
写

郷
佐
渡
守

（
久
加
）
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之
由
於
度
々
雖
申
上
候
、
遮
而
被
仰
聞
儀
ニ
候
、
然
時
者
、
万
御
公

儀
此
中
之
高
四
百
石
ニ
六
百
石
相
加
、
当
家
之
高
ヲ
相
放
シ
、
高
千

石
ハ
御
公
儀
へ
差
上
申
候
、
又
次
郎
へ
可
被
仰
付
候
、
此
上
者
、
従

前
々
申
上
候
様
ニ
、
縦
少
分
ニ
テ
モ
難
成
存
候
、
然
者
当
家
高
之
闕

之
儀
、
千
万
残
多
存
候
、
就
夫
仕
合
ニ
候
間
申
置
候
、
当
分
ハ
借
銀

有
之
儀
ニ
候
、
已
来
彼
返
弁
相
調
候
砌
者
、
高
千
石
致
買
地
、
此
度

之
不
足
高
分
相
足
候
而
召
置
度
候
由
申
上
候
、
右
之
段

御
使
衆
被

聞
召
置
候
、
比
志
嶋
監
物
殿
御
同
前
ニ
被
聞
召
候
事

一
比
志
嶋
監
物
殿
へ
申
入
候
者
、

御
当
家
御
代
々
ヨ
リ
北
郷
家
ニ
拝

領
之
御
神
文
幷
御
書
類
候
、
是
ハ
必
此
度
之
申
分
ニ
付
、
余
無
其
詮

議
ニ
雖
御
座
候
、
当
家
之
儀
聞
召
候
儀
ニ
候
、
前
代
之
儀
者
自
然
御

出
合
之
為
念
ニ
御
座
候
間
、
被
御
覧
置
候
ハ
ヽ
幸
ニ
候
由
申
入
候
、

彼
書
物
則
被
成
披
見
候
、
於
其
儀
者
、
御
使
衆
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
・

猿
渡
大
炊
助
殿
へ
懸
御
目
候
而
可
然
由
被
仰
候
、
其
首
尾
ニ
付
、
右

之
意
趣
申
上
候
、
則
可
懸
御
目
由
雖
申
入
候
、
後
日
御
心
静
ニ
可
有

御
覧
由
被
仰
候
ニ
付
、
其
後
右
御
両
所
へ
懸
御
目
申
候
事

一
十
月
十
二
日
、
比
志
嶋
監
物
殿
被
仰
聞
候
ハ
、
御
使
衆
御
両
所
被

仰
候
、
此
中
申
上
置
候
一
筋
之
儀
、
三
日
中
ニ
可
被
仰
済
儀
ニ
も
無

之
候
、
定
而
静
ニ
御
相
談
可
有
之
候
、
我
々
事
ハ
、
先
以
暇
申
候
様

ニ
可
然
由
被
仰
聞
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使

北
郷
仲
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
田
橋
甚
左
衛
門

一
慶
安
二
年
正
月
六
日
ニ
年
頭
為
使
鹿
児
嶋
へ
参
上
申
候
処
、
別
ニ
御

用
之
由
候
而
、
同
七
日
ニ

御
城
へ
罷
出
候
、
新
納
刑
部
殿
・
猿
渡

大
炊
殿
御
使
ニ
テ
承
候
ハ
、
又
次
郎
殿
知
行
之
儀
ニ
付
、
庄
内
ヨ
リ

高
千
石
庶
子
分
ト
シ
テ
可
被
遣
由
御
申
被
成
候
、
就
其
野
崎
五
左

衛
門
殿
・
平
山
七
兵
衛
殿
ニ
テ
右
之
旨
又
次
郎
殿
へ
被
仰
渡
候
、
為

御
返
事
被
成
申
候
ハ
、
御
公
儀
御
禁
多
ニ
候
処
、
被
添
御
心
忝
存
候
、

為
庶
子
分
高
千
石
可
被
遣
由
候
、
必
千
石
ニ
可
限
儀
ニ
而
も
無
之
候
、

殿
様
御
打
立
前
御
繁
多
ニ
候
間
、
追
而
静
ニ
様
子
ハ
可
申
上
候
、
惣

而
庄
内
之
知
行
ハ
悪
地
ニ
而
候
間
、
千
石
被
仰
付
候
而
モ
、
と
て
も

千
石
之
作
法
ヲ
仕
御
奉
公
可
難
成
候
、
乍
去
老
母
ヲ
格
護
申
手
前
、

何
共
不
如
意
千
万
ニ
候
間
、
先
々
千
石
之
処
早
々
被
割
付
候
様
ニ
奉

頼
候
由
、
又
次
郎
殿
よ
り
被
成
申
候
、
夫
ニ
付
申
分
与
候
ハ
、
如
何

様
成
儀
候
哉
与
被
成
御
尋
候
へ
者
、
又
次
郎
殿
ニ
テ
ノ
出
合
之
通
ヲ

右
使
両
人
被
申
候
者

式
部
様
ヨ
リ
知
行
五
百
石
被
仰
付
候
、
其
内

（
助
張
）

（
久
永
）
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之
由
於
度
々
雖
申
上
候
、
遮
而
被
仰
聞
儀
ニ
候
、
然
時
者
、
万
御
公

儀
此
中
之
高
四
百
石
ニ
六
百
石
相
加
、
当
家
之
高
ヲ
相
放
シ
、
高
千

石
ハ
御
公
儀
へ
差
上
申
候
、
又
次
郎
へ
可
被
仰
付
候
、
此
上
者
、
従

前
々
申
上
候
様
ニ
、
縦
少
分
ニ
テ
モ
難
成
存
候
、
然
者
当
家
高
之
闕

之
儀
、
千
万
残
多
存
候
、
就
夫
仕
合
ニ
候
間
申
置
候
、
当
分
ハ
借
銀

有
之
儀
ニ
候
、
已
来
彼
返
弁
相
調
候
砌
者
、
高
千
石
致
買
地
、
此
度

之
不
足
高
分
相
足
候
而
召
置
度
候
由
申
上
候
、
右
之
段

御
使
衆
被

聞
召
置
候
、
比
志
嶋
監
物
殿
御
同
前
ニ
被
聞
召
候
事

一
比
志
嶋
監
物
殿
へ
申
入
候
者
、

御
当
家
御
代
々
ヨ
リ
北
郷
家
ニ
拝

領
之
御
神
文
幷
御
書
類
候
、
是
ハ
必
此
度
之
申
分
ニ
付
、
余
無
其
詮

議
ニ
雖
御
座
候
、
当
家
之
儀
聞
召
候
儀
ニ
候
、
前
代
之
儀
者
自
然
御

出
合
之
為
念
ニ
御
座
候
間
、
被
御
覧
置
候
ハ
ヽ
幸
ニ
候
由
申
入
候
、

彼
書
物
則
被
成
披
見
候
、
於
其
儀
者
、
御
使
衆
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
・

猿
渡
大
炊
助
殿
へ
懸
御
目
候
而
可
然
由
被
仰
候
、
其
首
尾
ニ
付
、
右

之
意
趣
申
上
候
、
則
可
懸
御
目
由
雖
申
入
候
、
後
日
御
心
静
ニ
可
有

御
覧
由
被
仰
候
ニ
付
、
其
後
右
御
両
所
へ
懸
御
目
申
候
事

一
十
月
十
二
日
、
比
志
嶋
監
物
殿
被
仰
聞
候
ハ
、
御
使
衆
御
両
所
被

仰
候
、
此
中
申
上
置
候
一
筋
之
儀
、
三
日
中
ニ
可
被
仰
済
儀
ニ
も
無

之
候
、
定
而
静
ニ
御
相
談
可
有
之
候
、
我
々
事
ハ
、
先
以
暇
申
候
様

ニ
可
然
由
被
仰
聞
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使

北
郷
仲
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
田
橋
甚
左
衛
門

一
慶
安
二
年
正
月
六
日
ニ
年
頭
為
使
鹿
児
嶋
へ
参
上
申
候
処
、
別
ニ
御

用
之
由
候
而
、
同
七
日
ニ

御
城
へ
罷
出
候
、
新
納
刑
部
殿
・
猿
渡

大
炊
殿
御
使
ニ
テ
承
候
ハ
、
又
次
郎
殿
知
行
之
儀
ニ
付
、
庄
内
ヨ
リ

高
千
石
庶
子
分
ト
シ
テ
可
被
遣
由
御
申
被
成
候
、
就
其
野
崎
五
左

衛
門
殿
・
平
山
七
兵
衛
殿
ニ
テ
右
之
旨
又
次
郎
殿
へ
被
仰
渡
候
、
為

御
返
事
被
成
申
候
ハ
、
御
公
儀
御
禁
多
ニ
候
処
、
被
添
御
心
忝
存
候
、

為
庶
子
分
高
千
石
可
被
遣
由
候
、
必
千
石
ニ
可
限
儀
ニ
而
も
無
之
候
、

殿
様
御
打
立
前
御
繁
多
ニ
候
間
、
追
而
静
ニ
様
子
ハ
可
申
上
候
、
惣

而
庄
内
之
知
行
ハ
悪
地
ニ
而
候
間
、
千
石
被
仰
付
候
而
モ
、
と
て
も

千
石
之
作
法
ヲ
仕
御
奉
公
可
難
成
候
、
乍
去
老
母
ヲ
格
護
申
手
前
、

何
共
不
如
意
千
万
ニ
候
間
、
先
々
千
石
之
処
早
々
被
割
付
候
様
ニ
奉

頼
候
由
、
又
次
郎
殿
よ
り
被
成
申
候
、
夫
ニ
付
申
分
与
候
ハ
、
如
何

様
成
儀
候
哉
与
被
成
御
尋
候
へ
者
、
又
次
郎
殿
ニ
テ
ノ
出
合
之
通
ヲ

右
使
両
人
被
申
候
者

式
部
様
ヨ
リ
知
行
五
百
石
被
仰
付
候
、
其
内

郷
仲
左
衛

田
橋
甚
左

（
助
張
）

郷
仲
左
衛

（
久
永
）
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上
地
共
候
而
四
百
石
ニ
罷
成
候
、
右
之
四
百
石
之
物
成
ヲ
又
次
郎
殿

一
代
庄
内
ヨ
リ
為
加
勢
被
遣
候
ハ
ヽ
、
子
細
有
間
敷
候
、
必
又
次

郎
殿
末
々
迄
此
加
勢
ヲ
可
有
請
に
て
も
無
之
候
、
又
次
郎
殿
一
代

之
儀
候
、
然
時
者
、
右
之
通
ニ
被
成
、
千
石
者
都
城
高
ヲ
被
除
、
鹿

児
嶋
高
ニ
早
々
被
成
割
付
、
四
百
石
ハ
都
城
高
ニ
テ
物
成
斗
ヲ
又
次

郎
殿
一
代
被
遣
候
而
可
然
候
、
又
次
郎
殿
事
、
讃
岐
殿
御
直
子
之
儀

候
間
、
御
加
勢
候
様
ニ
後
室
へ
役
人
衆
両
人
前
ゟ
被
申
上
、
近
日
中

ニ
御
返
事
候
様
ニ
候
而
可
然
由
御
座
候
事

一
又
次
郎
殿
知
行
之
儀
何
と
や
ら
ん
御
伝
言
之
様
ニ
候
て
、
後
室
軽
々

敷
可
被
思
召
儀
も
可
有
之
候
へ
共
、
御
上
洛
近
々
ニ
候
、
御
打
立
前

ニ
済
候
ハ
て
ハ
不
叶
儀
候
、
夫
ニ
付
、
都
城
ゟ
前
々
ノ
使
衆
雖
可
被

召
寄
候
、
日
数
遅
引
候
而
筈
ニ
合
申
間
敷
之
由
、
御
家
老
衆
モ
被
思

召
拙
子
へ
被
仰
含
候
、
此
等
之
旨
、
御
納
得
候
様
ニ
役
人
衆
前
よ
り

可
有
申
由
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
之
使 

 

川
東
新
右
衛
門

一
同
正
月
十
六
日
、
新
納
刑
部
殿
・
猿
渡
大
炊
助
殿
へ
後
室
御
返
事

之
通
申
入
候
、
先
日
川
東
新
右
衛
門
ニ
而
被
仰
越
候
旨
承
届
候
、
又

次
郎
千
石
之
知
行
之
事
ハ
、
前
々
申
入
候
筋
ニ
て
候
間
、
任
仰
早
々

可
致
首
尾
候
、
外
ニ
此
中
之
先
地
四
百
石
之
物
成
、
又
次
郎
一
代
為

加
勢
可
相
付
由
被
仰
渡
候
、
従
此
方
存
候
ハ
、
又
次
郎
先
地
之
事

非
私
候
、

黄
門
様
御
時
、
於
江
戸
被
成
御
定
候
、
此
上
者
知
行
之

出
入
有
之
間
敷
存
候
へ
共
、
此
度
為
御
公
儀
強
而
被
仰
付
候
ニ
付
、

万
御
公
儀
先
地
ニ
指
加
、
高
千
石
程
可
相
付
由
申
上
候
、
此
上
ハ
何

ヶ
度
も
御
侘
言
之
由
、
従
最
前
申
入
候
、
于
今
不
相
替
候
、
殊
ニ
当

家
モ
借
銀
過
分
ニ
御
座
候
、
今
体
ニ
候
而
者
、
弥
以
返
弁
モ
難
成
存

候
、
以
彼
是
御
侘
言
之
由
申
入
候
事

右
之
使

北
郷
仲
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
郷
次
右
衛
門

一
同
二
月
晦
日
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
、
新
納
刑
部
殿
に
て
被
仰
聞
候
者
、

御
上
洛
前
ニ
御
返
事
可
有
之
ヲ
御
取
籠
ニ
付
被
仰
渡
候
、
図
書
頭
殿

へ
も
御
立
前
ニ
被
成
御
談
合
置
候
、
四
百
石
之
物
成
可
被
相
付
由
被

仰
候
へ
と
も
、
後
室
無
御
納
得
候
、
又
次
郎
殿
不
如
意
ニ
付
被
成
申

事
ニ
て
尤
ニ
被
思
召
候
、
何
方
モ
庶
子
分
之
知
行
相
付
事
ニ
候
、
殊

更
過
分
ノ
高
之
儀
候
処
ニ
御
申
分
不
成
合
事
ニ
候
、
御
名
跡
相
定
候

と
て
も
少
分
之
知
行
之
事
ニ
候
間
、
少
も
苦
か
る
間
敷
候
間
、
四
百

石
之
地
早
々
被
封
可
然
由
被
仰
聞
候
、
其
刻
此
方
ゟ
申
上
候
ハ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

納
刑
部
殿

（
忠
秀
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
吉
兵
衛

（
久
供
）

仰
聞
候
者

図
書
頭
殿

（
島
津
久
通
）

 - 27 - 

最
前
ハ
四
百
石
之
物
成
斗
為
加
勢
可
相
付
由
被
仰
出
候
、
定
而
可
為

其
通
与
申
上
候
へ
ハ
、
刑
部
殿
被
仰
候
ハ
、
夫
ハ
御
談
合
ㇳ
御
座

候
時
之
事
ニ
候
、
此
度
ハ
為
公
儀
被
仰
渡
候
間
、
四
百
石
之
高
も
千

石
ニ
相
添
可
出
由
被
仰
候
、
其
刻
刑
部
殿
被
仰
聞
候
者
、
此
上
ヲ
モ

難
渋
被
成
申
候
ハ
ヽ
、
江
戸
へ
可
被
成 

御
上
聞
候
、
其
時
上
意

に
て
被
仰
出
候
ハ
ヽ
、
被
成
領
掌
御
申
ニ
而
候
と
可
有
候
、
然
時
者
、

此
中
従
御
家
老
為
被
仰
儀
モ
徒
ニ
罷
成
如
何
ニ
候
間
、
後
室
及
御
納

得
候
様
ニ
能
々
使
前
ゟ
可
申
入
由
被
仰
聞
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使 

北
郷
次
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
郷
仲
左
衛
門 

一
同
三
月
廿
三
日
、
後
室
被
申
之
段
々
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
喜
入
吉

兵
衛
殿
迄
申
入
候
、
細
々
被
聞
召
候
、
然
者
、
今
日
申
入
た
る
意
趣

書
ヲ
仕
差
出
可
申
之
由
、
従
御
両
所
ト
シ
テ
大
迫
盛
右
衛
門
殿
ヲ

以
被
仰
聞
候
ニ
付
、
尤
御
下
知
次
第
ニ
雖
可
申
儀
候
、
従
都
之
城
無

下
知
候
処
ニ
、
書
物
差
上
申
た
る
ニ
罷
成
候
而
者
、
使
之
者
迷
惑
ニ
存

候
侭
、
意
趣
書
可
被
召
上
儀
者
遮
而
御
侘
候
由
申
上
候
、
重
而
被
仰

聞
候
ハ
、
書
物
ニ
ハ
成
間
敷
候
不
苦
候
間
、
申
分
微
細
ニ
意
趣
書
差

上
候
ハ
ヽ
、
以
其
前
御
家
老
中
へ
可
被
成
御
申
候
由
、
右
同
御
使
ニ

テ
被
仰
聞
候
、
仍
任
御
下
知
差
出
候
意
趣
書 

一
先
日
被
仰
聞
候
儀
、
為
御
返
事
都
城
後
室
被
申
上
候
、
又
次
郎
知

行
之
事
、
高
千
四
百
石
可
相
渡
之
由
被
仰
出
候
、
為
庶
子
分
知
行

相
分
り
公
儀
高
ニ
罷
成
候
事
、
従
前
代
無
御
座
候
間
、
御
侘
之
由
雖

申
上
候
、
遮
而
被
仰
付
儀
ニ
候
、
依
難
有
公
儀
、
此
中
又
次
郎
格
護

之
高
ニ
六
百
石
相
加
、
合
高
千
石
者
公
儀
へ
差
上
候
間
、
又
次
郎
へ

可
被
仰
付
之
由
、
年
内
申
上
候
、
然
者
高
千
四
百
石
可
相
渡
候
由
、

此
度
被
仰
付
候
、
増
高
四
百
石
之
儀
ハ
、
名
跡
被
仰
定
之
時
節
、

被
仰
究
候
様
ニ
御
侘
之
由
被
申
上
候
、
北
郷
知
行
与
御
座
候
而
も
、

公
儀
御
知
行
之
儀
候
、
御
下
知
次
第
ニ
候
て
可
有
之
候
得
共
、
代
々

知
行
之
内
を
女
共
分
別
ト
シ
テ
差
分
申
候
事
、
名
跡
ニ
定
之
人
も
如

何
様
ニ
歟
可
被
存
候
を
、
女
儀
念
遣
ニ
御
座
候
而
、
何
程
与
難
申
候

故
、
如
此
被
申
上
候
事 

一
去
正
月
、
又
次
郎
被
申
分
ト
シ
テ
被
仰
聞
候
高
四
百
石
之
物
成
、

加
勢
之
事
ハ
高
不
相
分
事
ニ
候
間
、
御
下
知
之
様
ニ
可
致
候
、
借
銀

大
分
ニ
御
座
候
故
、
忰
者
共
度
々
上
地
仕
、
殊
外
衰
微
之
体
ニ
候
間
、

物
成
等
少
分
ニ
テ
モ
如
何
在
候
事
、
借
銀
方
返
弁
手
硬
ニ
罷
成
、
迷
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最
前
ハ
四
百
石
之
物
成
斗
為
加
勢
可
相
付
由
被
仰
出
候
、
定
而
可
為

其
通
与
申
上
候
へ
ハ
、
刑
部
殿
被
仰
候
ハ
、
夫
ハ
御
談
合
ㇳ
御
座

候
時
之
事
ニ
候
、
此
度
ハ
為
公
儀
被
仰
渡
候
間
、
四
百
石
之
高
も
千

石
ニ
相
添
可
出
由
被
仰
候
、
其
刻
刑
部
殿
被
仰
聞
候
者
、
此
上
ヲ
モ

難
渋
被
成
申
候
ハ
ヽ
、
江
戸
へ
可
被
成 

御
上
聞
候
、
其
時
上
意

に
て
被
仰
出
候
ハ
ヽ
、
被
成
領
掌
御
申
ニ
而
候
と
可
有
候
、
然
時
者
、

此
中
従
御
家
老
為
被
仰
儀
モ
徒
ニ
罷
成
如
何
ニ
候
間
、
後
室
及
御
納

得
候
様
ニ
能
々
使
前
ゟ
可
申
入
由
被
仰
聞
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使 
北
郷
次
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
郷
仲
左
衛
門 

一
同
三
月
廿
三
日
、
後
室
被
申
之
段
々
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
喜
入
吉

兵
衛
殿
迄
申
入
候
、
細
々
被
聞
召
候
、
然
者
、
今
日
申
入
た
る
意
趣

書
ヲ
仕
差
出
可
申
之
由
、
従
御
両
所
ト
シ
テ
大
迫
盛
右
衛
門
殿
ヲ

以
被
仰
聞
候
ニ
付
、
尤
御
下
知
次
第
ニ
雖
可
申
儀
候
、
従
都
之
城
無

下
知
候
処
ニ
、
書
物
差
上
申
た
る
ニ
罷
成
候
而
者
、
使
之
者
迷
惑
ニ
存

候
侭
、
意
趣
書
可
被
召
上
儀
者
遮
而
御
侘
候
由
申
上
候
、
重
而
被
仰

聞
候
ハ
、
書
物
ニ
ハ
成
間
敷
候
不
苦
候
間
、
申
分
微
細
ニ
意
趣
書
差

上
候
ハ
ヽ
、
以
其
前
御
家
老
中
へ
可
被
成
御
申
候
由
、
右
同
御
使
ニ

テ
被
仰
聞
候
、
仍
任
御
下
知
差
出
候
意
趣
書 

一
先
日
被
仰
聞
候
儀
、
為
御
返
事
都
城
後
室
被
申
上
候
、
又
次
郎
知

行
之
事
、
高
千
四
百
石
可
相
渡
之
由
被
仰
出
候
、
為
庶
子
分
知
行

相
分
り
公
儀
高
ニ
罷
成
候
事
、
従
前
代
無
御
座
候
間
、
御
侘
之
由
雖

申
上
候
、
遮
而
被
仰
付
儀
ニ
候
、
依
難
有
公
儀
、
此
中
又
次
郎
格
護

之
高
ニ
六
百
石
相
加
、
合
高
千
石
者
公
儀
へ
差
上
候
間
、
又
次
郎
へ

可
被
仰
付
之
由
、
年
内
申
上
候
、
然
者
高
千
四
百
石
可
相
渡
候
由
、

此
度
被
仰
付
候
、
増
高
四
百
石
之
儀
ハ
、
名
跡
被
仰
定
之
時
節
、

被
仰
究
候
様
ニ
御
侘
之
由
被
申
上
候
、
北
郷
知
行
与
御
座
候
而
も
、

公
儀
御
知
行
之
儀
候
、
御
下
知
次
第
ニ
候
て
可
有
之
候
得
共
、
代
々

知
行
之
内
を
女
共
分
別
ト
シ
テ
差
分
申
候
事
、
名
跡
ニ
定
之
人
も
如

何
様
ニ
歟
可
被
存
候
を
、
女
儀
念
遣
ニ
御
座
候
而
、
何
程
与
難
申
候

故
、
如
此
被
申
上
候
事 

一
去
正
月
、
又
次
郎
被
申
分
ト
シ
テ
被
仰
聞
候
高
四
百
石
之
物
成
、

加
勢
之
事
ハ
高
不
相
分
事
ニ
候
間
、
御
下
知
之
様
ニ
可
致
候
、
借
銀

大
分
ニ
御
座
候
故
、
忰
者
共
度
々
上
地
仕
、
殊
外
衰
微
之
体
ニ
候
間
、

物
成
等
少
分
ニ
テ
モ
如
何
在
候
事
、
借
銀
方
返
弁
手
硬
ニ
罷
成
、
迷
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惑
ニ
御
座
候
へ
共
、
仰
之
旨
不
軽
存
候
故
、
加
勢
米
之
事
ハ
任
御
下

知
候
事 

一
前
々
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
・
猿
渡
大
炊
助
殿
迄
申
置
候
、
代
々
之
知

行
高
過
分
相
闕
候
事
、
如
何
ニ
存
候
、
当
時
者
借
銀
返
弁
さ
へ
難
成
、

迷
惑
申
候
、
経
年
月
若
銀
子
之
手
廻
も
可
相
調
候
時
分
御
座
候

ハ
ヽ
、
今
度
相
闕
候
高
分
買
足
候
て
家
ニ
付
置
度
候
、
買
地
無
異
儀

御
赦
免
候
様
ニ
可
被
聞
召
置
候
、
同
者
又
次
郎
へ
も
被
仰
置
可
被
下

候
、
右
買
地
之
事
、
以
来
逼
候
儀
、
首
尾
可
申
も
不
定
御
座
候
へ

共
、
先
以
存
分
申
上
候
事 

一
庶
子
分
之
事
、
此
度
之
儀
例
ニ
罷
成
、
彼
之
二
男
・
三
男
ニ
相
分
り
、

公
儀
高
ニ
罷
成
体
ニ
候
ハ
ヽ
、
家
之
高
残
り
少
ニ
罷
成
、
可
被
致
迷

惑
事
ニ
候
間
、
例
ニ
成
申
間
敷
候
、
此
旨
慥
被
聞
召
置
候
而
可
被
下

候
事 

一
右
段
々
之
申
分
、
女
儀
ト
シ
テ
公
儀
ニ
成
合
不
申
儀
、
毎
事
可
有
之

候
、
若
達 

上
聞
、
申
分
背 

上
意
申
ニ
罷
成
候
而
者
迷
惑
ニ
候
間
、

不
成
合
之
儀
ハ
可
被
仰
聞
候
、
如
何
様
ニ
も
可
随
御
下
知
候
間
、
御

下
知
偏
奉
頼
候
旨
被
申
上
候
事 

一
同
廿
五
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
御
一
人
ニ
而
御
返
事
被
仰
聞
候
、
一
昨

日
之
御
申
分
、
御
老
中
被
聞
召
上
候
、
在
江
戸
之
御
家
老
中
へ
則

被
仰
越
、
以
御
談
合
一
着
之
御
返
事
可
被
遊
候
、
御
留
主
居
衆
ハ

聞
召
置
候
、
然
者
又
次
郎
殿
モ
不
如
意
之
由
候
間
、
年
内
相
究
候
高

千
石
分
、
去
毛
物
成
之
事
、
早
々
可
被
相
渡
之
由
候
事 

一
同
廿
六
日
、
以
神
甚
左
衛
門
ヲ
猿
渡
大
炊
助
殿
へ
土
持
権
助
為
御

内
意
被
申
入
候
、
此
度
被
申
上
候
条
々
、
江
戸
へ
被
仰
入
可
有
御

返
事
之
由
被
仰
聞
候
、
申
分
之
内
、
已
来
買
地
被
成
御
赦
免
候
而
可

被
下
之
由
被
申
上
候
段
、
無
御
失
念
江
戸
へ
被
仰
入
候
様
ニ
御
取
合

頼
入
之
由
被
申
候
、
大
炊
助
殿
御
返
事
、
此
度
之
御
申
分
、
従
使

之
者
指
出
候
意
趣
書
を
江
戸
へ
被
遣
事
ニ
候
間
、
其
心
得
被
申
可
然

之
由
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使 

土
持
権
助 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
田
橋
甚
左
衛
門 

一
同
四
月
十
八
日
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
・
猿
渡
大
炊
助
殿
ヲ
以
、
後
室

よ
り
申
分
之
趣
申
上
候
、
様
子
ハ
、
先
日
被
仰
聞
候
六
百
石
之
去

毛
物
成
、
又
次
郎
方
へ
相
渡
可
申
由
候
、
就
夫
代
廻
之
儀
、
先
年

未
之
年
、
領
分
支
配
仕
候
高
一
石
ニ
付
二
斗
五
升
代
廻
之
以
賦
、
諸
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給
人
鬮
取
ニ
仕
候
、
其
算
ニ
又
次
郎
事
モ
鬮
取
被
申
候
間
、
此
度
相

渡
申
候
、
去
毛
物
成
二
斗
五
升
代
之
賦
ヲ
以
相
渡
可
申
候
間
、
従

御
公
儀
又
次
郎
方
へ
右
之
通
ニ
被
仰
渡
候
而
可
被
下
候
、
随
而
者
、

前
高
四
百
石
ニ
今
度
相
究
候
六
百
石
之
高
引
合
、
千
石
之
知
行
地
よ

り
指
分
申
度
候
条
、
其
通
ニ
被
遊
御
納
得
候
而
可
被
下
由
申
上
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

津
曲
筑
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
辺
勘
左
衛
門

一
同
廿
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
喜
入
吉
兵
衛
殿
よ
り
、

御
城
へ
被

召
寄
、
為
御
返
事
被
仰
聞
候
ハ
、
六
百
石
之
去
毛
物
成
之
儀
、
又

次
郎
殿
へ
被
仰
渡
候
間
、
早
々
相
渡
候
而
可
然
候
、
左
候
処
ニ
、
代

廻
之
儀
御
意
趣
ニ
無
御
座
候
間
、
彼
之
儀
ハ
如
何
可
被
申
付
候
哉
与

御
尋
申
候
、
夫
ハ
御
申
之
様
ニ
給
地
代
与
為
被
聞
召
事
ニ
候
間
、
如

其
賦
ヲ
以
相
渡
可
有
之
由
被
仰
聞
候
事

一
前
ニ
被
申
上
候
千
石
之
知
行
、
此
節
差
上
申
度
由
被
申
入
候
、
此
儀

如
何
可
有
御
座
哉
与
申
上
候
、
未
其
儀
者
無
御
申
候
間
、
明
日
モ
可

有
御
申
候
間
、
我
々
事
モ
明
日
可
罷
出
通
被
仰
聞
候
事

一
同
廿
一
日
、

御
城
へ
罷
出
候
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
ハ
今
日
御
差
出

無
之
候
、
猿
渡
大
炊
助
殿
御
一
人
に
て
被
仰
聞
候
、
又
次
郎
殿
へ

御
給
之
知
行
千
石
之
割
付
被
成
候
而
可
然
候
、
残
四
百
石
之
儀
、
江

戸
へ
為
被
仰
上
儀
ニ
候
間
、
相
究
次
第
可
被
仰
出
由
候
、
先
以
本
高

ニ
合
千
石
之
儀
者
相
究
候
間
、
早
々
可
有
賦
付
由
御
返
事
ニ
而
候
、

我
々
申
上
候
ハ
、
於
其
儀
者
、
千
石
之
名
寄
支
配
代
之
廻
ニ
賦
付
、

後
日
可
被
差
上
候
哉
与
御
尋
申
候
、
其
通
ニ
候
て
可
有
之
与
被
仰
聞

候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

野
辺
勘
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

津
曲
筑
兵
衛

一
同
五
月
廿
四
日
、

御
城
へ
罷
出
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
、
猿
渡
大
炊

助
殿
に
て
申
入
候
、
様
子
ハ
、
先
日
被
申
上
候
六
百
石
之
去
毛
物

成
、
又
次
郎
方
へ
相
渡
申
候
、
其
通
被
聞
召
置
可
目
出
候
、
又
者
千

石
之
知
行
名
寄
割
付
帳
差
上
申
候
、
又
次
郎
方
へ
御
公
儀
ヨ
リ
被

仰
付
候
而
可
被
下
候
、
夫
ニ
付
、
三
万
二
百
卅
一
石
之
内
千
石
除
ニ

罷
成
儀
ニ
候
間
、
此
度
惣
高
目
録
申
請
度
候
へ
と
も
、
四
百
石
之
儀

江
戸
へ
被
仰
上
、
今
些
可
被
遊
御
談
合
由
、
前
稜
被
仰
聞
候
間
、

此
儀
相
究
候
時
分
、
目
録
可
申
受
候
、
其
通
ニ
被
聞
召
置
候
而
可
被

下
由
申
上
候
、
千
石
之
高
、
梅
北
寄
地
之
内
九
百
四
拾
五
石
四
斗

七
升
三
勺
、
門
浮
免
共
ニ
帳
二
冊
、
梅
北
益
貫
名
之
内
五
十
四
石
五

（
兼
典
）

（
盛
常
）
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給
人
鬮
取
ニ
仕
候
、
其
算
ニ
又
次
郎
事
モ
鬮
取
被
申
候
間
、
此
度
相

渡
申
候
、
去
毛
物
成
二
斗
五
升
代
之
賦
ヲ
以
相
渡
可
申
候
間
、
従

御
公
儀
又
次
郎
方
へ
右
之
通
ニ
被
仰
渡
候
而
可
被
下
候
、
随
而
者
、

前
高
四
百
石
ニ
今
度
相
究
候
六
百
石
之
高
引
合
、
千
石
之
知
行
地
よ

り
指
分
申
度
候
条
、
其
通
ニ
被
遊
御
納
得
候
而
可
被
下
由
申
上
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

津
曲
筑
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
辺
勘
左
衛
門

一
同
廿
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
喜
入
吉
兵
衛
殿
よ
り
、

御
城
へ
被

召
寄
、
為
御
返
事
被
仰
聞
候
ハ
、
六
百
石
之
去
毛
物
成
之
儀
、
又

次
郎
殿
へ
被
仰
渡
候
間
、
早
々
相
渡
候
而
可
然
候
、
左
候
処
ニ
、
代

廻
之
儀
御
意
趣
ニ
無
御
座
候
間
、
彼
之
儀
ハ
如
何
可
被
申
付
候
哉
与

御
尋
申
候
、
夫
ハ
御
申
之
様
ニ
給
地
代
与
為
被
聞
召
事
ニ
候
間
、
如

其
賦
ヲ
以
相
渡
可
有
之
由
被
仰
聞
候
事

一
前
ニ
被
申
上
候
千
石
之
知
行
、
此
節
差
上
申
度
由
被
申
入
候
、
此
儀

如
何
可
有
御
座
哉
与
申
上
候
、
未
其
儀
者
無
御
申
候
間
、
明
日
モ
可

有
御
申
候
間
、
我
々
事
モ
明
日
可
罷
出
通
被
仰
聞
候
事

一
同
廿
一
日
、

御
城
へ
罷
出
候
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
ハ
今
日
御
差
出

無
之
候
、
猿
渡
大
炊
助
殿
御
一
人
に
て
被
仰
聞
候
、
又
次
郎
殿
へ

御
給
之
知
行
千
石
之
割
付
被
成
候
而
可
然
候
、
残
四
百
石
之
儀
、
江

戸
へ
為
被
仰
上
儀
ニ
候
間
、
相
究
次
第
可
被
仰
出
由
候
、
先
以
本
高

ニ
合
千
石
之
儀
者
相
究
候
間
、
早
々
可
有
賦
付
由
御
返
事
ニ
而
候
、

我
々
申
上
候
ハ
、
於
其
儀
者
、
千
石
之
名
寄
支
配
代
之
廻
ニ
賦
付
、

後
日
可
被
差
上
候
哉
与
御
尋
申
候
、
其
通
ニ
候
て
可
有
之
与
被
仰
聞

候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

野
辺
勘
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

津
曲
筑
兵
衛

一
同
五
月
廿
四
日
、

御
城
へ
罷
出
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
、
猿
渡
大
炊

助
殿
に
て
申
入
候
、
様
子
ハ
、
先
日
被
申
上
候
六
百
石
之
去
毛
物

成
、
又
次
郎
方
へ
相
渡
申
候
、
其
通
被
聞
召
置
可
目
出
候
、
又
者
千

石
之
知
行
名
寄
割
付
帳
差
上
申
候
、
又
次
郎
方
へ
御
公
儀
ヨ
リ
被

仰
付
候
而
可
被
下
候
、
夫
ニ
付
、
三
万
二
百
卅
一
石
之
内
千
石
除
ニ

罷
成
儀
ニ
候
間
、
此
度
惣
高
目
録
申
請
度
候
へ
と
も
、
四
百
石
之
儀

江
戸
へ
被
仰
上
、
今
些
可
被
遊
御
談
合
由
、
前
稜
被
仰
聞
候
間
、

此
儀
相
究
候
時
分
、
目
録
可
申
受
候
、
其
通
ニ
被
聞
召
置
候
而
可
被

下
由
申
上
候
、
千
石
之
高
、
梅
北
寄
地
之
内
九
百
四
拾
五
石
四
斗

七
升
三
勺
、
門
浮
免
共
ニ
帳
二
冊
、
梅
北
益
貫
名
之
内
五
十
四
石
五

而
可
被
下

曲
筑
兵
衛

（
兼
典
）

曲
筑
兵
衛

辺
勘
左
衛

（
盛
常
）
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斗
三
升
九
合
九
勺
、
門
浮
免
共
ニ
帳
一
冊
、
合
帳
三
冊
御
受
取
被
召

置
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使 

津
曲
筑
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
辺
勘
左
衛
門 

一
同
廿
八
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
喜
入
吉
兵
衛
殿
、
御
返
事
ト
シ
テ

被
仰
聞
候
者
、
六
百
石
之
去
毛
物
成
、
又
次
郎
殿
へ
相
渡
被
成
た
る

由
御
申
、
被
聞
召
置
由
候
、
千
石
之
名
寄
帳
被
成
差
上
候
、
慥
被

御
覧
届
候
条
、
又
次
郎
殿
へ
被
成
相
渡
可
然
由
候
而
、
帳
御
返
付
被

成
候
事 

一
右
之
御
返
事
之
筋
目
、
小
森
隼
人
佐
殿
に
て
平
田
狩
野
介
殿
へ
被

成
御
承
候
事 

一
同
六
月
朔
日
、 

御
城
ニ
罷
出
、
大
炊
助
殿
・
吉
兵
衛
殿
へ
申
入
候

者
、
両
日
前
ニ
御
返
事
被
仰
聞
候
、
後
室
前
々
よ
り
被
申
上
存
分
体

と
も
御
座
候
、
被
仰
聞
刻
申
上
度
存
候
へ
共
、
追
付
可
申
上
事
、

却
而
憚
多
候
間
致
延
引
候
、
様
子
ハ
、
前
稜
庶
子
分
之
知
行
差
分
可

申
由
被
仰
聞
候
刻
、
古
来
ヨ
リ
北
郷
家
ニ
庶
子
分
之
知
行
指
分
申
た

る
儀
無
之
候
由
、
細
々
申
入
候
へ
共
、
其
上
に
て
指
分
可
申
之
由
、

重
々
被
仰
聞
候
、
此
上
者
是
非
ヲ
難
申
上
候
間
、
千
石
之
知
行
者
御

公
儀
へ
差
上
可
申
通
、
前
ニ
為
申
入
儀
ニ
候
、
然
時
者
従 

御
公
儀

又
次
郎
方
へ
直
ニ
被
仰
付
候
而
可
被
下
由
申
入
候
、
則
被
成
御
披
露

候
、
今
些
被
遊
御
談
合
候
而
御
返
事
可
被
仰
出
由
候
事 

一
同
五
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
喜
入
吉
兵
衛
殿
ヨ
リ
為
御
返
事
被
仰

聞
候
者
、
千
石
之
名
寄
帳
、
又
次
郎
殿
へ
従 

御
公
儀
直
ニ
相
渡
り

候
様
ニ
ト
御
申
、
如
其
直
ニ
可
被
仰
渡
候
条
、
名
寄
帳
ヲ
御
請
取
可

有
由
候
間
、
差
上
申
候
帳
御
受
取
候
而
被
仰
聞
候
ハ
、
賦
之
出
入
等

之
儀
者
、
何
時
も
可
被
仰
候
間
、
其
通
ニ
承
候
様
ニ
と
御
座
候
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使 

野
辺
勘
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
曲
筑
兵
衛 

一
同
年
九
月
廿
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
・
喜
入
吉
兵
衛
殿
を
以
申
上
候
、

様
子
ハ
、
北
郷
又
次
郎
方
へ
知
行
可
差
分
由
候
ニ
付
、
梅
北
名
之
内

千
石
此
方
高
を
相
除
被
割
付
候
而
、
前
々
帳
差
上
召
置
候
、
然
処
ニ

又
次
郎
ゟ
過
分
ニ
荒
地
共
有
之
由
被
申
出
候
間
、
又
々
割
付
相
直
候

而
可
差
上
之
由
被
仰
聞
候
、
是
ハ
前
稜
被
仰
出
候
様
ニ
庄
内
給
地
幷

高
二
斗
五
升
代
ニ
相
廻
致
割
付
候
、
其
上
此
方
忰
者
共
罷
居
耕
作
仕

候
ニ
付
、
余
荒
地
モ
無
御
座
候
処
ニ
、
過
分
之
荒
地
有
之
由
被
申
出

候
哉
、
不
心
得
儀
ニ
候
、
雖
然
又
次
郎
事
、
兄
弟
間
之
儀
ニ
候
間
、

- 31 -

先
々
彼
方
合
手
ニ
ま
か
せ
割
付
相
直
候
而
差
上
候
、
被
御
覧
置
可
目

出
由
申
上
候
事

 
 
 
 

右
之
高

七
百
四
拾
八
石
壱
斗
八
升
四
合 

 

梅
北
寄
地

七
十
五
石
七
升
壱
合 

 
 
 
 
 

同
名
益
貫

百
七
拾
六
石
九
斗
三
升
九
合 

 
 

五
十
町

 
 
 
 

合
高
千
石
壱
斗
九
升

右
之
割
付
帳
三
冊
、
御
受
取
被
成
被
召
置
候
事

一
同
廿
二
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
ニ
テ
御
返
事
被
仰
出
候
者
、
又
次
郎
殿

知
行
割
付
可
相
直
由
、
被
仰
遣
候
処
ニ
、
早
々
首
尾
御
申
被
成
候
、

一
段
肝
要
之
儀
ニ
候
、
追
付
又
次
郎
殿
へ
被
仰
渡
候
、
若
又
様
子
相

替
儀
共
候
ハ
ヽ
、
後
日
互
ニ
可
被
仰
談
由
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

相
馬
弥
五
右
衛
門

一
同
年
拾
二
月
朔
日
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
ヲ
以
申
入
候
、
様
子
ハ
、
先

日
平
田
狩
野
介
殿
ま
て
猿
渡
大
炊
助
殿
ニ
テ
被
仰
渡
候
、
北
郷
又
次

郎
知
行
千
石
之
上
高
四
百
石
ノ
物
成
加
勢
米
と
し
て
、
去
毛
よ
り

相
渡
可
申
由
候
、
此
四
百
石
之
物
成
加
勢
米
之
儀
者
、
当
春
為
被
仰

出
儀
ニ
候
間
、
当
毛
よ
り
加
勢
米
と
し
て
八
木
相
渡
可
申
候
、
其
通

ニ
被
聞
召
置
候
而
可
被
下
候
、
就
夫
前
々
ゟ
申
上
置
候
本
地
四
百
石

ニ
六
百
石
成
加
高
千
石
為
相
除
儀
ニ
候
間
、
此
度
高
目
録
御
書
被
成

候
而
可
被
下
由
申
上
候
事

一
吉
兵
衛
殿
被
仰
聞
候
者
、
則
筑
前
殿
へ
被
仰
入
候
、
佐
渡
殿
、
民
部

殿
へ
被
仰
合
候
而
、
御
返
事
可
被
仰
出
由
被
仰
聞
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

相
馬
弥
五
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
曲
筑
兵
衛

一
同
二
日
ニ
御
城
へ
小
森
隼
人
殿
同
心
ニ
而
罷
出
候
、
吉
兵
衛
殿
よ
り

隼
人
殿
ま
て
為
被
仰
由
ニ
而
、
隼
人
殿
ゟ
被
仰
候
者
、
此
儀
者
最
前

よ
り
猿
渡
大
炊
助
殿
御
使
被
成
、
御
存
知
ニ
而
候
、
当
分
大
炊
助
殿

御
留
主
に
て
候
間
、
御
帰
之
時
分
御
尋
被
成
候
而
御
返
事
可
被
仰
出

由
候
、
就
夫
高
目
録
之
儀
者
、
御
出
可
被
成
由
候
、
則
高
奉
行
衆
薬

丸
大
炊
兵
衛
殿
へ
為
被
仰
渡
由
、
隼
人
殿
ゟ
被
仰
聞
候
事

一
同
十
三
日
之
朝
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
御
宿
所
へ
小
森
隼
人
殿
・
我
々

両
人
罷
出
候
、
隼
人
殿
被
成
申
入
候
、
様
子
ハ
、
此
中
又
次
郎
殿

へ
加
勢
米
之
儀
ニ
付
、
猿
渡
大
炊
助
殿
へ
御
尋
被
成
、
御
返
事
可
被

仰
聞
由
候
、
大
炊
助
殿
も
地
頭
所
ゟ
御
帰
宅
為
被
成
由
候
間
、
被

聞
召
合
御
返
事
被
仰
聞
候
様
ニ
奉
頼
候
由
、
使
之
者
申
ト
シ
テ
、
隼

（
政
尚
） （

島
津
久
頼
）

（
山
田
有
栄
）

（
北
郷
久
加
）
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先
々
彼
方
合
手
ニ
ま
か
せ
割
付
相
直
候
而
差
上
候
、
被
御
覧
置
可
目

出
由
申
上
候
事

 
 
 
 

右
之
高

七
百
四
拾
八
石
壱
斗
八
升
四
合 

 

梅
北
寄
地

七
十
五
石
七
升
壱
合 

 
 
 
 
 

同
名
益
貫

百
七
拾
六
石
九
斗
三
升
九
合 

 
 

五
十
町

 
 
 
 

合
高
千
石
壱
斗
九
升

右
之
割
付
帳
三
冊
、
御
受
取
被
成
被
召
置
候
事

一
同
廿
二
日
、
猿
渡
大
炊
助
殿
ニ
テ
御
返
事
被
仰
出
候
者
、
又
次
郎
殿

知
行
割
付
可
相
直
由
、
被
仰
遣
候
処
ニ
、
早
々
首
尾
御
申
被
成
候
、

一
段
肝
要
之
儀
ニ
候
、
追
付
又
次
郎
殿
へ
被
仰
渡
候
、
若
又
様
子
相

替
儀
共
候
ハ
ヽ
、
後
日
互
ニ
可
被
仰
談
由
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

相
馬
弥
五
右
衛
門

一
同
年
拾
二
月
朔
日
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
ヲ
以
申
入
候
、
様
子
ハ
、
先

日
平
田
狩
野
介
殿
ま
て
猿
渡
大
炊
助
殿
ニ
テ
被
仰
渡
候
、
北
郷
又
次

郎
知
行
千
石
之
上
高
四
百
石
ノ
物
成
加
勢
米
と
し
て
、
去
毛
よ
り

相
渡
可
申
由
候
、
此
四
百
石
之
物
成
加
勢
米
之
儀
者
、
当
春
為
被
仰

出
儀
ニ
候
間
、
当
毛
よ
り
加
勢
米
と
し
て
八
木
相
渡
可
申
候
、
其
通

ニ
被
聞
召
置
候
而
可
被
下
候
、
就
夫
前
々
ゟ
申
上
置
候
本
地
四
百
石

ニ
六
百
石
成
加
高
千
石
為
相
除
儀
ニ
候
間
、
此
度
高
目
録
御
書
被
成

候
而
可
被
下
由
申
上
候
事

一
吉
兵
衛
殿
被
仰
聞
候
者
、
則
筑
前
殿
へ
被
仰
入
候
、
佐
渡
殿
、
民
部

殿
へ
被
仰
合
候
而
、
御
返
事
可
被
仰
出
由
被
仰
聞
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

相
馬
弥
五
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
曲
筑
兵
衛

一
同
二
日
ニ
御
城
へ
小
森
隼
人
殿
同
心
ニ
而
罷
出
候
、
吉
兵
衛
殿
よ
り

隼
人
殿
ま
て
為
被
仰
由
ニ
而
、
隼
人
殿
ゟ
被
仰
候
者
、
此
儀
者
最
前

よ
り
猿
渡
大
炊
助
殿
御
使
被
成
、
御
存
知
ニ
而
候
、
当
分
大
炊
助
殿

御
留
主
に
て
候
間
、
御
帰
之
時
分
御
尋
被
成
候
而
御
返
事
可
被
仰
出

由
候
、
就
夫
高
目
録
之
儀
者
、
御
出
可
被
成
由
候
、
則
高
奉
行
衆
薬

丸
大
炊
兵
衛
殿
へ
為
被
仰
渡
由
、
隼
人
殿
ゟ
被
仰
聞
候
事

一
同
十
三
日
之
朝
、
喜
入
吉
兵
衛
殿
御
宿
所
へ
小
森
隼
人
殿
・
我
々

両
人
罷
出
候
、
隼
人
殿
被
成
申
入
候
、
様
子
ハ
、
此
中
又
次
郎
殿

へ
加
勢
米
之
儀
ニ
付
、
猿
渡
大
炊
助
殿
へ
御
尋
被
成
、
御
返
事
可
被

仰
聞
由
候
、
大
炊
助
殿
も
地
頭
所
ゟ
御
帰
宅
為
被
成
由
候
間
、
被

聞
召
合
御
返
事
被
仰
聞
候
様
ニ
奉
頼
候
由
、
使
之
者
申
ト
シ
テ
、
隼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
隼
人

（
政
尚
） 則

筑
前
殿

（
島
津
久
頼
）

民
部

、（
山
田
有
栄
）

佐
渡
殿
、

（
北
郷
久
加
）
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人
殿
御
申
被
成
候
、
吉
兵
衛
殿
被
仰
候
ハ
、
御
物
方
ニ
付
、
客
屋
ニ

遮
而
御
隙
入
候
条
、
誰
そ
別
御
使
衆
ヲ
以
申
入
可
然
之
由
被
仰
聞
候
、

そ
れ
よ
り
直
ニ
平
田
狩
野
介
殿
へ
罷
出
、
吉
兵
衛
殿
被
仰
候
通
を
隼

人
殿
御
申
被
成
候
、
狩
野
殿
被
仰
候
ハ
、
吉
兵
衛
殿
御
隙
入
候

ハ
ヽ
、
別
御
使
衆
に
て
も
不
苦
事
ニ
候
間
、
於

御
城
狩
野
殿
御
手

前
ゟ
誰
そ
御
頼
可
被
成
候
間
、
我
々
事
モ
今
日
可
罷
出
由
被
仰
聞

候
間
、
御
城
ニ
罷
出
候
へ
者
、
鎌
田
左
京
殿
御
頼
被
成
候
間
、
此
中

之
様
子
細
々
可
申
上
由
候
而
、
左
京
殿
へ
御
曳
付
被
成
候
間
、
吉
兵

衛
殿
を
以
申
入
候
、
段
々
申
上
候
、
追
付
左
京
殿
被
仰
聞
候
ハ
、

今
日
者
佐
州
老
御
御
指
出
無
之
候
間
、
御
返
事
無
之
由
被
仰
聞
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

相
馬
弥
五
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
曲
筑
兵
衛

一
同
廿
日
、
鎌
田
左
京
殿
為
御
返
事
被
仰
聞
候
者
、
都
城
よ
り
御
申
被

成
候
様
ニ
四
百
石
之
物
成
加
勢
米
之
儀
ハ
、
当
春
為
被
仰
出
儀
ニ
候

間
、
当
毛
よ
り
又
次
郎
殿
へ
被
遣
候
而
可
然
候
由
被
仰
聞
候
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
使

相
馬
弥
五
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
曲
筑
兵
衛

誰
そ

田
狩
野
介

（
宗
弘
）

我
々
事
モ

田
左
京
殿

（
政
喬
）
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日日
帳帳 

矣矣
〈〈
寛寛
永永
二二
十十
年年
（（
一一
六六
四四
三三
））
十十
一一
月月
〉〉
写写
真真 
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日日
帳帳 
矣矣
〈〈
寛寛
永永
二二
十十
年年
（（
一一
六六
四四
三三
））
十十
一一
月月
〉〉
写写
真真 

- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



- 39 -



- 40 -



- 41 -



- 42 -



- 43 -



- 44 -



- 45 -



- 46 -



- 47 -



- 48 -



- 49 -



- 50 -



- 51 -



- 52 -



- 53 -



- 55 -

〔〔
日日
帳帳
〕〕〈〈
慶慶
安安
元元
年年
（（
一一
六六
四四
八八
））
四四
月月
五五
日日
〉〉
写写
真真 
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〔〔
日日
帳帳
〕〕〈〈
慶慶
安安
元元
年年
（（
一一
六六
四四
八八
））
四四
月月
五五
日日
〉〉
写写
真真 
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【【
史史
料料
解解
説説
】】    

今
回
は
、
①
「
日
帳 

矣 

寛
永
二
十
年(

一
六
四
三)

十
一
月
〉
」
と

②
「
〔
日
帳
〕
〈
慶
安
元
年(

一
六
四
八)

四
月
五
日
〉
」
の
二
冊
分
を

刊
行
す
る
。
ま
ず
①
か
ら
み
て
い
こ
う
。 

本
史
料
に
つ
い
て
形
態
か
ら
み
る
と
、
縦
二
七
・
〇
㎝
、 

横
一

七
・
八
㎝
の
帳
簿
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
竪
帳
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。 

表
紙
に
は
「
未
十
一
月 

日
帳
矣
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
「
御
用
人
座
」 

の
朱
書
が
あ
る
。
「
御
用
人
」
は
、
都
城
島
津
家
で
は
家
老
の
次
に

位
置
す
る
役
職
、
「
御
用
人
座
」
は
そ
の
執
務
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。

表
紙
の
字
体
と
は
異
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
録
者
と
は
別
の
人
物

が
後
に
記
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
「
巳
改
」
と
記
さ
れ
た

付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
期
に
都
城
島
津
家
に
お
い

て
、
記
録
方
に
よ
る
文
書
改
が
複
数
回
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
書
改
が
巳
の
年
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
実
施
済
を
示
す
た
め
に
貼
付

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
巳
の
年
の
詳
細
な
年
代
は
不

明
で
あ
る
。 

表
紙
を
開
い
て
み
る
と
、
十
一
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
記
事

が
記
さ
れ
て
お
り
、
表
題
通
り
、
寛
永
十
四
年
十
一
月
中
の
記
録
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
途
中
、
日
付
の
み
で
空
白
の
部
分

が
五
日
み
ら
れ
る
。
毎
日
、
日
付
は
記
さ
れ
て
い
る
が
先
述
し
た
よ

う
に
空
白
で
記
録
が
な
い
日
、
天
気
が
漏
れ
て
い
る
日
、
ま
た
記
載

担
当
者
が
漏
れ
て
い
る
日
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
示
し
た
の
が
表

１
で
あ
る
。
ま
た
、
記
載
者
の
担
当
回
数
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ

る
。
表
２
に
よ
れ
ば
、
野
崎
作
兵
衛
と
相
馬
伝
左
衛
門
が
一
一
回
・

一
〇
回
と
多
く
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
記
載
者
の
役
職
に

つ
い
て
は
「
用
人
座
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
用
人
」
あ
る
い
は

「
用
人
座
」
に
勤
務
す
る
立
場
の
役
人
で
あ
ろ
う
。
表
３
は
連
名
者

ご
と
に
並
べ
た
も
の
で
、
古
垣
久
兵
衛
と
野
崎
作
兵
衛
の
連
名
が
四

回
と
最
も
多
く
、
相
馬
伝
左
衛
門
と
野
崎
作
兵
衛
及
び
箸
野
平
兵
衛

と
野
崎
作
兵
衛
の
連
名
が
三
回
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
こ
こ
に
表
１
～
３
を
挿
入
） 

 
 

 

よ
う
に
ん 

日

記
録
担
当
者

天
候

記
事
空
白

1

未
記
載

2

野
崎
作
兵
衛

晴

3

野
崎
作
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

晴

4

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

表
１
．
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
十
一
月 

御
用
人
座
日
帳

　
　
　

記
録
担
当
者
及
び
記
事
空
白
日
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内
容
を
見
る
と
、
上
旬
は
上
使
の
都
城
来
訪
に
つ
い
て
の
記
録
で

あ
る
。
一
日
に
上
使
が
都
城
来
着
予
定
の
た
め
町
中
の
公
儀
普
請
が

命
じ
ら
れ
、
対
応
す
る
担
当
の
割
り
当
て
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
日

に
は
上
使
の
到
着
に
備
え
、
家
老
衆
が
本
町
部
当
所
へ
詰
め
、
翌
三

日
に
は
幕
や
茶
道
具
を
準
備
し
て
い
る
。
上
使
が
都
城
に
到
着
し
た

の
は
、
四
日
の
日
の
出
時
分
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
上
使
対
応
に
つ
い
て
、
筆
者
所
か
ら
日
記
に
記
録
す
る
よ

う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
使
の
対
応
は
都
城
を
上
げ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
後
年
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
記
録
も
残

す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
途
中
、
上
使
は
鹿
児
島
へ
向
か
っ
た
よ
う
で
、
七
日
の
記

事
に
鹿
児
島
を
出
船
し
た
こ
と
、
午
前
二
時
頃
に
福
山
に
到
着
し
た

こ
と
、
午
前
九
時
頃
に
都
城
に
到
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
翌
八
日
の
午
前
六
時
頃
に
上
使
は
都
城
を
出
立
し
て
い
る
。

上
使
来
訪
に
お
い
て
対
応
し
た
家
臣
に
対
し
て
役
人
か
ら
酒
が
振
舞

わ
れ
て
い
る
。 

十
日
以
降
は
、
垂
水
か
ら
久
直
室
（
忠
能
の
娘
春
嶺
）
に
使
者
が

や
っ
て
来
て
み
か
ん
を
進
納
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
春
嶺
の
母
親
が

島
津
以
久
の
娘
で
あ
り
、
以
久
の
子
孫
が
垂
水
の
領
主
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

二
十
八
日
の
記
事
は
、
佐
藤
七
左
衛
門
が
梶
山
に
移
る
こ
と
に
つ

い
て
、
鹿
児
島
の
許
可
を
得
て
い
る
。
彼
が
都
城
の
家
臣
か
藩
の
直

臣
で
あ
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
都
城
の
家
臣
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

た
と
え
都
城
の
家
臣
の
問
題
で
あ
っ
て
も
、
武
士
の
移
動
に
つ
い
て

は
藩
に
権
限
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
鷹
狩
に

使
用
す
る
鳫
の
く
び
り
衆
の
都
城
来
訪
や
川
成
検
地
の
記
事
も
見
ら

れ
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
鹿
児
島
と
都
城
と
の
関
係
、
都
城
領

内
の
行
政
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

記
事
の
概
要
に
つ
い
て
、
表
４
と
し
て
ま
と
め
た
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。 

な
お
、
寛
永
二
十
年
は
、
同
十
八
年
十
一
月
六
日
に
、
藩
主
島
津

家
久
の
子
で
あ
る
都
城
領
主
北
郷
久
直
が
死
去
し
、
領
主
空
位
の
時

期
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
②
史
料
の
解
説
で
述
べ
る
。 

 （
こ
こ
に
表
４
を
挿
入
） 

 

 

べ 

と
う 

 

ひ
さ
な
お 

た
だ
よ
し 

 

し
ゅ
ん
れ
い 

も
ち
ひ
さ 

か
わ
な
り 

い
え
ひ
さ 

日

記
録
担
当
者

天
候

記
事
空
白

5

未
記
載

6

未
記
載

晴

7

未
記
載

8

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

9

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

晴

10

相
馬
伝
左
衛
門

晴

11

未
記
載

晴

12

未
記
載

曇

13

相
馬
伝
左
衛
門

晴

14

相
馬
伝
左
衛
門

箸
野
平
兵
衛

晴

15

古
垣
休
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

16

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

〇

17

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

18

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

〇

19

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

〇

20

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

晴

21

箸
野
平
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

22

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

23

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

八
ツ
過
ゟ
雨

24

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

25

箸
野
平
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

〇

26

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

27

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

晴

28

未
記
載

29

箸
野
平
兵
衛

30

野
崎
作
兵
衛

晴

〇

№

記
録
担
当
者

回
数

％

１
～
10
日

11
～
20
日

21
～
30
日

1

野
崎
作
兵
衛

11

47.8
％

83.3
％

25.0
％

44.4
％

2

相
馬
伝
左
衛
門

10

43.5
％

66.7
％

37.5
％

33.3
％

3

古
垣
久
兵
衛

8

34.8
％

0.0
％

62.5
％

33.3
％

4

箸
野
平
兵
衛

7

30.4
％

16.7
％

12.5
％

55.6
％

5

渡
辺
善
左
衛
門

5

21.7
％

0.0
％

50.0
％

11.1
％

役
人
名

回

月
/
日

野
崎
作
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

1

11
/
3

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

3

11
/
4

11
/
9

11
/
20

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

3

11
/
8

11
/
23

11
/
24

相
馬
伝
左
衛
門

箸
野
平
兵
衛

1

11
/
14

古
垣
休
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

1

11
/
15

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

4

11
/
16

11
/
17

11
/
18

11
/
22

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

2

11
/
19

11
/
22

箸
野
平
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

1

11
/
21

箸
野
平
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

1

11
/
25

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

2

11
/
26

11
/
27

野
崎
作
兵
衛

2

11
/
2

11
/
30

相
馬
伝
左
衛
門

1

11
/
10

箸
野
平
兵
衛

1

11
/
29

表
２
．
記
載
者
の
担
当
回
数

表
３
．
連
名
者
別
一
覧※

古
垣
休
兵
衛
と
古
垣
久
兵
衛
は
同
一
人
物
と
判
断
し
た
。
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内
容
を
見
る
と
、
上
旬
は
上
使
の
都
城
来
訪
に
つ
い
て
の
記
録
で

あ
る
。
一
日
に
上
使
が
都
城
来
着
予
定
の
た
め
町
中
の
公
儀
普
請
が

命
じ
ら
れ
、
対
応
す
る
担
当
の
割
り
当
て
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
日

に
は
上
使
の
到
着
に
備
え
、
家
老
衆
が
本
町
部
当
所
へ
詰
め
、
翌
三

日
に
は
幕
や
茶
道
具
を
準
備
し
て
い
る
。
上
使
が
都
城
に
到
着
し
た

の
は
、
四
日
の
日
の
出
時
分
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
上
使
対
応
に
つ
い
て
、
筆
者
所
か
ら
日
記
に
記
録
す
る
よ

う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
使
の
対
応
は
都
城
を
上
げ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
後
年
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
記
録
も
残

す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
途
中
、
上
使
は
鹿
児
島
へ
向
か
っ
た
よ
う
で
、
七
日
の
記

事
に
鹿
児
島
を
出
船
し
た
こ
と
、
午
前
二
時
頃
に
福
山
に
到
着
し
た

こ
と
、
午
前
九
時
頃
に
都
城
に
到
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
翌
八
日
の
午
前
六
時
頃
に
上
使
は
都
城
を
出
立
し
て
い
る
。

上
使
来
訪
に
お
い
て
対
応
し
た
家
臣
に
対
し
て
役
人
か
ら
酒
が
振
舞

わ
れ
て
い
る
。 

十
日
以
降
は
、
垂
水
か
ら
久
直
室
（
忠
能
の
娘
春
嶺
）
に
使
者
が

や
っ
て
来
て
み
か
ん
を
進
納
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
春
嶺
の
母
親
が

島
津
以
久
の
娘
で
あ
り
、
以
久
の
子
孫
が
垂
水
の
領
主
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

二
十
八
日
の
記
事
は
、
佐
藤
七
左
衛
門
が
梶
山
に
移
る
こ
と
に
つ

い
て
、
鹿
児
島
の
許
可
を
得
て
い
る
。
彼
が
都
城
の
家
臣
か
藩
の
直

臣
で
あ
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
都
城
の
家
臣
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

た
と
え
都
城
の
家
臣
の
問
題
で
あ
っ
て
も
、
武
士
の
移
動
に
つ
い
て

は
藩
に
権
限
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
鷹
狩
に

使
用
す
る
鳫
の
く
び
り
衆
の
都
城
来
訪
や
川
成
検
地
の
記
事
も
見
ら

れ
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
鹿
児
島
と
都
城
と
の
関
係
、
都
城
領

内
の
行
政
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

記
事
の
概
要
に
つ
い
て
、
表
４
と
し
て
ま
と
め
た
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。 

な
お
、
寛
永
二
十
年
は
、
同
十
八
年
十
一
月
六
日
に
、
藩
主
島
津

家
久
の
子
で
あ
る
都
城
領
主
北
郷
久
直
が
死
去
し
、
領
主
空
位
の
時

期
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
②
史
料
の
解
説
で
述
べ
る
。 

 （
こ
こ
に
表
４
を
挿
入
） 

 

 

べ 

と
う 

 

ひ
さ
な
お 

た
だ
よ
し 

 

し
ゅ
ん
れ
い 

も
ち
ひ
さ 

か
わ
な
り 

い
え
ひ
さ 

日

記
録
担
当
者

天
候

記
事
空
白

5

未
記
載

6

未
記
載

晴

7

未
記
載

8

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

9

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

晴

10

相
馬
伝
左
衛
門

晴

11

未
記
載

晴

12

未
記
載

曇

13

相
馬
伝
左
衛
門

晴

14

相
馬
伝
左
衛
門

箸
野
平
兵
衛

晴

15

古
垣
休
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

16

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

〇

17

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

18

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

〇

19

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

〇

20

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

晴

21

箸
野
平
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

22

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

23

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

八
ツ
過
ゟ
雨

24

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

25

箸
野
平
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

〇

26

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

27

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

晴

28

未
記
載

29

箸
野
平
兵
衛

30

野
崎
作
兵
衛

晴

〇

役
人
名

回

月
/
日

野
崎
作
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

1

11
/
3

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

3

11
/
4

11
/
9

11
/
20

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

3

11
/
8

11
/
23

11
/
24

相
馬
伝
左
衛
門

箸
野
平
兵
衛

1

11
/
14

古
垣
休
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

1

11
/
15

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

4

11
/
16

11
/
17

11
/
18

11
/
22

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

2

11
/
19

11
/
22

箸
野
平
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

1

11
/
21

箸
野
平
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

1

11
/
25

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

2

11
/
26

11
/
27

野
崎
作
兵
衛

2

11
/
2

11
/
30

相
馬
伝
左
衛
門

1

11
/
10

箸
野
平
兵
衛

1

11
/
29

日

記
載
者

天
候

概
要

1

未
記
載

鹿
児
島
か
ら
の
廻
文(

鹿
児
島
か
ら
出
奔
し
た
者
の
情
報)

到
来
、
諸
口
諸
外
城
へ
の
申
し
渡
し
、
ま
た
、
町
中
の
公

儀
普
請
が
命
じ
ら
れ
る
。

表
４
．
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
十
一
月
「
御
用
人
座
」
日
帳
概
要
（
抄
）

- 77 -



 - 79 -

 

次
に
②
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
本
史
料
に
つ
い
て
、
ま
ず
形
態

か
ら
み
る
と
、
縦
三
〇
・
七
㎝
、 

横
二
〇
・
九
㎝
の
比
較
的
大
型
の

帳
簿
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
竪
帳
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

表
紙
を
み
る
と
、
朱
書
で
「
慶
安
元
年
四
月
五
日
云
云
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
日
だ
け
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
記
事
の
始
め
が
慶
安
元
年
四
月
五
日
で
あ
り
、
そ
の
後
も
続
く

と
い
う
こ
と
で
「
云
云
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

表
紙
を
開
い
て
み
る
と
、
慶
安
元
年(

一
六
四
八)

四
月
五
日
か
ら
翌

慶
安
二
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
記
事
が
、
一
つ
書
き
で
記
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
毎
日
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
付
は
飛
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
日
記
と
は
言
い
難
い
。
本
史
料
は
、
北
郷
忠
能

の
三
男
久
常
へ
の
知
行
付
与
問
題
に
お
け
る
藩
と
都
城
と
の
交
渉
内

容
を
ま
と
め
た
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
記
事
の
み
が
記
さ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

記
事
そ
れ
ぞ
れ
に
、
交
渉
に
関
わ
っ
た
藩
の
使
者
と
都
城
の
使
者

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
役
職
に

つ
い
て
は
判
明
し
た
者
に
つ
い
て
の
み
記
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

都
城
の
使
者
の
役
職
は
概
ね
「
家
老
」
と
「
地
頭
」
と
な
っ
て
い
る
。

家
老
は
、
領
主
に
仕
え
る
行
政
担
当
の
責
任
者
で
あ
る
。
地
頭
は
、

家
老
ま
た
は
家
老
の
次
に
位
置
す
る
用
人
が
就
任
し
て
い
る
。
た
だ
、

同
時
期
の
家
老
の
中
に
彼
ら
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
用
人
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
も
都
城
の
重
職
を
担

う
役
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

藩
側
の
使
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
判
明
し
た
者
は
上
置
と
中
抑
で

あ
る
。
こ
の
役
職
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
藩
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
上
置
は
都
城
領
主
の
後
見
役
、
中
抑
は
都
城
と
藩
の
取
次

と
い
う
べ
き
役
職
で
あ
っ
た
（
注
１
）
。
し
た
が
っ
て
、
藩
と
都
城
の

交
渉
に
仲
介
役
と
し
て
参
加
し
た
と
い
え
よ
う
。 

 

（
こ
こ
に
表
５
を
挿
入
） 

      

ひ
さ
つ
ね 

う
わ
お
き 

な
か
お
さ
え 

日

記
載
者

天
候

概
要

1

未
記
載

幕
府
上
使
が
都
城
に
来
着
予
定
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
担
当

割
り
当
て

安
永
衆
皿
良
正
右
衛
門
が
、
三
日
前
に
鹿
児
島
へ
出
向
し

た
が
、
本
日
帰
宅
。

2

野
崎
作
兵
衛

晴

上
使
到
着
に
備
え
、
役
人
衆
（
家
老
）
が
本
町
部
当
所
へ

詰
め
る
。

3

野
崎
作
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

晴

上
使
到
着
に
備
え
、
火
鉢
・
煙
草
入
れ
・
幕
等
を
準
備
。

上
使
は
明
日
到
着
予
定
。

茶
道
具
の
棗
や
ひ
き
茶
入
れ
等
を
準
備
。

4

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

上
使
、
日
の
出
自
分
に
都
城
へ
到
着
。
本
町
部
当
所
御
道

具
番
二
人
ず
つ
の
割
り
当
て
あ
り
。
朝
八
時
に
出
勤
し
、

筆
者
所
の
日
記
に
記
録
す
る
よ
う
に
筆
者
所
か
ら
諸
口
噯

中
に
通
知
あ
り
。

5

未
記
載

高
木
衆
山
路
与
右
衛
門
、
鹿
児
島
へ
の
御
用
の
書
状
が
来

た
た
め
、
そ
れ
を
持
参
。

6

未
記
載

晴

上
使
の
帰
宅
の
た
め
福
山
ま
で
木
藤
伊
兵
衛
が
同
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
山
田
衆
三
人
が
供
奉
。

7

未
記
載

鹿
児
島
仮
屋
番
衆
梶
山
坂
口
権
助
が
今
朝
都
城
に
戻
り
、

上
使
が
鹿
児
島
を
出
船
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

上
使
が
福
山
へ
夜
中
二
時
頃
に
着
船
と
木
藤
伊
兵
衛
か
ら

連
絡
あ
り
。
今
日
の
午
前
九
時
頃
に
都
城
に
到
着
。

8

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

上
使
は
昨
日
鹿
児
島
か
ら
都
城
に
到
着
。
今
日
の
午
前
六

時
頃
に
都
城
を
出
立
。

勝
岡
丹
波
守
か
ら
の
連
絡
で
、
上
使
が
下
向
し
た
こ
と
を

伝
え
る
。

9

相
馬
伝
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

晴

上
使
の
お
通
り
に
つ
い
て
、
役
人
か
ら
辛
労
し
た
人
に
酒

が
給
わ
れ
た
。

10

相
馬
伝
左
衛
門

晴

垂
水
か
ら
奥
方
（
春
嶺
・
久
直
室
）
に
お
使
い
が
来
て
み

か
ん
を
進
納

相
馬
善
左
衛
門
が
鹿
児
島
へ
使
い
と
し
て
赴
き
、
追
っ
て

鶴
田
治
吉
が
福
山
ま
で
派
遣
さ
れ
た
。

奥
方
が
参
拝
時
に
は
、
僧
侶
で
な
い
人
も
お
供
に
加
え
、

ま
た
二
人
を
先
に
お
供
さ
せ
、
無
調
法
が
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
納
戸
衆
へ
役
所
（
家
老
）
か
ら
達
せ
ら
れ
る
。

11

未
記
載

晴

鷹
狩
の
獲
物
で
あ
る
鳫
の
く
び
り
衆
が
鹿
児
島
か
ら
都
城

へ
来
訪
、
鷹
衆
の
一
緒
に
来
た
が
不
十
分
な
た
め
三
崎
伝

兵
衛
が
加
え
ら
れ
る
と
、
土
持
貞
綱
か
ら
報
告
あ
り
。

今
日
か
ら
龍
峯
寺
で
法
事
が
始
ま
る
。
上
置
三
原
重
貞
と

家
老
二
人
が
参
拝
。
夜
奥
方
が
参
拝
。

上
使
対
応
の
辛
労
の
褒
美
に
北
郷
久
秀
が
代
理
と
し
て
振

る
舞
い
を
実
施
。

12

未
記
載

曇

鹿
児
島
か
ら
相
良
新
右
衛
門
が
法
事
の
た
め
に
使
い
と
し

て
都
城
来
訪
。

今
日
頴
娃
左
馬
頭
が
高
岡
か
ら
御
帰
宅
い
龍
峯
寺
参
拝
。

鶴
田
治
兵
衛
が
鹿
児
島
か
ら
今
日
帰
宅
。

13

相
馬
伝
左
衛
門

晴

野
鳫
く
び
り
人
へ
振
舞
あ
り
。

今
日
ま
で
龍
峯
寺
に
お
い
て
、
北
郷
久
直
の
法
事
。

日

記
載
者

天
候

概
要

14

相
馬
伝
左
衛
門

箸
野
平
兵
衛

晴

大
川
原
万
兵
衛
が
、
今
日
、
法
事
の
御
礼
使
の
た
め
鹿
児

島
へ
参
る
。

15

古
垣
休
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

本
御
城
の
荒
神
の
上
葺
修
理
を
普
請
奉
行
が
命
じ
ら
れ
る
。

16

古
垣
石
右
衛
門

渡
辺
善
左
衛
門

記
載
な
し

17

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

野
鳫
く
び
り
衆
が
今
晩
来
訪
す
る
と
の
こ
と
。
三
崎
伝
兵

衛
が
酒
の
準
備
に
つ
い
て
加
勢
を
し
た
い
旨
申
し
出
る
。

島
津
忠
張
が
使
者
押
川
主
悦
助
に
て
申
し
入
れ
あ
り
。
都

城
の
小
右
衛
門
が
昨
年
八
月
に
鹿
児
島
に
来
て
、
銀
子
を

借
り
受
け
た
い
と
申
し
入
れ
が
あ
り
、
忠
張
は
そ
れ
を
承

諾
し
て
銀
子
を
貸
し
た
。
そ
の
場
合
、
判
の
取
り
か
わ
し

が
必
要
と
の
こ
と
な
の
で
、
石
崎
甚
右
衛
門
は
書
類
に
署

判
し
た
が
、
神
田
橋
茂
右
衛
門
は
署
判
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
整
う
よ
う
に
と
忠
張
が
い
ろ
い
ろ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

そ
こ
で
対
応
し
て
解
決
し
た
。

18

古
垣
久
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

記
載
な
し

19

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

記
載
な
し

20

相
馬
吉
左
衛
門

野
崎
作
兵
衛

晴

川
東
・
山
田
・
西
岳
に
て
川
成
検
地
あ
り
。
検
地
衆
は
友

重
十
郎
右
衛
門
・
中
嶋
電
右
衛
門
・
神
野
久
左
衛
門

21

箸
野
平
兵
衛

渡
辺
善
左
衛
門

か
も
を
奥
方
と
後
室
様
へ
家
老
よ
り
献
上
す
る
た
め
、
山

内
覚
右
衛
門
と
豊
丸
分
右
衛
門
へ
使
い
で
あ
る
平
兵
衛
が

渡
し
た
。

22

古
垣
久
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

晴

町
へ
鹿
児
島
か
ら
殿
役
衆
が
来
ら
れ
る
の
に
伴
い
、
そ
の

宿
へ
筋
引
き
の
猪
肉
を
代
官
所
が
取
り
寄
せ
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
大
草
段
右
衛
門
と
山
田
四
郎
兵
衛
へ
渡
し
た
。

23

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

八
つ
過
ぎ

よ
り
雨

記
載
な
し

24

箸
野
平
兵
衛

野
崎
作
兵
衛

鹿
児
島
か
ら
の
廻
状
・
天
長
寺
か
ら
の
書
状
を
正
応
寺
へ

野
崎
市
右
衛
門
が
持
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
を
来
住
口
番

衆
で
あ
る
有
馬
土
佐
右
衛
門
が
持
参
し
た
。

今
日
、
上
置
の
三
原
重
貞
は
病
気
の
た
め
来
ら
れ
な
か
っ

た
。

25

箸
野
平
兵
衛

相
馬
伝
左
衛
門

記
載
な
し

26

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

大
般
若
祈
念
実
施
。

27

相
馬
伝
左
衛
門

古
垣
久
兵
衛

晴

船
手
形
に
つ
い
て
、
そ
の
前
書
と
書
状
を
鹿
児
島
か
ら
高

木
治
右
衛
門
が
使
い
と
し
て
持
っ
て
き
た
。

殿
役
番
所
を
作
る
た
め
、
か
ら
竹
二
十
五
本
、
な
よ
竹

二
十
五
本
差
し
出
す
よ
う
に
と
、
山
奉
行
か
ら
仰
せ
が
あ
っ

た
と
、
山
田
四
郎
兵
衛
よ
り
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
家
老

へ
伝
え
た
と
こ
ろ
、
山
奉
行
佐
藤
五
郎
介
へ
竹
を
渡
す
よ

う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

28

未
記
載

佐
藤
七
左
衛
門
が
梶
山
へ
移
る
こ
と
に
つ
い
て
、
明
日
鹿

児
島
へ
了
承
を
得
る
た
め
参
る

29

箸
野
平
兵
衛

今
日
は
、
古
垣
久
兵
衛
と
相
馬
伝
左
衛
門
が
詰
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
家
老
が
川
へ
行
く
と
の
こ
と
で
、
そ

れ
に
行
っ
た
た
め
、
箸
野
平
兵
衛
が
代
わ
り
を
勤
め
た
。

30

野
崎
作
兵
衛

記
載
な
し
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次
に
②
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
本
史
料
に
つ
い
て
、
ま
ず
形
態

か
ら
み
る
と
、
縦
三
〇
・
七
㎝
、 

横
二
〇
・
九
㎝
の
比
較
的
大
型
の

帳
簿
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
竪
帳
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

表
紙
を
み
る
と
、
朱
書
で
「
慶
安
元
年
四
月
五
日
云
云
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
日
だ
け
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
記
事
の
始
め
が
慶
安
元
年
四
月
五
日
で
あ
り
、
そ
の
後
も
続
く

と
い
う
こ
と
で
「
云
云
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

表
紙
を
開
い
て
み
る
と
、
慶
安
元
年(
一
六
四
八)

四
月
五
日
か
ら
翌

慶
安
二
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
記
事
が
、
一
つ
書
き
で
記
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
毎
日
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
付
は
飛
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
日
記
と
は
言
い
難
い
。
本
史
料
は
、
北
郷
忠
能

の
三
男
久
常
へ
の
知
行
付
与
問
題
に
お
け
る
藩
と
都
城
と
の
交
渉
内

容
を
ま
と
め
た
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
記
事
の
み
が
記
さ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

記
事
そ
れ
ぞ
れ
に
、
交
渉
に
関
わ
っ
た
藩
の
使
者
と
都
城
の
使
者

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
役
職
に

つ
い
て
は
判
明
し
た
者
に
つ
い
て
の
み
記
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

都
城
の
使
者
の
役
職
は
概
ね
「
家
老
」
と
「
地
頭
」
と
な
っ
て
い
る
。

家
老
は
、
領
主
に
仕
え
る
行
政
担
当
の
責
任
者
で
あ
る
。
地
頭
は
、

家
老
ま
た
は
家
老
の
次
に
位
置
す
る
用
人
が
就
任
し
て
い
る
。
た
だ
、

同
時
期
の
家
老
の
中
に
彼
ら
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
用
人
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
も
都
城
の
重
職
を
担

う
役
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

藩
側
の
使
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
判
明
し
た
者
は
上
置
と
中
抑
で

あ
る
。
こ
の
役
職
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
藩
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
上
置
は
都
城
領
主
の
後
見
役
、
中
抑
は
都
城
と
藩
の
取
次

と
い
う
べ
き
役
職
で
あ
っ
た
（
注
１
）
。
し
た
が
っ
て
、
藩
と
都
城
の

交
渉
に
仲
介
役
と
し
て
参
加
し
た
と
い
え
よ
う
。 

 

（
こ
こ
に
表
５
を
挿
入
） 

      

ひ
さ
つ
ね 

う
わ
お
き 

な
か
お
さ
え 

藩

都　
　

城

氏　

名

役
職

氏　

名

役
職

猿
渡
大
炊
助

上
置

北
郷
次
右
衛
門

久
孝

家
老

岩
切
六
右
衛
門

土
持
権
助

貞
綱

家
老

諏
訪
杢
右
衛
門

兼
清
ヵ

北
郷
仲
左
衛
門

久
永

家
老

比
志
島
監
物

範
員

上
置

神
田
橋
甚
左
衛
門

助
張

鷹
尾
口
地
頭

新
納
刑
部

忠
秀
ヵ

川
東
新
右
衛
門

喜
入
吉
兵
衛

久
供

野
辺
勘
左
衛
門

盛
常

小
森
隼
人

政
尚

中
取(

中
抑)

津
曲
筑
兵
衛

兼
典

梶
山
地
頭

表
５
．
記
載
者
及
び
藩
側
役
人
の
役
職
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次
に
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。 

本
記
録
は
、
先
述
し
た
と
お
り
、
北
郷
忠
能
の
三
男
久
常
に
対
し

て
千
石
の
知
行
等
を
付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
藩
と
都
城
と
の
交

渉
の
内
容
を
時
系
列
で
詳
細
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
常
を
藩
の
直
臣
と
し
、
藩
の
役
を
担
わ
す
た

め
に
都
城
の
高
を
割
い
て
加
増
す
る
よ
う
に
と
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
藩
と
都
城
の
一
連

の
交
渉
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
史
料
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
関
連
す
る
同
時
期
の
藩

と
都
城
の
関
係
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
（
注
２
）
。 

寛
永
八
年(

一
六
三
一)

二
月
五
日
、
都
城
領
主
北
郷
忠
能
が
死
去
し
、

そ
の
子
忠
亮
が
跡
を
継
い
だ
。
藩
主
島
津
家
久
は
忠
亮
が
都
城
領
主

を
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
、
同
年
の
三
月
二
十
八
日
に
、
今
後
家
中
へ
の

死
罪
や
知
行
没
収
な
ど
の
沙
汰
を
行
う
と
き
に
は
、
事
前
に
鹿
児
島

へ
報
告
し
て
か
ら
行
う
こ
と
、
こ
れ
か
ら
は
鹿
児
島
屋
敷
に
移
っ
て

世
情
の
様
子
を
見
習
う
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
都

城
家
老
の
人
事
に
も
介
入
し
た
。
つ
ま
り
忠
能
の
死
を
契
機
に
藩
に

よ
る
都
城
に
対
す
る
介
入
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

寛
永
十
一
年
二
月
十
一
日
に
忠
亮
が
二
一
歳
で
早
世
す
る
と
、
同

年
五
月
に
藩
主
島
津
家
久
の
実
子
で
あ
る
久
直
が
都
城
領
主
と
な
っ

た
。
こ
の
時
久
直
に
対
し
、
父
で
あ
る
藩
主
家
久
か
ら
一
五
条
に
及

ぶ
教
訓
書
が
喜
入
休
右
衛
門
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
領

主
と
し
て
の
心
構
え
が
記
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
都
城
領
内
の
家

臣
へ
の
処
罰
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
家
老
衆
と
よ
く
相
談
し
鹿
児
島

へ
報
告
し
た
上
で
行
う
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
久
直
が
十
月
に
都
城
へ
入
部
す
る
の
に
あ
わ
せ
「
惣
奉
行
」

と
し
て
喜
入
休
右
衛
門
が
従
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
喜
入
に
代
わ
っ
て

相
良
杢
之
助
が
就
任
す
る
時
に
は
役
名
が
「
上
置
」
と
な
っ
て
い
る
。 

惣
奉
行
・
上
置
の
役
割
は
、
領
主
久
直
の
後
見
役
で
あ
り
、
久
直

が
政
務
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
相
談
役
・
後
ろ
盾
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
上
置
は
藩
主
家
久
の
意
思
を
都
城
へ
伝
え
る
役
目
を
有
し

て
お
り
、
都
城
領
に
対
す
る
鹿
児
島
か
ら
の
監
視
役
で
あ
る
と
と
も

に
、
領
政
指
導
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

慶
安
二
年(

一
六
四
九)

に
な
る
と
、
上
置
に
加
え
て
「
中
取
」
、
後

に
「
中
抑
」
と
い
う
役
職
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
中
抑
の
人
数
は
二

人
で
、
一
人
は
鹿
児
島
が
選
任
・
任
命
し
、
い
ま
一
人
は
都
城
が
選

た
だ
す
け 

 - 81 -

任
し
、
鹿
児
島
へ
申
請
し
た
上
で
藩
が
任
命
し
た
。
選
ば
れ
る
の
は

両
者
と
も
に
鹿
児
島
城
下
士
で
あ
り
、
そ
の
役
高
は
前
者
が
一
五
〇

石
、
後
者
が
一
〇
〇
石
で
あ
り
、
と
も
に
都
城
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。 

そ
の
役
割
は
一
人
ず
つ
交
代
で
都
城
に
詰
め
、
都
城
領
主
や
役
人

の
相
談
役
で
あ
り
、
す
べ
て
彼
ら
を
通
し
て
鹿
児
島
へ
上
申
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
鹿
児
島
と
都
城
の
取
次
役
で
あ
っ
た
。
中
取
・
中
抑
が

設
置
さ
れ
た
慶
安
二
年
頃
は
、
前
領
主
北
郷
久
直
が
寛
永
十
八
年
に

二
五
歳
で
死
去
し
た
後
、
そ
の
後
任
が
決
ま
ら
ず
に
都
城
領
主
空
位

の
時
期
で
あ
っ
た
。 

寛
永
二
十
年
十
一
月
に
は
、
藩
主
島
津
光
久
が
都
城
に
対
し
「
現

在
、
家
督
の
跡
目
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
都
城
家
臣
の
仕
置
や

定
め
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
に
相
談
し
、
そ
の
上
で
鹿
児
島
か
ら
仰

せ
付
け
る
」
と
い
っ
た
内
容
の
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
寛
永
期
以
降

都
城
領
政
に
対
す
る
藩
の
干
渉
が
続
い
て
い
た
が
、
領
主
の
不
在
時

に
は
、
鹿
児
島
が
直
接
都
城
領
内
に
対
す
る
指
示
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
た
だ
、
『
都
城
島
津
家
歴
代
史
』
に
は
、
こ
の
時
期
に

久
直
の
正
室(

忠
能
娘
、
法
名
春
嶺
良
仲
大
姉)

が
家
老
土
持
貞
綱
ら
の

補
佐
を
受
け
て
領
政
を
行
っ
て
い
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

島
津
氏
は
近
世
初
頭
か
ら
北
郷
家
に
対
し
て
、
そ
の
統
制
を
強
め

て
き
た
が
、
寛
文
・
延
宝
期(

一
六
六
一
～
八
一)

に
至
っ
て
も
そ
う
し

た
動
き
は
継
続
し
て
い
た
。 

明
暦
二
年(

一
六
五
六)

に
領
主
に
就
任
し
た
藩
主
光
久
の
二
男
で
都

城
領
主
で
あ
っ
た
北
郷
久
定
が
、
寛
文
二
年(

一
六
六
二)

に
一
九
歳
で

早
世
す
る
と
、
そ
の
跡
目
問
題
が
藩
と
都
城
の
間
で
起
こ
っ
た
。 

藩
は
、
藩
主
光
久
の
三
男
で
喜
入
家
に
入
っ
て
い
る
喜
入
忠
長
を

久
定
夫
人
で
あ
っ
た
千
代
松
と
結
婚
さ
せ
て
、
都
城
領
主
と
す
る
こ

と
を
伝
え
、
忠
長
に
対
し
て
「
島
津
」
を
名
乗
る
よ
う
に
指
示
し
て

き
た
。 

実
は
北
郷
家
に
は
、
忠
能
の
血
を
引
く
藩
の
直
臣
と
な
っ
て
い
た

久
常
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
都
城
領
主
が
「
島
津
」
名
字
に

な
る
こ
と
で
北
郷
家
の
一
統
が
不
満
を
抱
く
こ
と
を
危
惧
し
て
、
光

久
は
、
久
常
に
対
し
て
北
郷
家
伝
来
の
重
物
と
高
三
〇
〇
石
を
渡
す

こ
と
を
決
め
て
い
る
。 

 

み
つ
ひ
さ 

ひ
さ
さ
だ 

ち  

よ  

ま
つ 
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次
に
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。 

本
記
録
は
、
先
述
し
た
と
お
り
、
北
郷
忠
能
の
三
男
久
常
に
対
し

て
千
石
の
知
行
等
を
付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
藩
と
都
城
と
の
交

渉
の
内
容
を
時
系
列
で
詳
細
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
常
を
藩
の
直
臣
と
し
、
藩
の
役
を
担
わ
す
た

め
に
都
城
の
高
を
割
い
て
加
増
す
る
よ
う
に
と
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
藩
と
都
城
の
一
連

の
交
渉
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
史
料
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
関
連
す
る
同
時
期
の
藩

と
都
城
の
関
係
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
（
注
２
）
。 

寛
永
八
年(

一
六
三
一)

二
月
五
日
、
都
城
領
主
北
郷
忠
能
が
死
去
し
、

そ
の
子
忠
亮
が
跡
を
継
い
だ
。
藩
主
島
津
家
久
は
忠
亮
が
都
城
領
主

を
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
、
同
年
の
三
月
二
十
八
日
に
、
今
後
家
中
へ
の

死
罪
や
知
行
没
収
な
ど
の
沙
汰
を
行
う
と
き
に
は
、
事
前
に
鹿
児
島

へ
報
告
し
て
か
ら
行
う
こ
と
、
こ
れ
か
ら
は
鹿
児
島
屋
敷
に
移
っ
て

世
情
の
様
子
を
見
習
う
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
都

城
家
老
の
人
事
に
も
介
入
し
た
。
つ
ま
り
忠
能
の
死
を
契
機
に
藩
に

よ
る
都
城
に
対
す
る
介
入
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

寛
永
十
一
年
二
月
十
一
日
に
忠
亮
が
二
一
歳
で
早
世
す
る
と
、
同

年
五
月
に
藩
主
島
津
家
久
の
実
子
で
あ
る
久
直
が
都
城
領
主
と
な
っ

た
。
こ
の
時
久
直
に
対
し
、
父
で
あ
る
藩
主
家
久
か
ら
一
五
条
に
及

ぶ
教
訓
書
が
喜
入
休
右
衛
門
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
領

主
と
し
て
の
心
構
え
が
記
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
都
城
領
内
の
家

臣
へ
の
処
罰
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
家
老
衆
と
よ
く
相
談
し
鹿
児
島

へ
報
告
し
た
上
で
行
う
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
久
直
が
十
月
に
都
城
へ
入
部
す
る
の
に
あ
わ
せ
「
惣
奉
行
」

と
し
て
喜
入
休
右
衛
門
が
従
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
喜
入
に
代
わ
っ
て

相
良
杢
之
助
が
就
任
す
る
時
に
は
役
名
が
「
上
置
」
と
な
っ
て
い
る
。 

惣
奉
行
・
上
置
の
役
割
は
、
領
主
久
直
の
後
見
役
で
あ
り
、
久
直

が
政
務
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
相
談
役
・
後
ろ
盾
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
上
置
は
藩
主
家
久
の
意
思
を
都
城
へ
伝
え
る
役
目
を
有
し

て
お
り
、
都
城
領
に
対
す
る
鹿
児
島
か
ら
の
監
視
役
で
あ
る
と
と
も

に
、
領
政
指
導
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

慶
安
二
年(

一
六
四
九)

に
な
る
と
、
上
置
に
加
え
て
「
中
取
」
、
後

に
「
中
抑
」
と
い
う
役
職
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
中
抑
の
人
数
は
二

人
で
、
一
人
は
鹿
児
島
が
選
任
・
任
命
し
、
い
ま
一
人
は
都
城
が
選

た
だ
す
け 

 - 81 -

任
し
、
鹿
児
島
へ
申
請
し
た
上
で
藩
が
任
命
し
た
。
選
ば
れ
る
の
は

両
者
と
も
に
鹿
児
島
城
下
士
で
あ
り
、
そ
の
役
高
は
前
者
が
一
五
〇

石
、
後
者
が
一
〇
〇
石
で
あ
り
、
と
も
に
都
城
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。 

そ
の
役
割
は
一
人
ず
つ
交
代
で
都
城
に
詰
め
、
都
城
領
主
や
役
人

の
相
談
役
で
あ
り
、
す
べ
て
彼
ら
を
通
し
て
鹿
児
島
へ
上
申
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
鹿
児
島
と
都
城
の
取
次
役
で
あ
っ
た
。
中
取
・
中
抑
が

設
置
さ
れ
た
慶
安
二
年
頃
は
、
前
領
主
北
郷
久
直
が
寛
永
十
八
年
に

二
五
歳
で
死
去
し
た
後
、
そ
の
後
任
が
決
ま
ら
ず
に
都
城
領
主
空
位

の
時
期
で
あ
っ
た
。 

寛
永
二
十
年
十
一
月
に
は
、
藩
主
島
津
光
久
が
都
城
に
対
し
「
現

在
、
家
督
の
跡
目
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
都
城
家
臣
の
仕
置
や

定
め
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
に
相
談
し
、
そ
の
上
で
鹿
児
島
か
ら
仰

せ
付
け
る
」
と
い
っ
た
内
容
の
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
寛
永
期
以
降

都
城
領
政
に
対
す
る
藩
の
干
渉
が
続
い
て
い
た
が
、
領
主
の
不
在
時

に
は
、
鹿
児
島
が
直
接
都
城
領
内
に
対
す
る
指
示
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
た
だ
、
『
都
城
島
津
家
歴
代
史
』
に
は
、
こ
の
時
期
に

久
直
の
正
室(

忠
能
娘
、
法
名
春
嶺
良
仲
大
姉)

が
家
老
土
持
貞
綱
ら
の

補
佐
を
受
け
て
領
政
を
行
っ
て
い
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

島
津
氏
は
近
世
初
頭
か
ら
北
郷
家
に
対
し
て
、
そ
の
統
制
を
強
め

て
き
た
が
、
寛
文
・
延
宝
期(

一
六
六
一
～
八
一)

に
至
っ
て
も
そ
う
し

た
動
き
は
継
続
し
て
い
た
。 

明
暦
二
年(

一
六
五
六)

に
領
主
に
就
任
し
た
藩
主
光
久
の
二
男
で
都

城
領
主
で
あ
っ
た
北
郷
久
定
が
、
寛
文
二
年(

一
六
六
二)

に
一
九
歳
で

早
世
す
る
と
、
そ
の
跡
目
問
題
が
藩
と
都
城
の
間
で
起
こ
っ
た
。 

藩
は
、
藩
主
光
久
の
三
男
で
喜
入
家
に
入
っ
て
い
る
喜
入
忠
長
を

久
定
夫
人
で
あ
っ
た
千
代
松
と
結
婚
さ
せ
て
、
都
城
領
主
と
す
る
こ

と
を
伝
え
、
忠
長
に
対
し
て
「
島
津
」
を
名
乗
る
よ
う
に
指
示
し
て

き
た
。 

実
は
北
郷
家
に
は
、
忠
能
の
血
を
引
く
藩
の
直
臣
と
な
っ
て
い
た

久
常
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
都
城
領
主
が
「
島
津
」
名
字
に

な
る
こ
と
で
北
郷
家
の
一
統
が
不
満
を
抱
く
こ
と
を
危
惧
し
て
、
光

久
は
、
久
常
に
対
し
て
北
郷
家
伝
来
の
重
物
と
高
三
〇
〇
石
を
渡
す

こ
と
を
決
め
て
い
る
。 

 

み
つ
ひ
さ 

ひ
さ
さ
だ 

ち  

よ  

ま
つ 
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北
郷
家
血
筋
の
者
、
特
に
忠
能
の
妻
と
そ
の
家
来
た
ち
は
、
忠
長

が
都
城
領
主
に
就
任
す
る
こ
と
に
は
承
服
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た

が
、
結
局
は
、
忠
長
の
領
主
就
任
と
「
島
津
」
名
字
の
名
乗
り
が
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
藩
と
都
城
に
と
っ
て
重
要
な
歴
史
的
局
面
の
中
で
、
②

の
史
料
は
作
成
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
か
ら
久
常
の
処
遇
を
め
ぐ
る

当
時
の
状
況
を
詳
細
に
知
り
得
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
久
常
の
系
譜
を
表
６
で
示
し
た
。 

 

（
こ
こ
に
表
６
を
挿
入
） 
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久
常
は
、
一
二
代
北
郷
忠
能
の
三
男
で
、
母
は
福
山
主
水
吉
治
の

娘
と
す
る
。
二
人
の
兄
で
あ
る
翁
久
と
忠
亮
は
都
城
島
津
家
の
系
譜

に
よ
れ
ば
領
主
に
就
任
し
て
い
る
。
な
お
、
両
者
と
も
母
は
島
津
以

久
の
娘
で
あ
る
。 

表
６
に
よ
れ
ば
、
久
常
は
元
和
九
年(

一
六
二
三)

に
誕
生
、
寛
永
十

七
年(

一
六
四
〇)

に
藩
主
家
久
の
実
子
で
あ
る
久
直
が
領
主
の
時
に
一

八
歳
で
弓
場
田
口
地
頭
に
就
任
し
て
い
る
。
正
保
三
年(

一
六
四
六)

に

は
、
藩
主
島
津
光
久
に
従
い
江
戸
に
上
り
、
犬
追
物
興
行
の
射
手
と

し
て
参
加
し
、
将
軍
徳
川
家
光
及
び
次
期
将
軍
徳
川
家
綱
よ
り
小
袖

等
を
拝
領
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
慶
安
四
年(

一
六
五
一)

に
藩
主
光
久

に
供
奉
し
、
明
暦
二
年(

一
六
五
六)

と
寛
文
四
年(

一
六
六
四)

に
は
、

将
軍
家
綱
へ
の
藩
主
光
久
の
礼
使
と
し
て
江
戸
に
赴
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
久
常
は
た
び
た
び
江
戸
に
赴
い
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に

も
江
戸
で
兵
法
の
免
許
を
受
け
て
い
る
。 

北
郷
家
か
ら
分
家
し
、
千
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
た
の
は
慶
安
元

年
で
あ
り
、
そ
の
前
か
ら
す
で
に
藩
主
に
供
奉
し
江
戸
へ
赴
い
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
し
て
、
寛
文
元
年
に
は
松
山
地
頭
、

同
四
年
に
は
平
松
地
頭
、
さ
ら
に
同
六
年
に
は
鶴
田
地
頭
に
転
じ
た
。 

こ
の
よ
う
に
久
常
は
領
主
に
就
任
す
る
こ
と
な
く
、
藩
の
直
臣
と

な
っ
て
地
頭
等
の
役
職
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

次
に
、
本
史
料
の
記
述
概
要
を
紹
介
し
た
の
が
、
末
尾
に
示
し
た

表
７
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
史
料
は
慶
安
元
年
四
月
五
日
に
、
久
常
が
藩

の
直
臣
と
し
て
江
戸
で
の
犬
追
物
の
勤
め
を
行
っ
た
こ
と
、
彼
の
現

在
の
持
高
で
は
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
藩
か
ら
指
摘
さ
れ
、
都
城
よ

り
分
家
し
た
久
常
に
知
行
を
与
え
る
よ
う
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

慶
安
元
年
は
、
北
郷
久
直
が
寛
永
十
八
年
に
二
五
歳
で
死
去
し
た

後
、
そ
の
後
任
が
決
ま
ら
ず
に
都
城
領
主
空
位
の
時
期
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
久
直
後
室
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
。
都
城
側
の
主
張
は
、
自
ら
の
知
行
を
割
い
て
直
臣
化
し
た
兄

弟
へ
与
え
る
こ
と
は
前
例
が
な
い
こ
と
、
領
主
が
決
ま
ら
ず
、
女
性

だ
け
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
藩
か
ら
の
依
頼

を
断
っ
て
い
る
。 

お
き
さ
つ 

た
だ
す
け 

い
ぬ
お
う
も
の 

い
え
み
つ 

い
え
つ
な 

西
暦

元
号

年

月

日

事　
　
　

項

1623

元
和

9

5

20

誕
生
、
母
北
郷
家
家
臣
福
山
主
水
吉
治
女

1640

寛
永

17

2

久
直
領
主
の
時
、
弓
場
田
口
地
頭
職
と
な
る
。

1646

正
保

3

11

13

武
州
王
子
村
の
犬
追
物
興
行
に
お
い
て
、

藩
主
家
久
が
将
軍
徳
川
家
光
の
台
覧
に
参

加
、
そ
の
時
久
常
は
射
手
の
列
に
加
わ
る
。

1646

正
保

3

11

16

藩
主
光
久
の
犬
追
物
に
射
手
は
皆
供
奉
し
、

久
常
の
射
手
を
将
軍
家
光
ほ
か
一
同
が
ご

覧
に
な
っ
た
。
御
服
二
重
を
拝
領
す
る
。

1646

正
保

3

12

2

藩
主
光
久
の
射
手
の
者
、
二
之
丸
に
上
が

り
、
若
君
大
納
言
家
網
に
拝
謁
し
、
御
小

袖
を
賜
る
。

表
６
．
北
郷
久
常
系
譜

西
暦

元
号

年

月

日

事　
　
　

項

1648

慶
安

1

千
石
の
知
行
を
庶
子
分
と
し
て
忠
昭(

久

常)

に
付
与
す
る
よ
う
に
藩
主
か
ら
の
命

令
あ
り
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
前
例
は
な

い
こ
と
か
ら
、
忠
能
の
後
室
・
久
直
の
後
室
、

そ
し
て
家
老
が
協
議
し
、
梅
北
の
寄
地
村

千
石
を
献
上
。
他
に
毎
年
高
四
〇
〇
石
の

納
米
あ
り
。

1651

慶
安

4

藩
主
光
久
が
武
陽(

江
戸)

行
き
へ
久
常

供
奉
。
そ
の
途
中
に
将
軍
家
光
の
死
去
の

報
が
届
き
、
久
常
は
先
遣
と
し
て
哀
悼
を

述
べ
る
。

1652

慶
安

5

1

久
常
、
新
当
流
馬
騎
方
を
松
田
伝
兵
衛
を

師
と
し
て
学
び
、
免
状
を
受
け
る
。

1652

慶
安

5

4

山
井
軍
法
を
江
戸
の
松
田
一
閑
斎
に
学
び
、

免
状
を
受
け
る
。

1656

明
暦

2

冬

藩
主
光
久
が
将
軍
よ
り
御
鷹
の
鶴
を
拝
領
、

久
常
が
そ
の
礼
使
と
し
て
江
戸
へ
赴
く
。

1661

寛
文

1

12

14

松
山
地
頭
職

1664

寛
文

4

12

松
山
地
頭
か
ら
平
松
地
頭
に
移
る

1664

寛
文

4

藩
主
光
久
が
将
軍
よ
り
御
鷹
の
鶴
を
拝
領
、

久
常
が
そ
の
例
使
と
し
て
江
戸
へ
赴
く

1666

寛
文

6

10

14

平
松
地
頭
職
か
ら
鶴
田
地
頭
に
か
わ
る

勤
番
及
び
組
頭

1679

延
宝

7

5

12

死
去　

享
年
五
七
、
法
名
月
照
院
智
山
清

鑑
大
居
士
、
興
国
寺
に
葬
る

(

出
典
）
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

諸
氏
系
譜
２
』
「
新
編
島
津
氏
世
録

支
流
系
図
北
郷
氏
」
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久
常
は
、
一
二
代
北
郷
忠
能
の
三
男
で
、
母
は
福
山
主
水
吉
治
の

娘
と
す
る
。
二
人
の
兄
で
あ
る
翁
久
と
忠
亮
は
都
城
島
津
家
の
系
譜

に
よ
れ
ば
領
主
に
就
任
し
て
い
る
。
な
お
、
両
者
と
も
母
は
島
津
以

久
の
娘
で
あ
る
。 

表
６
に
よ
れ
ば
、
久
常
は
元
和
九
年(

一
六
二
三)

に
誕
生
、
寛
永
十

七
年(

一
六
四
〇)

に
藩
主
家
久
の
実
子
で
あ
る
久
直
が
領
主
の
時
に
一

八
歳
で
弓
場
田
口
地
頭
に
就
任
し
て
い
る
。
正
保
三
年(

一
六
四
六)

に

は
、
藩
主
島
津
光
久
に
従
い
江
戸
に
上
り
、
犬
追
物
興
行
の
射
手
と

し
て
参
加
し
、
将
軍
徳
川
家
光
及
び
次
期
将
軍
徳
川
家
綱
よ
り
小
袖

等
を
拝
領
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
慶
安
四
年(

一
六
五
一)

に
藩
主
光
久

に
供
奉
し
、
明
暦
二
年(

一
六
五
六)

と
寛
文
四
年(

一
六
六
四)

に
は
、

将
軍
家
綱
へ
の
藩
主
光
久
の
礼
使
と
し
て
江
戸
に
赴
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
久
常
は
た
び
た
び
江
戸
に
赴
い
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に

も
江
戸
で
兵
法
の
免
許
を
受
け
て
い
る
。 

北
郷
家
か
ら
分
家
し
、
千
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
た
の
は
慶
安
元

年
で
あ
り
、
そ
の
前
か
ら
す
で
に
藩
主
に
供
奉
し
江
戸
へ
赴
い
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
し
て
、
寛
文
元
年
に
は
松
山
地
頭
、

同
四
年
に
は
平
松
地
頭
、
さ
ら
に
同
六
年
に
は
鶴
田
地
頭
に
転
じ
た
。 

こ
の
よ
う
に
久
常
は
領
主
に
就
任
す
る
こ
と
な
く
、
藩
の
直
臣
と

な
っ
て
地
頭
等
の
役
職
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

次
に
、
本
史
料
の
記
述
概
要
を
紹
介
し
た
の
が
、
末
尾
に
示
し
た

表
７
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
史
料
は
慶
安
元
年
四
月
五
日
に
、
久
常
が
藩

の
直
臣
と
し
て
江
戸
で
の
犬
追
物
の
勤
め
を
行
っ
た
こ
と
、
彼
の
現

在
の
持
高
で
は
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
藩
か
ら
指
摘
さ
れ
、
都
城
よ

り
分
家
し
た
久
常
に
知
行
を
与
え
る
よ
う
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

慶
安
元
年
は
、
北
郷
久
直
が
寛
永
十
八
年
に
二
五
歳
で
死
去
し
た

後
、
そ
の
後
任
が
決
ま
ら
ず
に
都
城
領
主
空
位
の
時
期
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
久
直
後
室
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
。
都
城
側
の
主
張
は
、
自
ら
の
知
行
を
割
い
て
直
臣
化
し
た
兄

弟
へ
与
え
る
こ
と
は
前
例
が
な
い
こ
と
、
領
主
が
決
ま
ら
ず
、
女
性

だ
け
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
藩
か
ら
の
依
頼

を
断
っ
て
い
る
。 

お
き
さ
つ 

た
だ
す
け 

い
ぬ
お
う
も
の 

い
え
み
つ 

い
え
つ
な 

- 83 -



 - 84 -

 
し
か
し
、
藩
側
は
上
置
・
中
抑
を
使
者
と
し
て
都
城
の
家
老
と
協

議
し
な
が
ら
、
久
常
へ
の
知
行
付
与
に
つ
い
て
、
粘
り
強
く
指
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

結
局
は
、
藩
の
命
令
通
り
に
久
常
へ
の
都
城
領
か
ら
の
知
行
付
与

は
実
施
さ
れ
、
梅
北
寄
地
七
四
八
石
一
斗
八
升
四
合
、
同
じ
く
梅
北

益
貫
七
五
石
七
升
壱
合
、
そ
し
て
五
十
町
一
七
六
石
九
斗
三
升
九
合

の
合
計
千
石
壱
斗
九
升
の
高
が
都
城
か
ら
藩
へ
献
上
さ
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
本
史
料
は
当
時
の
都
城
領
主
就
任
を
め
ぐ
る
都
城

と
藩
の
関
係
の
一
端
を
詳
細
に
示
す
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。 

  

注
１ 

『
都
城
市
史 

通
史
編 

中
世
・
近
世
』
（
都
城
市
、
二

〇
〇
五
年
）
、
山
下
真
一
『
鹿
児
島
藩
の
領
主
権
力
と
家

臣
団
』(

岩
田
書
院
、
二
〇
二
三
年)

。 

 

注
２ 

『
都
城
市
史 

通
史
編 

中
世
・
近
世
』
（
都
城
市
、
二

〇
〇
五
年
）
、
山
下
真
一
『
鹿
児
島
藩
の
領
主
権
力
と
家

臣
団
』(

岩
田
書
院
、
二
〇
二
三
年)

。
。 

  

月

日

藩 

御
使

都
城 

使

概
要

慶
安
元
年(

一
六
四
八)

4

5

猿
渡
大
炊
助

岩
切
六
右
衛
門

北
郷
次
右
衛
門

藩
家
老
か
ら
、
亡
き
北
郷
忠
能
の
子
で
あ
る

久
常
が
藩
の
直
臣
と
な
り
、
江
戸
犬
追
物
の

勤
め
た
が
、
少
高
に
よ
り
支
障
が
あ
っ
た
た

め
、
都
城
よ
り
分
家
の
知
行
を
出
せ
な
い
か

に
と
の
相
談
あ
り
。

4

10

猿
渡
大
炊
助

岩
切
六
右
衛
門

土
持
権
助

後
室(

千
代
松･

久
直
娘)

よ
り
、
上
記
相

談
事
項
に
つ
い
て
、
ま
だ
名
跡
が
決
ま
ら
ず
、

前
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
女
性
だ
け
で
前
代

か
ら
続
く
知
行
を
分
け
る
こ
と
は
決
め
が
た

い
。
名
跡
決
定
後
に
改
め
て
指
示
し
て
ほ
し

い
と
の
返
答
。

8

4

猿
渡
大
炊
助

諏
訪
杢
右
衛
門

土
持
権
助

後
室
の
返
答
を
受
け
て
の
藩
家
老
か
ら
の
返

答
。
藩
に
お
い
て
も
庶
子
分
の
知
行
は
藩
か

ら
出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
久
常
分
に
つ

い
て
も
、
都
城
か
ら
出
す
べ
き
で
あ
る
。
名

跡
が
決
ま
っ
て
い
な
く
て
も
問
題
な
い
と
の

藩
主
の
意
思
あ
り
。

8

17

諏
訪
杢
右
衛
門

猿
渡
大
炊
助

北
郷
次
右
衛
門

土
持
権
助

後
室
か
ら
の
返
答
。
以
前
、
前
の
公
儀(

藩

主)

の
下
知
に
よ
っ
て
、
久
常
に
五
〇
〇
石

を
遣
わ
し
た
。
こ
れ
に
加
増
せ
よ
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
都
城
は
借
財
も
多
く
、
二
度
の

上
地
も
あ
っ
た
た
め
家
中
の
者
も
疲
れ
果

て
、
厳
し
い
状
態
で
あ
る
。
加
え
る
石
高
に

つ
い
て
細
か
い
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

一
〇
〇
〇
石
ほ
ど
で
は
な
い
か
。

8

22

諏
訪
杢
右
衛
門

猿
渡
大
炊
助

北
郷
次
右
衛
門

土
持
権
助

鹿
児
島
城
へ
呼
ば
れ
、
諏
訪
と
猿
渡
か
ら
次

の
よ
う
に
仰
せ
ら
れ
た
。
都
城
の
言
い
分
を

藩
主
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
八
万
石
あ
っ

た
北
郷
領
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
北

郷
三
久
に
御
朱
印
に
よ
っ
て
知
行
が
分
離
さ

れ
た
と
聞
く
が
、
そ
れ
ら
は
な
ぜ
か
尋
ね
ら

れ
た
。
そ
こ
で
、
祁
答
院
移
り
の
時
に
知
行

高
が
下
が
り
、
北
郷
三
久
の
知
行
は
分
け
ら

れ
、
御
朱
印
地
と
な
っ
た
こ
と
を
お
答
え
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
諏
訪
・
猿
渡
は
今
少
し

考
え
、
明
日
そ
の
様
子
を
申
し
上
げ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

表
７
．
慶
安
元
年(

一
六
四
八)

四
月
五
日
～
慶
安
二
年

(

一
六
四
九)

十
二
月
二
十
日 

日
帳
概
要
（
抄
）
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月

日

藩 

御
使

都
城 

使

概
要

8

23

諏
訪
杢
右
衛
門

猿
渡
大
炊
助

北
郷
次
右
衛
門

土
持
権
助

北
郷
久
孝
と
土
持
貞
綱
が
城
へ
出
て
、
藩
の

両
使
へ
申
し
入
れ
た
。
以
前
、
太
閤
秀
吉
下

向
の
時
、
当
家
の
人
質
と
し
て
北
郷
時
久
の

子
忠
頼
が
上
洛
。
北
郷
三
久
の
知
行
は
、
こ

の
ほ
か
に
日
向
国
知
行
分
の
人
質
と
し
て
三

久
を
奉
公
に
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
出
さ

れ
た
の
が
、
三
久
知
行
に
関
す
る
御
朱
印
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
三
久
が
在
京
し
た
分
の
知

行
と
聞
く
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
御
朱
印
は

北
郷
家
が
給
わ
っ
た
も
の
で
な
く
、
御
公
儀

へ
の
御
朱
印
で
あ
る
。
そ
の
中
に
書
か
れ
て

い
る
写
し
を
当
家
が
保
持
し
て
い
る
。

8

27

比
志
島
監
物

土
持
権
助

御
朱
印
写
し
を
都
城
か
ら
取
り
寄
せ
、
比
志

島
監
物
の
御
目
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を

猿
渡
大
炊
助
と
諏
訪
杢
右
衛
門
殿
に
見
せ
る

よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

8

30

猿
渡
大
炊
助

土
持
権
助

都
城
の
申
分
と
し
て
久
常
へ
の
知
行
の
件
が

厳
し
い
こ
と
は
承
知
し
た
。
し
か
し
、
藩
の

家
老
が
考
え
る
に
は
、
久
常
へ
の
高
は
、
相

応
の
高
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。
藩
主
へ

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
高
は
不
相
応
の
も

の
で
あ
る
。
藩
家
老
と
都
城
が
相
談
し
て
決

め
る
よ
う
に
と
の
指
示
あ
り
。

9

1

比
志
島
監
物

猿
渡
大
炊
助

土
持
権
助

御
屋
形
へ
参
上
し
て
、
比
志
島
監
物
・
猿
渡

大
炊
助
に
御
朱
印
を
見
せ
た
。
大
炊
助
が

内
々
に
て
言
う
に
は
、
昨
日
話
の
あ
っ
た
久

常
へ
の
高
定
め
に
つ
い
て
、
軽
い
問
題
で
は

な
い
の
で
、
家
老
だ
け
の
考
え
で
決
め
る
こ

と
は
前
例
が
な
く
難
し
い
と
の
こ
と
。
比
志

島
監
物
か
ら
は
、
藩
家
老
だ
け
で
決
め
る
こ

と
が
困
難
な
の
は
も
っ
と
も
の
こ
と
。
都
城

後
室
へ
聞
い
て
も
解
決
し
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
ま
ず
、
土
持
権
助
が
都
城
へ
戻
る
の
が

良
い
と
の
こ
と
。

9

18

猿
渡
大
炊
助

諏
訪
杢
右
衛
門

北
郷
仲
左
衛
門

神
田
橋
甚
左
衛
門

藩
の
御
使
衆
猿
渡
大
炊
助
・
諏
訪
杢
右
衛
門

へ
申
し
入
れ
た
趣
旨
は
、
北
郷
久
常
知
行
は

以
前
公
儀
か
ら
の
命
令
で
五
〇
〇
石
与
え
ら

れ
、
そ
れ
よ
り
藩
直
臣
と
な
っ
た
。
こ
の
内

の
四
〇
〇
石
に
六
〇
〇
石
を
加
え
て
、
都
城

高
か
ら
離
し
て
、
一
〇
〇
〇
石
は
藩
に
献

上
す
る
よ
う
に
と
久
常
に
命
じ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
以
前
よ
り
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に

た
と
え
少
分
で
あ
っ
て
も
厳
し
い
。
都
城

高
が
欠
け
る
こ
と
は
後
悔
す
る
こ
と
に
な

月

日

藩 

御
使

都
城 

使

概
要

る
。
借
金
を
返
済
し
た
ら
、
高
千
石
を
買
っ

た
上
で
一
〇
〇
〇
石
と
し
て
渡
し
た
い
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
書
状
等
を
見
て
も
ら
い
た

い
と
申
し
上
げ
た
が
、
後
日
「
心
静
か
」
に

見
ら
れ
る
と
の
こ
と

慶
安
二
年(

一
六
四
九)

1

6

川
東
新
右
衛
門

こ
の
日
、
年
頭
の
使
い
と
し
て
川
東
新
右
衛

門
が
参
上
。

1

7

新
納
刑
部

猿
渡
大
炊
助

川
東
新
右
衛
門

鹿
児
島
城
へ
登
城
。
新
納
と
猿
渡
両
使
か
ら

承
っ
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
。
久
常
知
行
に

つ
い
て
、
高
千
石
を
庶
子
分
と
し
て
庄
内
か

ら
遣
わ
す
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
件
を
野

崎
五
左
衛
門
と
平
山
七
兵
衛
が
久
常
に
伝
え

た
。

久
常
が
次
の
よ
う
に
回
答
。
あ
り
が
た
い
お

話
で
は
あ
る
が
、
必
ず
千
石
に
限
ら
な
く
て

よ
い
。
藩
主
が
上
洛
の
た
め
の
出
立
前
で
多

忙
な
時
期
な
の
で
、
追
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
お

話
し
す
る
。
庄
内
の
知
行
は
悪
地
で
あ
る
の

で
、
千
石
与
え
ら
れ
て
も
千
石
の
作
法
の
奉

公
は
不
可
能
で
あ
る
。
老
母(

忠
能
室)

を

抱
え
不
如
意
で
あ
る
の
で
、
早
急
に
割
り
付

け
て
ほ
し
い
。

藩
の
両
使
か
ら
聞
い
た
久
常
と
の
交
渉
内

容
は
以
下
の
と
お
り
。
北
郷
久
直
か
ら
知

行
五
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち

一
〇
〇
石
は
上
地
さ
れ
四
〇
〇
石
と
な
っ

た
。
こ
の
四
〇
〇
石
の
物
成(

年
貢)

は
久

常
一
代
に
限
り
庄
内
か
ら
加
勢
す
る
の
で
あ

れ
ば
子
細
は
な
い
。
千
石
は
都
城
高
を
除

き
、
鹿
児
島
高
に
て
早
急
に
割
り
付
け
て
ほ

し
い
。
四
〇
〇
石
は
都
城
高
と
し
て
年
貢
ば

か
り
を
久
常
一
代
に
遣
わ
し
て
も
ら
う
の
が

よ
い
。
久
常
は
忠
能
の
実
子
で
あ
る
の
で

後
室
が
加
勢
す
る
よ
う
に
都
城
家
老
二
人

か
ら
申
し
上
げ
て
、
近
日
中
に
返
事
す
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
及
び
交
渉
が
藩
主
の
上
洛
前

に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
藩
家
老
へ
伝
え

ほ
し
い
と
後
室
よ
り
依
頼
さ
れ
る
。

1

16

新
納
刑
部

猿
渡
大
炊
助

北
郷
仲
左
衛
門

北
郷
次
右
衛
門

新
納
・
猿
渡
両
使
へ
後
室
か
ら
の
返
答
を
伝

え
た
。
川
東
新
右
衛
門
か
ら
藩
の
両
使
か
ら

仰
せ
ら
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
。
久
常
拝
領
の

先
の
四
〇
〇
石
物
成
に
つ
い
て
は
、
黄
門
様

(

島
津
家
久)

の
時
代
に
江
戸
に
お
い
て
決
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月

日

藩 

御
使

都
城 

使

概
要

め
ら
れ
た
も
の
で
、
彼
の
私
的
な
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
上
は
知
行
の
出
入
り
は
な
い
が
、

御
公
儀
か
ら
強
く
命
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る

の
で
、
御
公
儀
が
与
え
た
先
の
知
行
に
加
え

て
高
千
石
を
つ
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
何
度
も
お
断
り
し
、
今
回
も
変

わ
ら
な
い
。
今
借
財
も
多
く
、
こ
の
ま
ま
で

は
返
済
も
滞
っ
て
し
ま
う
。

2

1

喜
入
吉
兵
衛

新
納
刑
部

北
郷
次
右
衛
門

北
郷
仲
左
衛
門

藩
の
両
使
か
ら
以
下
の
と
お
り
藩
か
ら
の
仰

せ
あ
り
。
藩
主
上
洛
前
に
久
常
知
行
に
つ
い

て
回
答
せ
よ
、
島
津
久
通
に
も
出
立
前
に
相

談
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
四
〇
〇
石
の
物

成
に
都
城
か
ら
出
す
こ
と
に
つ
い
て
後
室
は

納
得
し
な
い
。
し
か
し
、
通
常
庶
子
分
の
知

行
は
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
ち
ら
か
ら
申
し
た
こ
と

は
、
以
前
は
四
〇
〇
石
の
物
成
に
加
え
る
と

い
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
に
対
し
、
新
納
刑
部
は
そ
れ
は
相
談
時
の

話
で
、
こ
の
度
は
公
儀
と
し
て
仰
せ
ら
れ
て

る
。
四
〇
〇
石
も
千
石
に
添
え
て
出
す
よ
う

に
と
仰
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
難
色

を
示
す
な
ら
、
江
戸
の
上
聞
に
達
す
る
と
い

い
、
そ
の
時
は
上
意
と
し
て
命
じ
ら
れ
る
の

で
、
了
承
す
る
よ
う
に
。
そ
う
な
る
と
、
藩

家
老
か
ら
も
仰
せ
に
な
り
、
そ
れ
は
ど
う
か

と
考
え
る
の
で
後
室
が
納
得
す
る
よ
う
に
よ

く
よ
く
相
談
す
る
よ
う
に
。

3

23

猿
渡
大
炊
助

喜
入
吉
兵
衛

土
持
権
助

神
田
橋
甚
左
衛
門

後
室
が
主
張
し
た
内
容
を
、
藩
の
使
者
で
あ

る
猿
渡
・
喜
入
両
名
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

詳
細
を
聞
か
れ
、
そ
の
意
趣
書
を
作
成
し
提

出
す
る
よ
う
に
、
大
迫
盛
右
衛
門
を
通
じ
て

命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、
都
城
か
ら
の
指
示
が
な
い
状
況

の
中
で
意
趣
書
を
作
成
す
る
の
は
お
断
り
し

た
い
。
重
ね
て
藩
の
両
使
か
ら
い
わ
れ
た
の

は
、
書
物
に
は
な
ら
な
く
て
も
問
題
な
い
の

で
、
そ
ち
ら
の
言
い
分
を
記
し
た
意
趣
書
を

提
出
し
て
も
ら
え
ば
、
そ
れ
に
て
藩
家
老
に

申
し
上
げ
る
と
、
大
迫
盛
右
衛
門
を
通
し
て

指
示
さ
れ
た
。

提
出
し
た
意
趣
書
は
以
下
の
と
お
り
。
後
室

か
ら
の
返
事
と
し
て
、
久
常
知
行
に
つ
い
て

高
一
四
〇
〇
石
を
与
え
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ

た
。
庶
子
分
の
知
行
と
し
て
持
高
を
分
離
し

月

日

藩 

御
使

都
城 

使

概
要

公
儀
高
に
な
る
こ
と
は
前
例
が
な
い
こ
と
か

ら
断
っ
て
き
た
が
、
な
お
命
じ
ら
れ
た
。
ま

た
、
以
前
久
常
が
公
儀
よ
り
与
え
ら
れ
た

四
〇
〇
石
に
、
六
〇
〇
石
を
加
え
合
計
千
石

を
公
儀(

藩)

へ
差
し
上
げ
る
こ
と
を
久
常

に
も
命
じ
ら
れ
た
。
今
回
は
一
四
〇
〇
石
を

渡
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
増
加
し
た

四
〇
〇
石
は
名
跡
決
定
後
に
決
め
て
ほ
し
い

と
お
断
り
を
入
れ
た
。
北
郷
知
行
と
い
っ
て

も
そ
れ
は
公
儀
御
知
行
で
あ
る
の
で
、
指
示

通
り
に
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
代
々
伝
来
の

知
行
を
女
だ
け
の
判
断
で
分
離
さ
せ
る
の
は

難
し
い
と
申
し
上
げ
た
。

今
回
庶
子
分
の
高
を
分
離
し
て
差
し
出
せ

ば
、
さ
ら
に
次
男
・
三
男
分
も
分
離
し
公
儀

高
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る

と
、
家
の
高
は
残
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

迷
惑
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
前
例
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

右
の
よ
う
な
女
の
こ
と
と
し
て
と
い
う
申
し

出
は
、
公
儀
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
も
し
藩
主

の
耳
に
達
し
、
上
意
と
な
っ
て
は
迷
惑
に
な

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
は

知
ら
せ
る
よ
う
に
、
と
の
指
示
あ
り
。

3

25

猿
渡
大
炊
助

土
持
権
助

神
田
橋
甚
左
衛
門

一
昨
日
の
返
事
に
対
し
、
藩
御
老
中
が
お
聞

き
に
な
っ
た
。
在
江
戸
の
御
家
老
中
も
お
聞

き
に
な
り
相
談
し
た
結
果
、
年
内
に
高
千
石

分
と
昨
年
分
の
物
成
を
渡
す
よ
う
に
と
の
こ

と
。

4

20

猿
渡
大
炊
助

喜
入
吉
兵
衛

野
辺
勘
左
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

猿
渡
大
炊
助
・
喜
入
吉
兵
衛
よ
り
鹿
児
嶋
城

へ
呼
ば
れ
、
藩
の
返
事
と
し
て
、
六
〇
〇
石

の
昨
年
の
物
成
に
つ
い
て
、
久
常
へ
渡
す
こ

と
を
早
々
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
命
じ
ら

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
千
石
の
知
行
に
つ
い

て
、
今
回
献
上
し
た
い
と
申
し
入
れ
た
。
こ

の
方
法
に
つ
い
て
の
指
示
を
依
頼
す
る
。

4

21

猿
渡
大
炊
助

野
辺
勘
左
衛
門

登
城
し
猿
渡
大
炊
助
か
ら
、
久
常
へ
の
千
石

の
割
付
を
実
施
す
る
こ
と
、
残
り
四
〇
〇
石

に
つ
い
て
は
、
江
戸
へ
相
談
し
決
定
次
第
命

じ
る
と
の
報
告
あ
り
。

5

24

喜
入
吉
兵
衛

猿
渡
大
炊
助

津
曲
筑
兵
衛

野
辺
勘
左
衛
門

登
城
し
、
喜
入
吉
兵
衛
・
猿
渡
大
炊
助
へ
次

の
よ
う
に
申
し
入
れ
た
。
先
日
申
し
上
げ
た

昨
年
の
六
〇
〇
石
の
物
成
に
つ
い
て
、
久
常

方
へ
渡
し
た
。
千
石
の
知
行
に
つ
い
て
の
「
知
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月

日

藩 

御
使

都
城 

使

概
要

行
名
寄
割
付
帳
」
を
提
出
す
る
の
で
、
久
常

方
に
は
御
公
儀
よ
り
渡
し
て
ほ
し
い
。
都
城

高
三
万
二
三
一
石
か
ら
除
く
「
惣
高
目
録
」

を
今
回
申
し
請
け
た
い
が
、
四
〇
〇
石
の
こ

と
に
つ
い
て
江
戸
へ
申
し
上
げ
今
少
し
相
談

す
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
決
ま
り
次

第
、
目
録
を
申
し
受
け
た
い
。
千
石
の
高
に

つ
い
て
、
梅
北
寄
地
の
内
九
四
五
石
四
斗
七

升
三
勺
、
門
浮
免
共
に
帳
二
冊
、
梅
北
益
貫

名
の
内
五
四
石
五
斗
三
升
九
合
九
勺
、
門
浮

免
共
に
帳
一
冊
、
合
帳
三
冊
を
お
受
け
取
り

し
た
い
。

5

28

猿
渡
大
炊
助

喜
入
吉
兵
衛

野
辺
勘
左
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

猿
渡
大
炊
助
・
喜
入
吉
兵
衛
よ
り
藩
か
ら

の
回
答
と
し
て
聞
い
た
の
は
以
下
の
通
り
。

六
〇
〇
石
の
去
年
の
物
成
を
久
常
へ
渡
す
と

の
申
し
出
は
了
承
さ
れ
た
。
千
石
の
名
寄
帳

の
こ
と
も
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
よ
い

と
の
こ
と
。
こ
れ
ら
の
返
事
の
内
容
を
小
森

隼
人
佐
か
ら
平
田
狩
野
介
へ
報
告
し
た
。

6

1

猿
渡
大
炊
助

喜
入
吉
兵
衛

野
辺
勘
左
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

鹿
児
島
城
に
て
猿
渡
大
炊
助
と
喜
入
吉
兵
衛

に
後
室
の
次
の
よ
う
な
意
見
を
報
告
。
こ
れ

ま
で
庶
子
に
知
行
を
分
け
た
こ
と
は
な
い
。

そ
こ
で
千
石
は
公
儀
に
差
し
出
す
の
で
、
久

常
へ
は
公
儀
か
ら
直
に
渡
し
て
ほ
し
い
。

6

5

猿
渡
大
炊
助

喜
入
吉
兵
衛

野
辺
勘
左
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

猿
渡
大
炊
助
・
喜
入
吉
兵
衛
か
ら
、
千
石
の

名
寄
帳
を
久
常
へ
公
儀
か
ら
直
に
渡
す
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
件
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
に

す
る
と
回
答
あ
り
。

9

20

猿
渡
大
炊
助

喜
入
吉
兵
衛

相
馬
弥
五
右
衛
門

猿
渡
大
炊
助
・
喜
入
吉
兵
衛
へ
申
上
げ
た
こ

と
は
次
の
と
お
り
。
久
常
に
渡
す
知
行
に
つ

い
て
、
彼
か
ら
過
分
に
荒
地
が
あ
る
た
め
割

付
直
し
て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
、

と
い
う
。
そ
の
場
所
は
荒
れ
地
が
少
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
の
に
、
そ
の
よ
う
に
申
し
出
る

こ
と
は
不
心
得
で
あ
る
。
し
か
し
、
久
常
は

兄
弟
で
あ
る
の
で
割
り
付
け
直
し
て
差
し
上

げ
る
。
渡
し
た
高
と
割
付
帳
の
内
容
は
以
下

の
通
り
。
「
梅
北
寄
地　

七
四
八
石
一
斗
八

升
四
合
」
「
梅
北
益
貫　

七
五
石
七
升
一
合
」

「
五
十
町　

一
七
六
石
九
斗
三
升
九
合
」
「
合

計
一
〇
〇
〇
石
一
斗
九
升
」

月

日

藩 

御
使

都
城 

使

概
要

12

1

喜
入
吉
兵
衛

相
馬
弥
五
右
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

平
田
狩
野
介
へ
猿
渡
大
炊
助
か
ら
仰
せ
渡

さ
れ
た
。
北
郷
久
常
の
知
行
千
石
の
上
高

四
〇
〇
石
の
物
成
を
加
勢
米
と
し
て
、
去
年

よ
り
渡
し
て
い
る
。
こ
の
四
〇
〇
石
の
物
成

の
加
勢
米
に
つ
い
て
は
、
こ
の
春
に
命
じ
ら

れ
、
今
年
よ
り
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
以
前
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
高
千

石
を
高
か
ら
除
く
の
で
、
高
目
録
に
そ
の
よ

う
に
記
入
し
て
下
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

吉
兵
衛
が
聞
い
た
こ
と
は
、
島
津
久
頼
・
北

郷
久
加
・
山
田
有
栄
へ
伝
え
、
藩
主
か
ら
の

返
事
が
言
い
渡
さ
れ
る
と
の
こ
と

12

2

小
森
隼
人

相
馬
弥
五
右
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

喜
入
吉
兵
衛
か
ら
小
森
隼
人
を
通
し
て
の
報

告
。
高
目
録
は
藩
か
ら
出
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
に
高
奉
行
衆
の
薬
丸
大
炊
兵
衛
へ
仰
せ
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。

12

13

小
森
隼
人

相
馬
弥
五
右
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

喜
入
吉
兵
衛
宿
所
に
て
小
森
と
我
ら
両
人
参

上
。
今
日
は
北
郷
久
加
殿
が
不
在
の
た
め
返

事
は
な
し

12

20

相
馬
弥
五
右
衛
門

津
曲
筑
兵
衛

鎌
田
左
京
が
藩
か
ら
の
返
事
と
し
て
聞
い
た

の
は
、
都
城
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
四
〇
〇

石
物
成
の
加
勢
米
に
つ
い
て
、
今
年
の
春
か

ら
命
じ
ら
れ
、
久
常
に
渡
さ
れ
る
と
の
こ
と
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「
都
城
島
津
家
役
所
日
記　

十
五
」




